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一
、
杉
田
氏
「
八
百
」

森
鴎
外
の
「
伊
沢
蘭
軒
」
の
「
そ
の
二
百
八
十
二
」
に
つ
ぎ
の
文
が
あ
っ
て
、
杉
田
氏
八
百
と
い
う
婦
人
が
出
て
く
る
。

「
嘉
永
六
年
は
藺
軒
没
後
第
二
十
四
年
で
あ
る
。
正
月
十
三
日
に
某
軒
良
安
は
家
督
相
続
を
し
た
。
「
跡
式
無
相
違
大
御
目
付
触
流
被
仰
附
」

と
、
某
軒
公
私
略
に
云
っ
て
あ
る
。
（
中
略
）

三
月
二
十
六
日
に
里
開
を
し
た
。
公
私
略
に
『
里
開
、
松
川
町
実
家
へ
行
』
と
云
っ
て
あ
る
。
田
中
淳
昌
の
未
亡
人
杉
田
氏
八
百
の
許
へ
性

と
、
某
軒
公
私
腋

三
月
二
十
六
日
伝

四
月
六
日
に
某
軒
の
生
母
杉
田
氏
が
没
し
た
。
公
私
略
に
か
う
云
っ
て
あ
る
。
「
六
日
午
後
実
母
公
得
卒
中
風
、
昏
睡
不
醒
、
吐
濁
唾
煤
色
、

夕
刻
遂
に
御
卒
去
被
遊
候
・
』
八
日
に
喪
が
発
せ
ら
れ
た
。
『
表
発
は
八
日
差
出
す
。
』
（
中
略
）

九
月
十
三
日
に
某
軒
は
山
田
昌
栄
の
門
人
と
な
っ
た
。
公
私
略
に
『
山
田
昌
栄
先
生
へ
入
門
』
と
云
っ
て
あ
る
。
昌
栄
は
蘭
門
の
椿
庭
業
廣

で
、
家
塾
は
本
郷
壱
岐
坂
上
に
あ
っ
た
。

某
軒
は
蘭
学
首
唱
者
の
家
に
育
っ
た
杉
田
氏
八
百
の
生
む
所
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
新
に
師
を
択
ぶ
に
洋
医
に
就
か
ず
し
て
椿
庭
に
従
っ
た
。

っ
た
の
で
あ
る
。

閏
印
○
・
四
口
“
口
噸
匡
①
吋
具
の
①
口
で
四
宮
淳
の
ロ
廻
国

、

杉
田
玄
白
の
女
「
八
百
」

緒
方
富
雄

弓
①
日
ざ
○
ｍ
四
国
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し
か
し
そ
の
伊
沢
氏
の
養
嗣
子
た
る
を
忠
へ
ぱ
、
是
も
亦
怪
む
に
足
ら
な
い
。
叔
父
柏
軒
の
洋
医
方
に
対
す
る
態
度
は
下
に
見
え
て
い
る
。
」

と
う
け
ん
し
ん
け
ん
か
え

こ
こ
に
出
て
く
る
菓
軒
（
一
八
三
四
’
一
八
七
五
）
は
、
伊
沢
蘭
軒
（
一
七
七
七
’
一
八
二
九
）
の
子
榛
軒
（
一
八
○
四
’
一
八
五
二
）
の
女
柏
（
一

八
三
五
生
）
の
夫
で
、
は
じ
め
田
中
氏
で
淳
良
と
い
っ
た
の
を
、
伊
沢
家
の
養
嗣
子
と
な
っ
て
伊
沢
某
軒
と
称
し
、
良
安
と
あ
ら
た
め
た
の
で

あ
る
。
引
用
文
の
お
わ
り
に
「
叔
父
柏
軒
」
と
あ
る
の
は
、
榛
軒
の
弟
柏
軒
（
一
八
一
○
’
一
八
六
三
）
で
あ
る
。
裳
軒
が
入
門
し
た
山
田
昌
栄

は
名
を
業
広
と
い
い
栫
庭
と
号
し
た
。
蘭
軒
の
門
人
で
、
す
ぐ
れ
た
漢
方
家
で
あ
っ
た
と
い
う
。
上
野
国
高
崎
藩
主
松
平
侯
の
家
臣
で
あ
る
。

某
軒
の
実
父
は
田
中
淳
昌
。
生
母
が
「
伊
沢
蘭
軒
」
に
い
う
「
杉
田
氏
八
百
」
で
あ
る
。
鴎
外
が
書
い
て
い
る
の
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

の
こ
と
で
、
す
で
に
未
亡
人
と
な
っ
て
い
た
八
百
が
没
す
る
前
後
で
あ
る
。

こ
の
記
事
よ
り
す
こ
し
ま
え
‐
鴎
外
は
「
そ
の
二
百
十
二
」
に
、
淳
昌
と
「
八
百
」
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

な
り

「
天
保
五
年
は
藺
軒
没
後
第
五
年
で
あ
る
。
他
年
榛
軒
の
胴
と
な
る
べ
き
裳
軒
淳
良
が
、
四
月
十
四
日
因
幡
国
烏
取
の
城
主
松
平
因
幡
守
斉

み
ち
り
う
ぞ
う

訓
の
医
官
田
中
淳
昌
の
子
と
し
て
生
れ
た
。
通
称
は
謬
造
で
あ
る
。
母
の
名
は
八
百
、
杉
田
玄
白
の
女
だ
と
、
歴
世
略
伝
に
云
っ
て
あ
る
。

玄
白
と
は
初
代
玄
白
翼
で
あ
ろ
う
か
。
玄
白
は
初
め
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
建
部
氏
伯
元
勤
を
養
っ
て
嗣
と
し
た
。
そ
の
後
一
児
を
挙
げ
た

の
が
立
川
豫
で
あ
る
・
女
の
事
は
伝
に
見
え
な
い
（
勤
と
豫
と
の
女
の
事
も
亦
同
じ
で
あ
る
・
杉
田
氏
の
系
譜
を
識
る
人
の
教
を
乞
ひ
た
い
・
」

鴎
外
が
杉
田
氏
の
系
譜
に
あ
か
る
く
な
か
っ
た
の
は
無
理
も
な
い
。
こ
れ
が
大
体
は
っ
き
り
し
た
の
は
、
よ
う
や
く
ち
か
ご
ろ
の
こ
と
で
、

石
原
明
博
士
の
功
績
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
「
八
百
」
が
、
石
原
博
士
の
調
査
に
は
も
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
ふ
と
し
た
機

縁
か
ら
、
わ
た
く
し
が
「
八
百
」
の
杉
田
氏
の
系
譜
上
の
位
置
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
「
八
百
」

の
子
孫
に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

二
、
杉
田
氏
の
系
譜
と
「
八
百
」

今
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
一
月
、
「
八
百
」
の
と
つ
い
だ
田
中
家
の
子
孫
に
あ
た
る
高
橋
幸
子
と
い
う
方
か
ら
て
が
み
を
い
た
だ
い
た
。
わ
た
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く
し
の
校
注
の
「
蘭
学
事
始
」
（
岩
波
文
庫
本
）
に
出
て
い
る
「
杉
田
家
系
図
（
略
）
」
に
「
八
百
」
が
な
い
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
い
ろ
い

ろ
の
疑
問
を
書
い
て
よ
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
、
こ
れ
を
石
原
博
士
に
と
り
つ
い
だ
。
石
原
博
士
は
さ
き
に
杉
田
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
く
わ
し
い
調
査
を
発
表
さ
れ
た
が
（
「
杉

田
玄
白
の
家
系
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
第
八
巻
第
三
・
四
号
、
昭
和
三
三
年
一
月
一
五
日
）
、
そ
れ
に
は
「
八
百
」
に
相
当
す
る
人
物
が
な
い
か

ら
で
あ
る
。
博
士
か
ら
の
返
事
に
よ
る
と
、
「
八
百
」
の
こ
と
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
わ
た
く
し
は
、
石
原
博
士
の
返
事
の
あ
ら
ま

ら
で
あ
る
ｃ
博
士
か
ら
の
返
．

し
を
高
橋
さ
ん
に
知
ら
せ
た
。

元
年
（
ず

日
で
あ
る
。

高
橋
さ
ん
は
、
玄
白
の
は
じ
め
の
妻
「
登
恵
」
と
の
あ
い
だ
に
う
ま
れ
た
「
八
曾
」
と
「
八
百
」
と
の
あ
い
だ
に
混
同
は
な
い
か
と
疑
っ
て

い
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
石
原
博
士
の
答
は
決
定
的
で
あ
き
ら
か
に
別
人
で
あ
る
。
八
曾
は
、
安
岡
玄
真
（
の
ち
の
宇
出
川
榛
斎
）
の
妻

と
な
り
、
「
蘭
学
事
始
」
に
あ
る
よ
う
に
、
の
ち
離
婚
し
た
人
で
あ
る
。
八
曾
は
離
別
の
の
ち
再
婚
せ
ず
、
某
藩
の
奥
女
中
と
な
り
、
別
に
家

を
起
し
て
、
同
藩
の
藩
士
の
子
を
養
子
と
し
て
宗
端
を
名
の
ら
せ
た
。
宗
端
が
医
を
業
と
し
た
か
わ
か
ら
な
い
そ
う
で
あ
る
。
八
曾
は
万
延

元
年
（
一
八
六
○
）
七
月
五
日
八
十
三
才
で
没
し
た
。
法
名
は
延
寿
院
長
誉
知
貞
大
姉
。
八
百
の
没
年
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
四
月
六

家
の
過
去
帳
と
、
辰

け
て
く
だ
さ
っ
た
。

こ
の
過
去
帳
は
、

三
、
「
八
百
」
の
父
母
兄
弟

高
橋
さ
ん
は
そ
の
後
、
親
類
の
方
々
に
問
い
あ
わ
せ
て
、
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
う
え
三
月
の
あ
る
日
、
円
中

の
過
去
帳
と
、
ほ
か
に
三
点
の
資
料
「
家
筋
書
上
」
、
「
履
歴
書
」
、
「
於
烈
縁
組
入
用
楪
記
嘉
永
四
年
辛
亥
年
十
一
月
田
中
」
を
と
ど

過
去
帳
に
は
、
田
中
家
の
故
人
の
法
名
と
没
年
月
日
の
ほ
か
に
、
縁
つ
づ
き
の
関
係
が
丹
念
に
書
‐
か
れ
て
あ
る
。
た
だ
し
女
子
の
俗
名
の
記

わ
れ
わ
れ
に
共
通
の
疑
問
を
解
く
有
力
な
カ
ギ
と
な
っ
た
。
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つ
ぎ
に
「
八
百
」
の
杉
田
氏
の
系
譜
上
の
位
置
を
き
め
る
た
め
に
、
ま
ず
過
去
帳
か
ら
関
係
人
物
の
法
名
、
命
日
そ
の
た
の
記
入
を
列
挙
し

て
み
る
。
縁
つ
づ
き
の
記
入
は
、
多
少
文
体
を
整
理
し
た
だ
け
で
あ
る
。
法
名
の
カ
ッ
コ
で
か
こ
ん
だ
部
分
は
、
石
原
博
士
そ
の
他
に
よ
っ
て

お
ぎ
な
っ
た
も
の
、
没
年
月
日
の
下
の
西
暦
は
、
わ
た
く
し
が
お
ぎ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
栄
寿
院
松
岩
智
貞
大
姉
（
杉
田
玄
白
女
、
田
中
淳
昌
の
妻
）
嘉
永
六
年
四
月
六
日
没
（
一
八
五
三
）

二
九
幸
院
仁
誉
義
真
居
士
（
杉
田
玄
白
、
田
中
淳
昌
の
妻
の
父
）
文
化
十
四
年
四
月
十
七
日
没
（
一
八
一
七
）

三
信
受
院
教
誉
貞
念
大
姉
（
田
中
淳
昌
の
妻
の
母
）
文
政
十
三
年
八
月
十
三
日
没
（
一
八
三
○
）

四
瑞
池
院
（
円
誉
浄
照
居
士
）
（
杉
田
伯
元
、
淳
昌
の
妻
の
兄
）
天
保
四
年
五
月
二
十
一
日
没
（
一
八
三
七
）

五
五
明
院
凉
誉
清
境
大
姉
（
杉
田
伯
元
の
妻
、
淳
昌
の
妻
の
姉
）
弘
化
二
年
六
月
二
日
没
（
一
八
四
五
）

六
信
敬
院
妙
浄
日
心
法
尼
（
杉
田
立
卿
妹
、
淳
昌
の
妻
の
姉
）
弘
化
元
年
十
二
月
十
七
日
没
（
一
八
四
四
）

七
梅
顔
院
香
誉
妙
薫
大
姉
（
杉
田
立
卿
の
妻
）
天
保
八
年
二
月
四
日
没
（
一
八
三
七
）

八
梅
里
院
（
園
誉
秀
香
現
奇
居
士
）
（
杉
田
成
卿
、
田
中
悌
庵
淳
昌
の
子
の
従
弟
）
安
政
六
年
二
月
十
九
日
没
（
一
八
五
九
）

九
鶴
林
院
（
威
徳
松
山
居
士
）
（
杉
田
松
鶴
、
注
恭
卿
）
文
化
十
一
年
八
月
十
四
日
没
（
一
八
一
四
）

最
初
の
栄
寿
院
（
一
）
の
命
日
は
、
う
え
に
書
い
た
よ
う
に
、
藺
軒
伝
の
「
八
百
」
の
と
全
く
一
致
し
、
過
去
帳
に
、
杉
田
玄
白
（
二
）
の

女
で
、
淳
昌
の
妻
と
あ
る
か
ら
、
栄
寿
院
と
「
八
百
」
と
は
同
一
人
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
八
百
」
、
が
杉
田
伯
元
（
四
）
の
妹
（
義
妹
）
、
伯
元
の
妻
（
五
）
の
妹
（
義
妹
）
に
あ
た
り
、
立
卿
の
子
成
卿
（
八
）
の
従
弟
に

あ
た
る
こ
と
も
、
既
知
の
系
譜
上
の
人
々
と
の
関
係
と
矛
盾
し
な
い
。

入
が
な
い
の
で
、
推
理
に
多
少
手
間
が
と
れ
た
。

ま
ず
問
題
の
「
八
百
」
で
あ
る
。
「
八
百
」
と
い
う
俗
名
は
過
去
帳
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
「
栄
寿
院
松
岩
智
貞
大
姉
」
の
没
年
月
日

が
「
伊
沢
藺
軒
」
中
の
「
八
百
」
の
と
全
く
一
致
す
る
こ
と
や
、
過
去
帳
に
し
る
さ
れ
た
縁
つ
づ
き
の
関
係
か
ら
、
玄
白
の
女
「
八
百
」
に
あ

た
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
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る
C

こ
れ
で
、
「
八
百
」
は
「
づ
毎

は
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
記
載
声

で
、
そ
の
年
玄
白
は
五
十
九
才
壷

か
ら
、
一
応
末
子
と
し
て
お
く
。

杉
田
氏
の
系
図
を
、
石
原
博

れ
で
、
「
八
百
」
は
「
そ
め

石
原
博
士

こ
の
問
題
を
と
く
カ
ギ
は
、
栢

名
の
女
性
が
あ
る
。
過
去
帳
に
Ｌ

「
そ
め
」
と
が
あ
る
。
石
原
博
‐

た
疑
問
符
は
と
り
さ
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
亘

す
る
か
ら
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
、
過
去
帳
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
「
信
受
院
教
誉
貞
念
大
姉
」
（
三
）
が
「
八
百
」
の
生
母
（
田
中
淳
昌
の
妻
の
母
）

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
玄
・
日
は
前
後
二
人
の
妻
（
登
恵
と
「
い
よ
」
）
を
め
と
っ

た
の
で
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
決
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
信
受
院
」
は
、
上
述
の
石
原
博
士
の
「
家
系
」
に
あ
る
「
恥
い
よ
」
で
あ
る
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
。
法
名
も
命
日
も
一
致

四
、
「
八
百
」
の
系
譜
上
の
位
置
の
決
定

つ
ぎ
に
、
一
番
重
要
な
問
題
は
、
「
八
百
」
は
、
こ
の
き
ょ
う
だ
い
の
何
番
目
に
あ
た
る
か
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
と
く
カ
ギ
は
、
過
去
帳
に
も
石
原
博
士
の
「
家
系
」
に
も
あ
っ
た
。
過
去
帳
に
「
信
敬
院
妙
浄
日
心
法
尼
」
（
六
）
と
い
う
法

の
女
性
が
あ
る
。
過
去
帳
に
よ
る
と
、
立
卿
の
妹
で
、
淳
昌
の
妻
（
す
な
わ
ち
「
八
百
」
）
の
姉
で
あ
る
。
こ
れ
に
あ
た
る
人
に
「
藤
」
と

て
め
」
と
が
あ
る
。
石
原
博
士
が
さ
き
に
発
表
さ
れ
た
「
剖
八
曾
」
は
「
そ
め
」
と
す
べ
き
も
の
で
っ
て
、
そ
の
法
名
と
没
年
に
つ
け
ら
れ

こ
れ
で
、
「
八
百
」
の
生
母
は
、
立
卿
・
藤
・
「
そ
め
」
た
ち
の
生
母
と
お
な
じ
「
い
よ
」
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

」
の
妹
の
位
置
に
お
ち
つ
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
「
八
百
」
が
末
の
子
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
記
載
が
な
い
。
石
原
博
士
の
家
系
に
よ
る
と
、
「
そ
め
」
の
う
ま
れ
た
の
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
六
月
十
七
日

そ
の
年
玄
白
は
五
十
九
才
で
あ
っ
た
。
「
い
よ
」
の
年
令
も
、
「
八
百
」
の
生
年
も
わ
か
ら
な
い
。
系
譜
に
も
他
の
人
物
が
出
て
い
な
い

の
最
近
の
補
訂
の
も
の
と
、

田
中
家
の
過
去
帳
の
記
載
と
を
つ
き
ま
ぜ
て
つ
く
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な

（ 5 ）



■
が

巽
田

出
喋

国
（

褥
睡

性
制

s鴫
劇

s澤
届

』
J細

如
排

ﾉ）

／
－

、

I
觜

ノ

イ
ヶ

1

三舗
蕪函

一一

連
毒

’一一一一一

。
)(糊

÷
）

（
癖ＩⅢ卜巡靴靴

く
１時

１１
での Ｉ

頤墓‐

一一

シ
ー

専
禍

i
負

－

幽
'11話

弾
圧

料
厘

（
“

）

卜瞭駅

箪黙帳

一一鐙長

署空Ｋ
－

１１
戸諄芦

里
員

(
"
-
)
(
粗

吟
）

’’
－

1
曙

，
申

へ
と

)
(
b
p
)

、、１ノ

角
／Ｉ、

藍窪聿

家
’

ｊ
×言

鋼
唖

（
‐

ロ
）

へ

‐

罰
唾

（
蛎

匡
ご

)
(
＝

）
(inm田

砥
）

ＮＩ室Ｉｌく

義塞禦睾渠

|’
(の

)(猟
咋

)・

(
＝

)
－

(
。

）
(
猟

半
）

{'時
善

く
正

エ
’

国
1

掛
三

（
･‐

）

｜
ﾄー

ミ
（

望
）

１１
皇細

畳。
匡

憲
e'『

､）
』

守
心

と
唾

〈
,
ﾃ
÷

可
←

濁"
汽

趾
Ⅷ

〈
（

罠
哩

）

\
(
A
1

'令
)(-)

’一一一一

ﾍ
ﾉ
倉

(
E
)

1畦
二

厘
（

虫
善

ご
)
(
屋

）

|｜
＜

に
（

§
"
型

)
(
o
)

二
品

(
U
)

吐
出

（
壼

喪
）

罠
（

暑
●

)(壼
琿

）
－



（
系
図
の
注
）

ａ
九
幸
吟

ｂ
浄
心
酷

Ｃ
信
受
礦

．
春
→

ｅ
天
〈

ｆ
瑞
池
』

９
五
明
廷

ｈ
弘
道
一

ｉ
延
寿
』

〕
寿
泉
』

ｋ
梅
顔
壬

１
不

ｍ
信
歌

、
壹
口
奎
兎

弘五瑞天春信浄九
道明池受心幸
院院院含了院院院

延
寿
院

s r q P 0

殿凉円 教清仁
遠誉誉童童誉誉誉
誉清浄 貞光義
普境照女子念顔真
済大居 大大居
潤姉士 姉姉士
生
大
居
士

長
誉
知
貞
大
姉

寿
泉
院
得
誉
無
彊
楽
道
居
士

梅
顔
院
香
誉
妙
薫
大
姉

不
詳

信
敬
院
妙
浄
日
心
法
尼

信
庸
院
清
誉
淳
昌
居
士

栄
寿
院
松
岩
知
貞
大
姉

鶴
林
院
威
徳
松
山
居
士

棋
園
院

鶴
章
院
仙
誉
延
寿
妙
算
大
姉

孤
竹
院
君
誉
寛
進
居
士

文
化
一
四
・
四
・
一
七
（
一
八
一
七
）
（
八
五
才
）

天
明
八
・
一
・
二
○
（
一
七
八
八
）
（
四
三
才
）

天
保
元
八
・
一
三
（
一
八
三
○
）

天
明
四
・
一
・
一
一
（
一
七
八
四
）

寛
政
一
○
・
一
○
・
二
（
一
七
九
八
）
酒
井
侯
の
女
、
故
あ
っ
て
杉
田
家
に
入
籍
（
杉
田
家
記
）

天
保
四
・
五
・
二
一
（
一
八
三
七
）
（
七
一
才
）

弘
化
二
・
六
・
二
（
一
八
四
五
）
（
七
二
才
）

天
保
五
・
一
二
・
四
（
一
八
三
八
）
（
六
六
才
）

万
延
元
・
七
・
五
（
一
八
六
○
）
（
八
○
才
）

弘
化
二
・
一
一
・
二
（
一
八
四
五
）
（
六
○
才
）

天
保
八
・
二
・
四
（
一
八
三
七
）

寛
政
元
・
七
・
一
八
（
一
七
九
一
）
生

弘
化
元
・
一
二
・
一
七
（
一
八
四
四
）

天
保
一
一
・
一
・
一
九
（
一
八
四
○
）

嘉
永
六
・
四
・
六
（
一
八
五
三
）

文
化
一
一
・
八
・
一
四
（
一
八
一
四
）

明
治
七
・
九
・
一
九
（
一
八
七
四
）
（
七
三
才
）

慶
応
三
・
九
・
二
三
（
一
八
六
七
）

（ 7 ）



杉
田
玄
白
の
女
「
八
百
」
の
系
譜
上
の
位
置
が
決
定
し
た
の
で
、
「
八
百
」
の
子
孫
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

な
り
み
ち

「
八
百
」
が
と
つ
い
だ
田
中
淳
昌
は
、
鳥
取
城
主
因
幡
守
斉
訓
に
仕
え
た
医
官
で
あ
る
。
田
中
氏
は
代
々
漢
方
医
と
し
て
藩
侯
に
仕
え
た
。

田
中
家
に
「
家
筋
害
上
」
と
「
履
歴
書
」
と
題
し
た
二
帳
の
由
緒
害
が
の
こ
っ
て
い
る
。
前
者
は
天
保
四
年
十
二
月
（
一
八
三
三
）
田
中
淳
昌

が
ま
だ
祐
碩
と
い
っ
た
こ
ろ
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
二
月
田
中
裕
篤
が
そ
の
後
の
履
歴
を
加
え
て
整
理

し
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
代
々
の
勤
め
向
き
の
履
歴
を
く
わ
し
く
記
入
し
た
も
の
で
、
田
中
氏
歴
代
の
事
蹟
を
し
ら
べ
る
に
は
よ
い
資
料
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
な
か
か
ら
歴
代
の
姓
名
没
年
等
を
ぬ
き
出
し
て
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

田
中
氏
は
田
中
松
与
が
元
祖
で
、
享
和
八
年
（
一
七
二
二
）
五
月
十
一
日
藩
侯
に
召
し
出
さ
れ
て
医
官
と
な
り
、
二
十
人
扶
持
を
も
ら
っ

五
、
「
八
百
」
の
夫
田
中
淳
昌
と
そ
の
子
孫

《
Ｌ
Ｏ

被
仰
渡
候
。
」

た
だ
し
知
行
三
百
石
の
方
は
な
か
な
か
実
現
せ
ず
、
二
百
石
の
知
行
が
あ
た
え
ら
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
四
代
目
順
昌
の
と
き
で
あ
る
。

「
八
百
」
の
夫
淳
昌
は
こ
の
初
代
松
与
か
ら
か
ぞ
え
て
五
代
目
に
あ
た
る
。
田
中
家
の
記
録
と
過
去
帳
を
総
合
し
て
、
歴
代
を
列
記
す
る
。

ｔ
梅
里
院
園
誉
秀
香
現
奇
居
士

ｕ
吉
野
一
得
の
男

ｖ
誓
光
童
女

ｗ
玉
仙
院
幾
誉
天
寿
大
姉

ｘ
本
光
亮
良
誉
沌
宣
言
士

吉
野
一
得
の
男

誓
光
童
女

王
仙
院
幾
誉
天
寿
大
姉

本
光
院
良
誉
純
道
居
士

「
渋
江
通
玄
院
殿
御
弟
子
兼
而
通
玄
院
殿
御
頼
医
事
も
宜
相
勤
候
二
付
、
此
度
被
召
出
二
十
人
扶
持
被
遣
。
追
而
御
知
行
三
百
石
可
被
遣
旨

安
政
六
・
二
・
一
九
（
一
八
五
九
）
（
四
三
才
）

明
治
二
二
・
七
・
一
九
（
一
八
八
九
）
（
七
二
才
）

文
政
二
・
一
二
・
二
六
（
一
八
二
八
）

（ 8 1



淳
昌
は
は
じ
め
祐
碩
と
い
つ

初
代

二
代

三
代

四
代五

代
田
中
淳
昌

田
中
氏
（
一
）

八
百

（
杉
田
玄
白
女
）

田
中
淳
昌

田
中
松
與

田
中
松
随

田
中
瑞
仙
（
養
子
）

田
中
順
昌
（
養
子
）

｜
列
JL1､

券
に
○

’

〆
ｒ
７
人
十
＊
Ｊ
理

二
十
二
日
父
の
代
番
を
勤
め
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
す
で
に
そ

柏
（
か
え
）
（
伊
沢
榛
軒
女
）

の
こ
ろ
か
ら
藩
侯
の
家
族
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

烈
（
れ
つ
）

五
代
目
田
中
淳
昌
と
「
八
百
一
の
あ
い
だ
に
で
き
た
数
人
の
子

ｊ
、
㎡
Ⅱ
リ
ヨ
可
ノ

五
代
目
田
中
淳
昌
と
「
八
百
」
の
あ
い
だ
に
で
き
た
数
人
の
子

（
別
掲
）

（
別
掲
）

享
和
十
九
年
四
月
二
十
八
日
二
七
三
四
）
没
浄
縁
院
実
誉
玄
證
居
士

安
永
三
年
十
月
十
七
日
（
一
七
七
四
）
没
法
性
院
通
誉
道
達
居
士

天
明
七
年
十
二
月
八
日
（
一
七
八
七
）
没
本
空
院
浄
誉
恵
智
居
士

文
政
十
三
年
八
月
十
日
（
一
八
三
○
）
没
（
履
歴
書
に
天
保
元
年
八
月
十
一
日
没
と
あ
る
が
、
天
保
へ
の

改
元
は
十
二
月
十
日
で
あ
る
か
ら
文
政
十
三
年
が
正
し
い
。
ま
た
八
月
十
一
日
没
と
あ
る
の
は
、
過
去
帳

に
よ
っ
て
、
十
日
を
と
る
）
良
即
院
辨
誉
順
昌
居
士

天
保
十
一
年
正
月
十
九
日
（
一
八
四
○
）
没
（
履
歴
書
に
は
正
月
二
十
一
日
と
あ
る
）

信
庸
院
清
誉
淳
昌
居
士

ｕ
父
（
四
代
目
、
養
子
）
も
、
は
じ
め
順
昌
を
と
な
え
、
の
ち
淳
昌
と
な
っ
た
。
由
緒
書
に
は
、
四
代
田
中
淳

淳
禎
天
昌
輔
初
名
順
昌
と
あ
る
。
こ
の
人
が
没
し
た
と
き
の
記
録
に
は
淳

昌
と
な
っ
て
い
る
。
五
代
目
淳
昌
は
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）

遊
（
ゆ
う
）
（
小
野
崎
氏
に
嫁
す
）

十
二
月
に
家
督
を
つ
い
だ
と
き
は
、
ま
だ
袖
碩
で
、
五
年
後
の
天

保
六
年
（
一
八
三
五
）
十
一
月
三
日
に
な
っ
て
淳
昌
と
改
め
た
。

淳
貞

Ｉ
（
別
掲
）
田
中
家
の
過
去
帳
か
ら
察
す
る
と
、
四
代
を
順
昌
、
五
代
を
淳
昌

鋭
（
え
い
）
（
清
川
玄
道
女
）
と
し
て
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
わ
た
く
し
も
そ
れ
に
し
た
が

淳
良
（
伊
沢
榛
軒
の
養
子
）
う
。
淳
昌
の
公
的
な
生
活
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
六
月

ｌ

、
川
リ
ヨ
可
ノ

／
戸
竿
ん
十
十
Ｊ
』

土
方
正
旗
の
う
ち
、
淳
貞
、
淳
良
、
烈
の
三
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
子
孫
を
の
こ

（ 9 ）



し
た
。六

代
目
田
中
悌
庵
は
は
じ
め
淳
貞
で
あ
る
。
悌
庵
も
ま
た
医
師
と
し
て
君
侯
に
仕
え
た
。
没
年
月
日
は
過
去
帳
に
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六

三
）
三
月
二
十
九
日
、
履
歴
書
に
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
二
月
朔
日
と
あ
る
。
過
去
帳
に
は
命
日
を
三
月
二
十
九
日
と
し
て
い
る
か

ら
、
田
中
家
の
命
日
を
無
視
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
名
は
医
徳
院
顕
誉
悌
庵
居
士
。

悌
庵
の
妻
は
、
漢
方
医
家
と
し
て
名
の
高
か
っ
た
清
川
玄
道
（
一
七
九
二
’
一
八
五
九
）
の
娘
で
あ
る
。
清
川
玄
道
の
こ
と
は
鴎
外
の
「
伊

沢
藺
軒
」
の
随
所
に
出
て
く
る
。
玄
道
は
医
師
榎
本
玄
昌
の
次
男
で
、
藺
軒
に
学
び
、
そ
の
世
話
で
清
川
金
馬
の
養
子
と
な
っ
た
。
閏
軒
伝
に

は
蘭
門
の
五
哲
と
し
て
、
渋
江
抽
斎
、
森
枳
園
、
岡
西
玄
亭
、
山
田
椿
庭
と
と
も
に
こ
の
清
川
玄
道
を
あ
げ
て
い
る
。

悌
庵
の
弟
淳
良
は
伊
沢
家
に
入
り
、
末
女
烈
は
土
方
正
旗
に
と
つ
い
だ
か
ら
、
田
中
氏
は
悌
庵
の
子
孫
だ
け
で
あ
る
。

六
代
悌
庵
に
は
男
子
が
な
く
、
女
子
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、
加
藤
貞
白
の
子
三
熊
を
養
嗣
子
と
し
て
長
女
キ
ャ
ウ
（
郷
）
に
配
し
た
。
こ

れ
が
七
代
悌
庵
で
あ
る
。
や
は
り
医
を
も
っ
て
藩
侯
に
仕
え
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
二
十
六
日
に
没
し
た
。
法
名
は
顕
勝
院
聴
誉
信

友
居
士
。
妻
キ
ャ
ウ
は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
七
日
に
没
し
た
。
知
勝
院
顕
誉
郷
友
大
姉
。

キ
ャ
ウ
の
妹
（
次
女
）
ト
シ
に
つ
い
て
は
不
明
。
三
女
レ
ン
（
錬
）
の
夫
は
三
原
直
道
。
四
女
テ
イ
（
貞
）
は
養
刷
子
森
田
裕
馬
（
信
夫
尚

厚
真
院
淳
誉
貞
秀
善
女
、

と
あ
る
の
が
、
そ
の
人
で
あ
る
。

明

淳
昌
の
長
子
淳
禎
は
は
や
く
没
し
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
過
去
帳
に
淳
昌
の
子
と
い
う
法
名
が
二
つ
あ
る
。

即
生
童
子
文
政
十
二
年
三
月
二
十
二
日
（
一
八
二
九
）
没
淳
昌
の
子

信
憲
院
徳
誉
淳
碩
居
士
天
保
八
年
四
月
十
六
日
（
一
八
三
七
）
没
淳
昌
忰

ま
た
別
に
「
淳
昌
の
娘
」
と
記
し
た
「
水
夢
童
女
文
化
十
一
年
十
月
二
十
一
日
（
一
八
一
四
）
没
」
が
い
る
。

ま
た
別
に
「
淳
昌
の
娘
」
と
記
し

淳
禎
の
妹
「
遊
」
は
、
過
去
帳
に治

三
年
九
月
八
日
（
一
八
七
○
）
没
田
中
悌
庵
姉
小
野
崎
遊

（ 10）
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貞
の
門
人
）
の
妻
と
な
っ
た
。
こ
の
人
が
の
ち
八
代
田
中
信
慶
と
な
る
。
過
去
帳
に
よ
る
と
、
信
慶
の
実
父
は
松
本
善
次
郎
で
あ
る
と
い
う
。

森
田
氏
と
松
本
氏
の
異
同
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
信
慶
裕
篤
が
七
代
悌
庵
の
聟
養
子
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
月
十
日
で

あ
る
（
履
歴
書
）
。
そ
れ
は
悌
庵
の
死
後
で
あ
る
。
こ
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。
信
慶
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
二
十
日
に
没
し
た
。

積
徳
院
瑞
誉
信
慶
居
士
。
妻
テ
ィ
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
二
十
一
日
に
没
し
た
。
累
徳
院
功
誉
貞
善
大
姉
。

過
去
帳
に
よ
る
と
、
信
慶
に
何
人
か
子
が
う
ま
れ
て
い
る
が
、
信
慶
の
長
女
清
子
（
セ
イ
）
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
一
月
十
日
に

没
し
て
、
法
名
を
智
明
院
清
誉
浄
圓
大
姉
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
に
は
九
代
の
重
三
の
妻
と
な
っ
た
ク
ニ
（
国
）
が
い
る
だ
け
で
、
系
譜
に
あ
る

ト
ヨ
の
こ
と
が
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。
重
三
は
ク
ニ
の
養
子
と
な
り
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
二
十
七
日
に
没
し
た
。
法
名
誠
光
院

信
誉
三
道
居
士
。
ク
ニ
は
現
存
の
田
中
国
子
さ
ん
で
あ
る
。

し
ん
け
ん

か
え

伊
沢
家
に
入
っ
た
淳
良
（
一
八
三
三
’
一
八
七
五
）
は
蘭
軒
の
子
榛
軒
（
一
八
○
四
’
一
八
五
二
）
の
養
嗣
子
と
し
て
女
柏
の
夫
と
な
り
、

伊
沢
某
軒
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
か
ら
淳
良
を
良
安
と
あ
ら
た
め
、
の
ち
長
妄
、
春
安
を
名
の
っ
た
。

蘭
軒
（
一
七
七
七
’
一
八
二
九
）
の
こ
と
は
「
伊
沢
蘭
軒
」
に
く
わ
し
い
が
、
福
山
藩
の
侍
医
で
漢
籍
に
す
こ
ぶ
る
通
じ
、
考
証
学
者
、
集

書
家
と
し
て
特
異
の
人
物
で
あ
る
。
子
の
榛
軒
も
弟
柏
軒
（
一
八
一
○
二
八
六
三
）
も
蘭
軒
と
お
な
じ
環
境
に
生
活
し
た
人
で
あ
る
。
柏
軒

は
盤
安
と
い
っ
て
、
の
ち
幕
府
の
漢
科
の
奥
医
師
と
な
っ
た
。
緒
方
洪
庵
（
一
八
一
○
’
一
八
六
三
）
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
か
ら
三
年

（
一
八
六
三
）
に
か
け
て
奥
医
師
と
し
て
勤
め
て
い
た
と
き
の
日
記
「
勤
仕
向
日
記
」
に
、
伊
沢
盤
安
の
名
が
よ
く
出
て
く
る
。
蘭
科
と
漢
科

た
か

と
立
場
は
ち
が
っ
て
も
、
二
人
は
こ
と
ば
を
か
わ
し
あ
っ
た
同
役
で
あ
っ
た
。
柏
軒
（
盤
安
）
の
妻
俊
は
考
証
学
者
狩
谷
液
斎
（
一
七
七
五
’

一
八
三
五
）
の
二
女
で
、
柏
軒
と
同
じ
年
令
（
一
八
一
○
’
一
八
五
七
）
で
あ
る
。
才
女
で
「
今
少
納
言
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
蘭
軒
伝
の

「
そ
の
二
百
十
六
、
二
百
十
七
」
に
く
わ
し
い
。

六
、
田
中
淳
良
（
伊
沢
裳
軒
）
と
そ
の
子
孫

（ 12）



某
軒
の
こ
と
は
、
そ
の
妻
柏
と
と
恥

の
ふ
た
り
の
女
と
、
「
徳
」
と
で
あ
る
。

「
長
」
が
か
た
ず
い
た
福
山
藩
侍
医
津
山
英
琢
（
碧
山
）
に
つ
い
て
は
、
藺
軒
伝
の
「
そ
の
三
百
五
十
」
に
出
て
い
る
。

よ
し

め
ぐ
む

「
良
」
の
夫
伊
沢
盤
と
、
「
徳
」
に
つ
い
て
は
「
そ
の
三
百
六
十
八
」
に
く
わ
し
い
。

左
に
伊
沢
氏
の
系
譜
中
お
も
な
も
の
を
か
か
げ
る
。

伊
沢
氏

益
（
飯
田
氏
）

伊
沢
蘭
軒

一
一
１

か
え

そ
の
妻
柏
と
と
も
に
、
「
伊
沢
蘭
軒
」
の
随
所
に
出
て
く
る
。
巣
軒
の
子
の
う
ち
、
な
が
く
生
き
た
の
は
、
｜
‐
長
」
「
良
」

Ｉ
長
（
ち
よ
う
）

ｌ
柏
軒
（
盤
安
）

俊
（
た
か
）
（
の
ち
と
し
）

（
狩
谷
披
斎
女
）

ｌ
榛
軒
（
長
安
）

井
戸
翁
助

志
保

ﾆーーーーーー

柏 某淳
へ

良
、
（

軒
令

か
え
）

の
ち
良
安

（
田
中
氏
）

そ
の

（
の
ち
曾
能
）

津
山
英
琢
（
碧
山
）

Ｉ
長

ｌ
信
匡

ｌ
徳
（
め
ぐ
む
）

ｌ
タ
カ
ヨ

か
ね

（

羽

野

氏

）

’

千

代

伊
沢
盤

一
一
口

ｌ
良
（
よ
し
）

｜
ｌ
信
一

ｌ
曾
能
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「
八
百
」
は
、
杉
田
玄
白
の
後
妻

ば
ん
末
の
子
に
あ
た
る
人
で
あ
っ
た
。

「
八
百
」
の
末
女
烈
は
、
姫
路
藩
主
酒
井
侯
に
仕
え
た
十
一
代
土
方
伴
六
正
旗
に
と
つ
ぎ
、
八
人
の
子
を
う
ん
だ
。
高
橋
さ
ん
の
お
知
ら
せ

に
よ
る
と
、
土
方
氏
の
祖
先
は
、
徳
川
氏
が
岡
崎
城
主
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
最
初
の
家
臣
で
、
の
ち
酒
井
侯
に
召
さ
れ
て
三
河
の
郷
士
尾
崎
氏
か

ら
土
方
氏
を
創
始
、
明
治
維
新
ま
で
酒
井
侯
に
従
っ
て
厩
橋
（
前
橋
）
よ
り
姫
路
に
住
み
、
七
代
以
後
は
江
戸
本
邸
詰
と
な
っ
た
と
い
う
。

杉
田
玄
白
の
女
「
八
百
」
と
い
う
婦
人
が
、
田
中
淳
昌
の
妻
と
し
て
、
森
鴎
外
の
「
伊
沢
蘭
軒
」
に
出
て
く
る
が
、
鴎
外
は
「
八
百
」
の
杉

田
氏
の
系
譜
上
の
位
置
の
こ
と
に
は
深
入
り
し
な
か
っ
た
。
「
八
百
」
の
と
つ
い
だ
田
中
家
の
資
料
も
、
そ
の
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
一
方
杉
田
玄
白
研
究
者
た
ち
に
は
、
「
八
百
」
の
実
在
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
た
び
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
、
わ
た
く
し
に
提
供
せ
ら
れ
た
田
中
家
側
の
資
料
と
玄
白
研
究
者
側
の
資
料
を
つ
き
あ
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
両
者
に
そ
れ
ぞ
れ
欠
け
て
い
た
と
こ
ろ
が
都
合
よ
く
補
い
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。

と
う

「
八
百
」
は
、
杉
田
玄
白
の
後
妻
「
い
よ
」
の
う
ん
だ
子
で
、
長
男
が
立
卿
、
長
女
が
藤
、
次
女
が
「
そ
め
」
す
ぐ
下
の
妹
で
、
多
分
い
ち

杉
田
氏
「
八
百
」
は
漢
方
家
田
中
淳
昌
に
と
つ
ぎ
、
数
人
の
子
を
う
ん
だ
。
う
ち
淳
貞
（
悌
庵
）
は
家
を
つ
ぎ
、
漢
方
家
清
川
玄
道
の
女

え
い

か
え

「
鋭
」
を
め
と
っ
て
、
子
孫
を
の
こ
し
た
。
そ
の
弟
淳
良
は
、
漢
方
家
、
考
証
家
伊
沢
蘭
軒
の
子
榛
軒
の
養
嗣
子
と
し
て
、
榛
軒
の
女
「
柏
」

ゆ
う

れ
つ

の
夫
と
な
り
、
伊
沢
某
軒
良
安
と
名
の
っ
た
。
長
女
遊
は
小
野
崎
氏
の
妻
と
な
り
、
末
女
烈
は
土
方
正
旗
に
と
つ
い
だ
。

田
中
氏
も
伊
沢
氏
も
、
ま
た
田
中
悌
庵
の
妻
の
生
家
清
川
氏
も
、
伊
沢
柏
軒
の
妻
の
生
家
狩
谷
氏
も
、
す
べ
て
鴎
外
の
「
伊
沢
蘭
軒
」
「
渋
江

八
、
む
す
び

七
、
烈
の
夫
土
方
正
旗
と
そ
の
子
孫

（ 16）



観
点
を
か
え
る
と
、
こ
の
「
八
百
」
の
婚
姻
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
蘭
学
の
創
始
者
、
蘭
方
医
学
の
先
駆
者
杉
田
玄
口
の
家
系
の
人
々
と
、

方
医
学
の
家
系
の
人
々
と
の
あ
い
だ
の
交
際
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
さ
ぐ
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
興
味
あ
る
問
題
と
お
も
わ
れ
る
。

抽
斎
」
で
活
躍
す
る
漢
方
家
で
あ
る
。
杉
田
玄
白
の
子
孫
が
蘭
学
の
世
界
に
生
活
し
て
い
た
の
と
、
い
ち
じ
る
し
い
対
照
で
あ
る
。

杉
田
玄
白
の
女
「
八
百
」
が
蘭
方
医
の
社
会
か
ら
漢
方
医
の
社
会
へ
移
っ
た
た
め
、
蘭
方
の
社
会
か
ら
一
時
す
が
た
を
消
す
結
果
と
な
っ
た

が
、
「
八
百
」
の
入
っ
た
小
社
会
が
た
ま
た
ま
森
鴎
外
の
興
味
を
ひ
い
た
た
め
、
「
八
百
」
に
も
焦
点
が
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

か
え
り
み
れ
ば
、
「
八
百
」
の
杉
田
氏
の
系
譜
上
の
位
置
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
杉
田
玄
白
の
系
譜
に
た
い
し
て
も
、
森
鴎

外
の
「
伊
沢
蘭
軒
」
に
た
い
し
て
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
補
遺
を
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
「
八
百
」
の
系
譜
上
の
帰
属
に
つ
い
て
、
す
ぐ
な
か
ら
ぬ
不
安
を
感
じ
て
い
ら
れ
た
田
中
家
の
子
孫
の
か
た
が
た
に
も
、
多
少
は
お
役

ま
た
「
八
百
」
の
系
譜
‘

本
稿
は
昭
和
四
十
二
年
十
月
二
十
八
日
の
日
本
医
史
学
会
例
会
で
そ
の
要
旨
を
発
表
し
、
の
ち
そ
の
と
き
の
討
議
に
も
と
ず
い
て
さ
ら
に
増

補
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
昭
和
四
十
三
年
一
月
二
十
日
の
蘭
学
資
料
研
究
会
で
も
紹
介
し
た
。

に
立
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
一

こ
び
た
い
。

お
わ
り
に
、
杉
田
玄
白
の
女
「
八
百
」
に
わ
た
く
し
の
注
意
を
む
け
さ
せ
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
、
こ
の
文
を
書
く
き
っ
か
け
を
つ
く

っ
て
く
だ
さ
っ
た
高
橋
幸
子
さ
ん
に
御
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

ま
た
、
石
原
明
博
士
の
長
年
に
わ
た
る
杉
田
氏
家
系
の
調
査
に
敬
意
を
表
し
、
こ
の
た
び
そ
れ
が
一
段
と
完
成
に
ち
か
ず
い
た
こ
と
を
よ
る 漢

（ 17）
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④
移
管
の
発
議
者

第
二
次
大
隈
内
閣
に
お
い
て
、
伝
研
移
管
の
発
議
者
が
果
し
て
誰
で
あ
っ
た
か
。
北
里
伝
は
語
ら
ず
齢
北
島
は
「
必
ず
運
動
し
て
い
る
人
が

あ
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
北
里
の
推
測
を
伝
え
（
資
二
）
、
「
北
里
先
生
も
こ
の
度
の
移
管
問
題
は
青
山
と
大
隈
と
の
仲
が
よ
く
て
、
青
山
か
ら
出

仙
タ
ス
ク

て
お
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
と
書
記
官
長
江
木
翼
氏
等
の
説
か
ら
出
て
居
る
と
考
え
ら
れ
た
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
田
端
日
記

は
「
大
学
ノ
青
山
ガ
大
隈
ヲ
動
カ
セ
ル
ナ
リ
」
と
、
北
里
の
言
葉
を
記
し
て
い
る
（
資
一
五
）
。
こ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
青
山
が
持
論
を
「
主
治

医
の
地
位
を
利
し
て
大
隈
に
進
言
し
た
」
と
す
る
川
上
武
の
見
解
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
が
へ
更
に
積
極
的
に
青
山
自
身
の
策
謀
と
な
す
意
見

四
、
考
察 の

詳
巨
煙
昼
○
口
砿
（
縣
津
〕
①

旨
弓
巳
昌
○
｛
８
日
こ

］
ロ
』
や
］
侯
団
四
目
目
．

也

大
正
三
年
の
所
謂
「
伝
研
移
管
問
題
」
に
つ
い
て

弓
国
旨
匙
角
①
旨
月
旦
牙
①
ｚ
ｇ
さ
口
巴
旨
騨
茸
巨
扇
蜀
肖
冒
庁
只
さ
扁
口
厨
①
尉
朋

津
局
冨
冒
涜
官
ぐ
具
国
○
日
①
少
庫
巴
厨
８
二
局
昌
冒
冒
冒
旦
固
言
。
鼻
５
口

－

虎
の
門
病
院
神
経
科
安
藝
基
雄

辻
〈
の
二

旨
ｇ
ｏ
ｏ
シ
底
》
旨
．
己
．

ロ
①
忌
日
ロ
①
日
（
）
｛
ｚ
の
目
○
さ
ぬ
夢

弓
Ｃ
国
目
○
日
Ｃ
ロ
国
（
）
切
目
国
二
・
弓
（
詩
く
（
）
．

凡
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に
つ
い
て
は
長
与
は
じ
め
大
学
派
が
、
青
山
に
対
す
る
侮
辱
と
し
て
も
っ
と
も
鋭
く
反
擁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
方
、
そ
の
ど
の
北
島
ら
の

②

意
見
、
あ
る
い
は
北
里
側
と
み
ら
れ
る
医
海
時
報
の
論
説
な
ど
を
見
て
も
建
結
局
は
青
山
を
主
謀
者
と
す
る
見
解
を
と
っ
て
は
い
な
い
（
後
述
）
。

３

こ
の
点
に
つ
き
青
山
の
積
極
的
役
割
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
大
隈
の
役
割
を
重
視
で
き
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
青
山
伝
に
は
、

大
隈
内
閣
の
書
記
官
長
と
し
て
行
政
整
理
に
シ
テ
役
を
つ
と
め
た
江
木
の
言
と
し
て
、
「
立
案
者
は
青
山
博
士
が
大
隈
首
相
を
説
い
た
か
ら
ど

う
の
か
う
の
と
い
ふ
や
う
な
天
降
り
的
考
慮
の
下
に
立
案
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
断
言
す
る
。
」
と
い
う
一
節
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が

４

誰
か
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
さ
い
き
ん
塩
沢
香
は
、
「
ど
う
せ
大
隈
さ
ん
な
ん
て
上
置
な
ん
で
す
か
ら
」
と
言
い
、
さ
ら
に

「
企
画
実
行
す
べ
て
江
木
書
記
官
長
の
手
か
ら
出
た
」
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
若
干
の
疑
問
が
あ
る
。
江
木
は
伝
研
移
管

当
時
四
十
一
才
、
す
で
に
老
令
の
大
隈
が
「
閣
内
の
機
務
一
切
を
挙
げ
て
内
閣
書
記
官
長
た
る
」
江
木
に
一
任
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
と
み
ら

れ
る
が
（
一
木
回
顧
録
）
、
問
題
の
事
務
的
処
理
は
と
も
か
く
と
し
て
、
伝
研
移
管
の
企
画
実
行
す
べ
て
が
江
木
一
人
に
よ
る
と
し
て
果
し
て
す

⑤

む
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
関
係
閣
僚
と
し
て
は
内
務
大
臣
兼
務
の
大
隈
の
他
に
、
文
部
大
臣
一
木
喜
徳
郎
の
名
を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
一
木
こ
そ
は
内
務
省
と
の
関
係
が
も
っ
と
も
深
く
、
大
学
の
み
な
ら
ず
伝
研
の
事
情
に
も
精
通
し
た
閣
僚
で
あ
っ
た
。
北
島
も
「
文
部
大

臣
は
そ
の
と
き
一
木
さ
ん
で
長
く
内
務
省
に
居
た
人
で
あ
っ
て
内
務
省
側
の
消
息
に
も
通
じ
て
い
る
か
ら
、
文
部
省
側
の
人
が
主
に
計
画
を
し

て
内
務
省
の
人
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
と
云
う
経
過
を
と
っ
て
お
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
北
島
伝
）
。
一
木
は
後
年
伝
研
移
管
を
回
顧
し
て
、

文
部
省
で
は
別
段
整
理
す
る
仕
事
も
無
い
が
、
出
来
る
だ
け
経
費
を
節
減
す
る
こ
と
と
し
、
其
の
代
り
教
育
系
統
に
属
す
べ
き
各
種
の
機

関
を
文
部
省
に
集
め
る
こ
と
と
し
、
内
務
省
所
管
の
伝
染
病
研
究
所
、
農
商
務
省
所
管
の
水
産
講
習
所
を
…
．
：
文
部
省
に
所
管
換
を
行
ひ
、

前
者
は
大
学
の
医
科
の
後
者
は
同
じ
く
農
科
の
附
属
に
せ
ん
と
し
た
（
一
木
回
顧
録
）
。

と
、
き
わ
め
て
淡
々
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
一
木
の
果
し
た
積
極
的
役
割
を
示
唆
す
る
意
見
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
移
管
終
了
後
半
年
余
を
経
た
の
ち
の
記
事
で
あ
る
が
、
医
海
時
報
は
某
大
官
談
と
し
て
次
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。

．
木
の
腹
で
は
移
管
の
有
無
は
別
問
題
と
す
る
も
、
多
年
内
務
省
を
中
心
と
せ
る
北
里
一
派
の
や
り
方
を
密
に
苦
々
し
く
思
う
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。
何
か
の
機
会
を
捉
へ
て
其
矯
正
を
断
行
し
よ
う
と
い
ふ
意
気
込
で
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
是
は
必
ず
し
も
今
日
に
始
ま
っ
た
こ
と

（20）



要
す
る
に
伝
研
移
管
の
問
題
は
、
大
隈
で
な
く
、
青
山
で
な
く
、
江
木
で
な
く
、
お
そ
ら
く
当
時
文
部
大
臣
た
り
し
一
木
喜
徳
郎
よ
り
発
議

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
四
回
の
閣
議
を
経
て
十
月
二
日
の
閣
議
で
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
と
す
る
医
海
時
報
の
記
事
（
大
正
四
年
六

今
日
と
な
っ
て
そ
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
が
、
北
里
の
「
嗜
好
は
金
銭
で
無
く
、
寧
ろ
之
を
散
ず
る
こ

と
で
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
、
「
常
に
よ
く
散
ず
る
の
で
世
間
よ
り
は
富
豪
の
如
く
見
ら
れ
た
」
一
面
が
あ
り
（
北
里
伝
）
、
結
核
治
療
の
た
め

設
立
経
営
し
て
き
た
養
生
園
、
あ
る
い
は
血
清
痘
苗
製
造
販
売
の
い
わ
ば
独
占
的
企
業
の
態
を
な
し
た
伝
研
の
経
営
に
関
係
し
て
、
北
里
に
疑

惑
を
持
た
し
め
る
一
因
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。
こ
れ
が
伝
研
創
立
以
来
つ
ち
か
わ
れ
た
伝
研
あ
る
い
は
内
務
省
に
お
け
る
北
里
の
声
望

と
相
ま
っ
て
、
政
府
が
「
苦
々
し
く
思
う
」
余
地
は
十
分
あ
っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

一
方
一
木
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
大
学
を
卒
業
し
て
内
務
属
と
な
っ
た
当
時
の
内
務
大
臣
は
山
県
有
朋
で
あ
り
、
一
木
は
山
県
か
ら
と
く
に
目

を
懸
け
ら
れ
、
そ
の
配
下
の
官
僚
と
し
て
出
世
し
た
。
彼
が
た
ま
た
ま
内
務
次
官
た
り
し
第
二
次
桂
内
閣
時
代
に
起
っ
た
事
件
と
し
て
は
、
幸

徳
秋
水
ら
の
大
逆
事
件
、
さ
ら
に
日
韓
併
合
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
際
一
木
が
権
力
執
行
の
中
枢
的
位
置
に
あ
り
、
警
察
監
獄
等
を
掌
握
し

６

て
い
た
内
務
次
官
の
要
職
に
あ
っ
た
こ
と
は
忘
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
後
に
改
め
て
触
れ
る
が
、
北
里
の
属
し
て
い
た
東
京
医
会
の
母
体
で

あ
る
大
日
本
医
会
は
医
師
の
構
成
も
雑
多
で
あ
る
反
面
、
や
や
も
す
れ
ば
政
治
的
に
傾
く
性
格
を
持
ち
、
従
っ
て
政
府
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も

好
ま
し
か
ら
ざ
る
一
勢
力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
一
木
が
内
務
省
管
下
に
あ
る
伝
研
内
の
北
里
一
派
の

行
動
に
不
快
、
危
倶
の
念
を
持
っ
た
と
し
て
も
必
ず
し
も
不
思
議
は
な
く
、
こ
の
面
か
ら
移
管
を
企
図
し
た
と
し
て
も
十
分
理
解
し
得
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

で
は
な
い
。
内
務
次
官
在
職
時
代
よ
り
此
の
考
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
機
会
を
得
な
か
っ
た
、
一
木
か
ら
云
へ
ぱ
一
種
の
信
念
と
な

っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
」
（
医
海
時
報
、
大
正
四
年
六
月
十
九
日
。
）

遺
憾
な
が
ら
某
大
官
と
の
み
で
そ
の
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
記
事
が
必
ず
し
も
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
伝
研

を
北
里
が
私
物
化
し
て
い
る
と
い
う
、
在
来
か
ら
の
根
強
い
批
判
か
ら
し
て
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
一
方
一
木
の
経
歴
か
ら
も
理
解

で
き
ぬ
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る

今
日
と
な
っ
て
そ
の
真
相
を
明

（21 ）



←
月
十
九
日
）
は
真
実
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
間
実
務
担
当
者
と
し
て
江
木
が
奔
走
し
た
の
は
青
山
伝
の
述
ぺ
る
ご
と
く
で
あ
る

こ
の
た
め
十
一
月
八
日
の
私
立
衛
生
会
総
会
で
の
報
告
（
資
七
六
）
の
中
で
金
杉
は
、
「
第
一
、
此
移
管
を
其
成
立
及
性
質
の
全
く
異
り
た

る
工
部
大
学
校
、
司
法
省
学
校
、
開
成
学
校
（
皆
官
立
に
し
て
寄
附
行
為
に
あ
ら
ず
）
等
の
合
併
問
題
と
同
一
視
す
る
が
如
き
第
二
、
伝
染
病

研
究
所
は
名
は
研
究
所
な
れ
ど
も
固
と
是
れ
衛
生
行
政
上
の
審
事
機
関
な
れ
ば
行
政
上
の
必
要
条
件
相
生
じ
て
初
め
て
研
究
す
る
の
副
事
業
を

う
0

臣
の
命
令
書
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。

②
大
隈
重
信

当
時
首
相
内
相
を
兼
ね
て
い
た
大
隈
は
、
す
で
に
七
十
七
才
の
高
令
で
あ
っ
た
。
国
立
伝
染
病
研
究
所
の
前
身
で
あ
る
私
立
伝
染
病
研
究
所

を
う
み
出
す
母
体
と
な
っ
た
大
日
本
私
立
衛
生
会
で
は
、
伝
研
移
管
を
「
徳
義
上
決
し
て
無
視
す
べ
き
事
件
に
非
ず
」
と
し
、
理
事
長
金
杉
英

五
郎
及
び
理
事
遠
山
椿
吉
が
十
月
三
十
一
日
大
隈
を
た
ず
ね
（
資
六
三
）
、

第
一
内
務
大
臣
閣
下
は
我
大
日
本
私
立
衛
生
会
と
伝
染
病
研
究
所
と
の
歴
史
的
関
係
を
知
ら
ざ
る
か
、

第
二
内
務
大
臣
閣
下
は
如
上
の
関
係
を
知
る
も
之
を
無
視
す
る
か
、

第
三
内
務
大
臣
閣
下
は
私
立
の
公
益
剛
体
杯
は
一
顧
の
価
値
な
き
者
と
の
趣
旨
な
る
か
、

７

の
三
点
に
つ
き
質
閻
を
行
っ
た
が
、
大
隈
の
「
答
弁
は
繧
々
数
万
言
な
れ
ど
も
多
く
は
余
等
の
質
問
に
関
係
な
き
通
論
的
事
項
」
に
す
ぎ
ず
、

要
す
る
に
「
多
年
の
宿
論
」
で
あ
る
「
学
文
統
一
主
義
」
に
よ
り
類
似
の
科
目
は
み
な
一
箇
所
に
集
め
て
各
学
者
を
し
て
一
堂
に
研
讃
討
議
せ

し
め
、
学
術
の
進
歩
発
達
を
は
か
る
の
が
目
的
で
、
「
実
は
天
下
大
に
之
を
歓
迎
す
る
な
ら
ん
」
と
期
待
し
て
伝
研
移
管
を
実
行
し
た
と
い
う

し
め
、
学
術
（

本
来
大
日
本
私
立
衛
生
会
が
、
そ
の
「
最
も
重
要
な
る
事
業
た
る
伝
染
病
研
究
所
を
政
府
に
寄
納
」
し
た
の
は
、
か
な
ら
ず
し
も
自
ら
好
ん

だ
の
で
は
な
く
、
「
政
府
の
命
令
如
何
と
も
す
る
無
き
」
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
に
は
永
久
之
を
内
務
省
の
所
管
に
置
き
各
伝
染

病
の
原
因
及
予
防
治
法
を
研
究
せ
し
め
国
家
衛
生
法
の
審
事
機
関
た
ら
し
む
る
こ
と
、
二
に
は
永
く
此
事
業
を
北
里
に
任
せ
る
こ
と
が
内
務
大

の
で
あ
っ
た
。

（22 ）



な
す
者
に
て
学
文
の
研
究
を
主
と
す
る
処
に
あ
ら
ず
と
の
観
念
な
き
こ
と
第
三
、
明
治
三
十
二
年
三
月
我
大
日
本
私
立
衛
生
会
が
政
府
の
内
意

に
遵
ひ
北
里
博
士
の
決
意
に
聴
き
貴
重
の
公
共
物
即
ち
研
究
所
在
来
の
家
屋
備
品
全
部
を
政
府
に
帰
納
し
た
る
趣
旨
を
全
く
没
却
し
て
顧
み
ざ

る
が
如
き
、
」
い
ず
れ
も
私
立
衛
生
へ
云
並
に
内
務
省
が
、
伝
研
の
事
業
に
対
し
二
十
年
間
遵
守
実
行
せ
る
趣
旨
を
、
大
隈
が
ま
っ
た
く
理
解
せ

ぬ
結
果
で
あ
る
と
し
た
。
「
要
す
る
に
今
日
の
如
き
事
件
の
突
発
す
べ
き
事
は
本
会
の
予
想
せ
ざ
る
処
に
し
て
、
か
く
と
知
り
し
な
ぱ
如
何
に

政
府
の
命
令
と
は
申
し
乍
ら
我
大
日
本
私
立
衛
生
会
は
之
を
無
償
に
て
政
府
に
帰
納
せ
ざ
り
し
も
の
と
今
更
後
悔
に
堪
へ
ざ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
之
を
政
府
に
帰
納
す
る
の
可
否
に
就
て
は
其
当
時
本
会
理
事
長
衛
生
局
長
た
る
長
谷
川
泰
氏
、
理
事
柳
下
士
興
氏
と
二
昼
夜
に
渉
る
論
戦

を
継
続
し
、
副
会
頭
長
与
専
斉
氏
の
避
難
旅
行
等
有
名
な
る
一
大
事
件
勃
発
し
、
長
谷
川
氏
は
無
償
寄
納
、
柳
下
氏
は
寄
納
不
可
論
（
不
得
己

れ
ぱ
有
償
寄
納
論
）
、
長
与
氏
は
←
両
方
に
賛
成
し
た
る
訳
に
て
実
は
世
上
に
現
は
れ
た
る
が
如
き
一
小
事
に
は
あ
ら
ざ
り
し
な
り
。
其
騒
動
は

当
時
長
与
長
谷
川
両
氏
よ
り
余
に
宛
て
た
る
書
面
に
由
て
全
般
を
知
る
を
得
る
、
今
日
と
な
っ
て
は
当
時
一
般
に
粗
暴
漢
と
評
せ
ら
れ
た
る
柳

下
氏
の
先
見
の
明
に
驚
く
次
第
で
あ
り
ま
す
。
」

ま
た
十
一
月
一
日
に
は
早
稲
田
の
私
邸
で
記
者
の
質
問
に
答
え
、
「
全
体
伝
染
病
研
究
所
な
り
、
北
里
門
下
な
り
は
、
今
度
の
整
理
問
題
に

就
き
て
は
、
大
な
る
感
謝
を
以
て
我
輩
に
対
す
べ
き
で
あ
る
。
抑
も
今
回
の
転
管
は
正
し
く
学
術
の
独
立
を
認
め
た
る
結
果
文
部
省
に
合
併
し

た
の
で
あ
る
。
」
と
言
い
、
さ
ら
に
「
此
基
礎
（
宝
局
な
る
サ
イ
ヱ
ン
ス
の
学
理
）
の
上
に
簗
か
れ
た
る
学
者
先
生
等
が
、
理
の
観
易
き
こ
と

を
も
顧
み
ず
し
て
自
ら
感
情
的
根
拠
に
由
来
す
る
愚
論
に
は
、
吾
輩
少
し
も
耳
を
籍
す
こ
と
は
出
来
ぬ
。
学
者
で
も
門
下
生
で
も
、
如
何
程
反

抗
す
と
も
我
輩
は
毫
も
意
と
す
る
に
足
ら
ぬ
。
」
（
医
海
時
報
、
大
正
三
年
十
一
月
七
日
）
と
述
べ
た
。
大
隈
に
と
っ
て
は
移
管
反
対
は
「
感
情
的

根
拠
に
由
来
す
る
愚
論
」
に
す
ぎ
ず
、
本
来
移
管
は
北
里
ら
が
「
大
な
る
感
謝
を
も
っ
て
」
対
処
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。
「
学
者
学
問
の
尊

重
」
「
壼
局
な
る
サ
イ
エ
ン
ス
の
学
理
」
な
ど
、
空
々
し
い
美
辞
麗
句
を
な
ら
べ
て
は
み
て
も
、
所
詮
大
隈
の
胸
裡
に
あ
っ
た
の
は
、
権
力
の

座
に
あ
る
為
政
者
の
否
み
が
た
い
優
越
感
で
あ
り
、
世
論
の
大
隈
に
対
す
る
非
難
の
一
部
は
、
つ
ね
に
官
学
の
弊
を
痛
罵
し
学
問
の
独
立
を
絶

叫
し
つ
つ
あ
り
た
る
大
隈
伯
が
総
理
大
臣
と
し
て
且
つ
内
務
大
臣
と
し
て
大
学
の
研
究
以
外
行
政
上
最
も
必
要
な
る
自
由
研
究
所
を
官
学
の
奴

隷
た
ら
し
め
た
る
矛
盾
を
責
め
る
に
あ
っ
た
。
（
日
本
医
事
週
報
、
大
正
三
年
十
月
二
十
四
日
）
・
医
界
の
長
老
で
あ
る
石
黒
忠
惠
が
移
管
の

rりq ，
、己U ノ



青
山
の
態
度
は
伝
研
移
管
問
題
の
焦
点
の
一
つ
で
あ
る
が
、
当
時
青
山
を
批
判
し
た
論
説
も
、
単
な
る
憶
測
に
い
で
た
も
の
が
多
く
、
具
体

的
資
料
は
極
め
て
乏
し
い
。
し
か
し
当
時
の
医
科
大
学
長
で
あ
り
、
移
管
後
の
伝
研
所
長
と
し
て
尽
痒
し
た
青
山
の
立
場
を
究
明
す
る
こ
と
な

く
し
て
、
こ
の
問
題
を
論
ず
る
の
は
無
意
味
で
あ
る
か
ら
、
以
下
数
点
に
わ
た
っ
て
在
来
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
を
試
み
た
い
Ｏ

Ｂ
伝
研
移
管
は
青
山
の
画
策
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
。

す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
、
移
管
の
「
直
接
の
原
因
は
青
山
胤
通
が
〃
研
究
機
関
は
文
部
省
の
管
理
た
る
く
し
″
と
の
持
論
を
主
治
医
の
立
場

を
利
し
て
大
隈
に
進
一
言
し
た
た
め
で
あ
る
。
」
と
す
る
川
上
の
見
解
は
、
か
な
ら
ず
し
も
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
与
論
も
こ
の
点
に

つ
い
て
は
青
山
に
対
し
全
体
と
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
青
山
の
弟
子
た
ち
が
、
「
根
も
葉
も
な
い
こ
と
」
と
言
い
、
青
山
の
立
場
を

弁
護
す
る
に
急
で
、
移
管
と
青
山
が
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
極
力
主
張
し
た
の
も
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
く
に
青
山
伝
は
一
章
を
設

け
て
、
「
生
別
に
於
て
、
誤
解
の
ま
ま
に
終
っ
た
」
「
先
生
の
冤
を
雪
が
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
、
「
閣
議
で
決
定
し
た
後
に
青
山
が
引
受
け
た
」

８

に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
執
筆
は
鵜
崎
熊
吉
で
あ
る
が
、
多
数
の
有
力
者
が
原
稿
に
つ
き
「
厳
密
な
る
審
議
を
重
ね
」
「
事
実
の
正
確
を

期
」
し
た
こ
と
が
例
言
に
強
調
さ
れ
て
お
り
、
大
学
側
の
ほ
ぼ
公
式
の
見
解
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
隈
内
閣
の
書
記
官

長
江
木
が
臺
削
に
青
山
を
た
ず
ね
そ
れ
と
な
く
大
学
側
の
意
向
を
探
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（
資
三
）
、
別
の
日
に
外
科
学
教
授
佐
藤
二
口
に

⑨

対
し
て
も
同
じ
趣
旨
の
質
問
を
し
た
こ
と
が
、
「
大
学
側
に
陰
謀
め
い
た
運
動
の
な
か
っ
た
」
証
拠
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
結
果
的
に
は
あ
く

非
な
る
所
以
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
の
を
、
に
べ
も
な
く
一
蹴
し
た
（
医
海
時
報
、
十
月
二
千
一
日
）
の
を
見
て
も
諺
大
隈
の
言
う
学
者
尊
重
の

具
体
的
内
容
を
察
知
せ
し
め
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
伝
研
移
管
に
つ
い
て
の
閣
議
決
定
を
北
里
に
伝
え
る
に
際
し
て
も
、
「
上
官
た
る
の
故
を
以
っ
て
、
一
属
僚
を
頤
使
す
る
の
態
度
に

出
で
」
た
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
。
世
論
が
湧
き
立
つ
に
及
ん
で
大
隈
の
態
度
も
些
か
改
め
ら
れ
た
か
に
見
え
る
が
、
大
隈
が

北
里
と
「
初
め
て
会
わ
れ
た
と
き
に
も
う
少
し
親
切
に
話
を
し
て
行
か
れ
た
な
ら
ば
、
諒
解
も
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
」
と
北
島
が
言
っ
た
（
資
一
二
）

の
も
故
な
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑧
青
山
胤
通

（24）



如
く
で
あ
っ
た
。

ま
で
非
公
式
に
大
学
側
の
意
向
を
探
る
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

青
山
と
大
隈
の
交
遊
は
、
実
に
明
治
二
十
八
年
以
来
の
こ
と
で
あ
る
が
、
後
年
の
青
山
は
「
毎
週
金
曜
日
に
大
隈
邸
を
見
舞
ひ
、
晩
食
を
共

に
し
て
帰
る
の
が
定
り
」
で
、
「
家
族
に
病
人
が
な
い
と
碁
を
囲
む
か
、
色
々
な
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
か
し
て
刻
の
移
る
を
忘
れ
た
」

（
青
山
伝
）
。
従
っ
て
久
し
く
親
交
の
あ
っ
た
二
人
の
間
で
伝
研
移
管
が
話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
が
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、

「
主
治
医
の
地
位
を
利
し
て
大
隈
に
進
言
し
た
」
と
す
る
解
釈
も
必
ず
し
も
不
当
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を
青
山
の
策
謀
と
取
る
べ
き
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
な
お
疑
問
が
多
く
決
し
が
た
い
。

も
し
伝
研
移
管
を
検
討
し
た
閣
議
が
四
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
間
に
大
隈
と
青
山
が
か
な
り
具
体
的
な
話
し
あ
い
を
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
最
後
の
閣
議
で
伝
研
移
管
が
決
定
を
見
た
当
夜
に
は
、
大
隈
は
早
速
青
山
に
そ
の
旨
を
伝
え
た
と
考

え
ら
れ
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
後
述
）
。
大
隈
が
伝
研
移
管
に
つ
い
て
、
北
里
門
下
が
大
な
る
感
謝
を
以
て
こ
れ
を
迎
え
る
と

考
え
て
い
た
（
前
述
）
の
が
も
し
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
初
の
青
山
の
楽
観
に
も
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
と
な
ろ
う
。

当
時
大
学
側
と
接
触
の
多
か
っ
た
北
島
も
、
「
文
部
省
の
方
で
青
山
さ
ん
が
大
隈
さ
ん
に
た
い
へ
ん
近
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
案

が
青
山
か
ら
大
隈
さ
ん
に
つ
ぎ
こ
ん
だ
と
い
う
説
が
あ
っ
た
が
、
移
管
の
根
源
的
と
い
う
も
の
は
決
し
て
一
朝
一
夕
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な

い
。
こ
の
研
究
所
を
大
学
に
移
し
た
い
と
い
う
案
は
よ
ほ
ど
前
か
ら
あ
っ
た
」
（
北
島
伝
）
と
し
て
、
間
接
的
に
青
山
策
謀
説
を
否
定
し
て
い

る
。
結
局
青
山
の
策
謀
は
具
体
的
に
裏
づ
け
る
資
料
が
な
く
、
青
山
の
性
格
態
度
か
ら
み
て
も
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
根
拠
は
な
く
、
北
里
は
と

も
か
く
と
し
て
弟
子
た
ち
は
こ
の
点
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑤
青
山
は
閣
議
決
定
前
に
伝
研
移
管
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か

青
山
伝
に
よ
れ
ば
、
青
山
が
事
前
に
少
く
と
も
「
そ
れ
と
な
く
」
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
（
資
三
）
。
し
か
も
移
管
実
施

⑩

後
、
所
長
就
任
問
題
に
関
連
し
て
私
邸
を
た
ず
ね
た
記
者
に
対
し
、
青
山
は
個
人
的
に
意
見
を
聞
か
れ
た
点
を
否
定
し
、
帝
国
大
学
の
評
議
会

に
対
し
諮
問
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
資
四
）
点
は
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
帝
国
大
学
令
第
八
条
に
よ
れ
ば
、
大
学
評
議
会
の
任
務
は
次
の

（25）



第
五
其
ノ
他
文
部
大
臣
又
ハ
帝
国
大
学
総
長
ヨ
リ
諮
諭
ノ
件

評
議
会
ハ
高
等
教
育
二
関
ス
ル
事
項
二
付
其
ノ
意
見
ヲ
文
部
大
臣
二
建
議
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

当
時
伝
染
病
研
究
所
は
す
で
に
世
界
的
規
模
の
大
研
究
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
大
学
へ
の
移
管
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
少
く
と
も
常
識
的
に

は
こ
の
第
八
条
第
二
特
に
第
三
に
よ
り
大
学
の
評
議
会
に
対
し
当
然
諮
問
せ
ら
る
べ
き
筋
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
こ
の

意
味
で
は
青
山
伝
（
資
三
）
で
は
、
か
か
る
公
式
の
諮
問
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
が
、
青
山
自
身
の
発
言
（
資
四
）
が
十
分
取
上
げ
ら

る
べ
き
理
由
が
あ
る
。
当
時
青
山
は
医
科
大
学
長
で
あ
っ
た
か
ら
聯
他
の
教
授
一
名
（
誰
で
あ
っ
た
か
は
不
詳
）
と
共
に
、
医
科
大
学
を
代
表

す
る
評
議
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
も
し
こ
こ
で
医
科
大
学
の
代
表
と
し
て
諮
問
に
答
え
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
医
科
大
学
の
教
授
会
に

報
告
し
、
そ
の
意
見
を
尋
ね
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
評
議
員
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
る
べ
き
事
が
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
我
医
科
大
学
へ
は

⑪

諮
問
も
何
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
件
を
青
山
が
正
式
に
は
教
授
会
に
は
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
伝
研

移
管
発
表
前
に
こ
の
問
題
が
教
授
会
の
議
題
と
な
っ
た
形
跡
は
な
い
。
明
治
四
十
一
年
以
来
衛
生
学
の
教
授
で
あ
り
、
北
島
の
親
友
で
あ
っ
た

横
手
千
代
之
助
も
、
「
あ
れ
は
教
授
会
に
一
度
も
諮
っ
て
な
い
」
と
い
う
点
を
、
青
山
が
移
管
を
主
張
し
て
運
動
し
た
の
で
な
い
こ
と
を
説
明

す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
い
る
（
北
島
伝
）
。
ま
た
医
海
時
報
は
大
学
教
授
会
の
意
向
と
し
て
次
の
如
き
消
息
を
伝
え
て
い
る
。

尤
も
当
円
該
（
研
究
所
移
管
）
問
題
が
正
式
議
案
た
ら
ざ
り
し
に
よ
り
討
論
は
見
ざ
り
し
と
雌
も
、
教
授
中
よ
り
質
問
的
批
難
を
青
山
博

士
に
加
へ
殊
に
某
教
授
の
如
き
は
斯
の
如
き
重
大
事
件
に
関
し
て
文
部
省
よ
り
相
談
を
受
け
な
が
ら
青
山
学
長
一
己
人
に
て
是
非
の
回
答
を

な
す
が
如
き
は
教
授
会
の
存
在
を
無
視
す
る
も
の
な
り
と
真
正
面
よ
り
攻
撃
し
、
其
声
に
和
し
平
生
青
山
学
長
に
快
ら
ざ
る
教
授
連
は
一
斉

に
喰
っ
て
か
か
り
、
緒
方
博
士
は
研
究
所
を
医
科
大
学
に
隷
属
せ
し
む
る
と
共
に
衛
生
学
教
室
の
改
造
を
謀
る
べ
し
と
青
山
博
士
が
他
に
漏

第
一

第
二

第
三

第
四

各
分
科
大
学
二
於
ケ
ル
学
科
ノ
設
置
廃
止
ノ
件

講
座
ノ
種
類
一
一
付
諮
詞
ノ
件

大
学
内
部
ノ
制
規
但
勅
令
又
は
省
令
ヲ
発
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
モ
ノ
ハ
共
ノ
建
議
案

学
位
授
与
ノ
件

（26 ）



せ
し
を
手
厳
し
く
詰
り
、
流
石
の
青
山
博
士
を
し
て
顔
色
を
失
は
し
め
た
り
し
ば
実
に
意
外
と
す
る
所
な
り
、
当
日
解
剖
の
小
金
井
が
「
伝

染
病
研
究
所
問
題
で
君
が
文
部
大
臣
に
安
請
合
を
や
っ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
果
し
て
真
乎
。
若
し
然
り
と
せ
ぱ
、
君
は
教
授
会
の
存
在
を
無
視

し
従
来
の
慣
行
を
打
破
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
」
と
舌
鋒
鋭
く
青
山
の
急
処
を
衝
い
た
時
、
青
山
は
何
と
答
へ
た
か
、
「
何
れ
決

定
の
上
相
談
す
る
積
り
で
あ
っ
た
」
（
医
海
時
報
、
十
月
三
十
一
日
）
・

こ
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
の
可
否
は
も
ち
ろ
ん
軽
々
に
決
し
が
た
い
が
、
緒
方
や
小
金
井
が
青
山
を
詰
っ
た
と
い
う
一
節
の
如
き

は
、
単
な
る
裡
造
と
は
考
え
得
ぬ
具
体
的
問
題
を
指
摘
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
一
面
の
真
実
を
伝
え
た
も
の
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

も
し
大
学
評
議
会
に
対
し
何
等
公
式
の
諮
問
を
行
わ
ず
「
そ
れ
と
な
く
」
青
山
の
意
見
を
探
る
に
と
ど
ま
っ
て
、
し
か
も
一
気
に
移
管
を
断

行
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
政
府
の
専
横
と
言
う
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
例
え
ば
一
木
文
相
は
嘗
て
の
法
科
大
学
教
授
で
あ

り
、
大
学
の
事
情
に
は
明
る
か
っ
た
は
ず
で
、
こ
こ
ま
で
の
専
横
を
敢
て
行
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
・
青
山
伝
の
記
事
（
資
三
）
も
そ
の
意
味
で

は
評
議
会
へ
の
諮
問
を
積
極
的
に
否
定
す
る
も
の
と
は
考
え
が
た
く
、
や
は
り
青
山
の
言
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
如
く
（
資
四
）
、
評
議
会
に
諮
問

は
あ
っ
た
と
解
す
る
の
が
、
当
時
の
制
度
の
上
か
ら
み
て
も
穏
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
も
諮
問
は
青
山
の
胸
一
つ
に
と
ど
ま
っ
て
、
医
科

大
学
教
授
会
の
議
題
と
ま
で
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
医
科
大
学
長
青
山
に
専
断
の
き
ら
い
は
な
か
っ
た
か
ど
う
か
は
判
断
の
か

ぎ
り
で
な
い
。
直
情
径
行
の
為
人
、
大
隈
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
鴎
外
を
し
て
シ
ュ
ト
ル
ッ
と
評
せ
し
め
た
性
格
を
考
え
る
と
、
そ
の
懸
念
は

一
概
に
否
定
し
去
る
べ
き
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

当
時
の
伝
研
は
、
「
地
所
が
二
万
坪
も
あ
っ
て
、
そ
こ
に
あ
る
設
備
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
、
大
学
な
ど
で
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
完
全
な
設
備
で
あ
っ
た
。
冷
蔵
庫
や
遠
心
器
な
ど
立
派
な
も
の
を
持
っ
て
お
り
、
血
清
と
か
ワ
ク
チ
ン
と
か
を
処
置
す
る

装
置
も
日
本
で
は
ほ
か
に
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
」
（
北
島
伝
）
。
一
方
伝
研
移
管
に
先
立
つ
わ
ず
か
二
ヶ
月
、
青
山
は
伝
研
を
批
判
し
て
、

「
若
し
金
を
沢
山
か
け
た
り
、
設
備
の
完
全
な
る
が
故
、
立
派
な
学
者
先
生
が
出
来
る
と
か
、
大
業
績
を
仕
遂
げ
得
る
か
と
い
へ
ぱ
決
し
て

ソ
ウ
で
は
な
い
。
北
里
の
伝
染
病
研
究
所
の
如
き
は
設
備
も
完
成
し
て
居
る
。
金
も
歳
々
二
十
余
万
円
を
費
し
て
居
る
が
、
乍
遺
憾
近
来
新

⑫

ら
し
く
同
所
か
ら
何
等
の
仕
事
も
出
ぬ
で
は
な
い
か
。
」
（
医
海
時
報
、
大
正
三
年
九
月
土
一
日
）

イワワ、
、ご●ノ



青
山
が
伝
研
移
管
の
閣
議
決
定
を
知
っ
た
の
は
何
日
で
あ
ろ
う
か
。
「
十
月
に
は
い
っ
て
間
も
な
く
の
あ
る
日
」
青
山
は
長
与
に
「
い
よ
い

よ
伝
研
の
移
管
が
き
ま
っ
た
ら
し
い
。
一
と
言
っ
た
（
資
七
）
。
し
か
し
そ
れ
は
十
月
七
日
よ
り
「
数
日
」
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
資
一
三
）
。
当

時
青
山
は
「
毎
週
金
曜
日
」
に
大
隈
を
訪
れ
て
晩
食
を
共
に
し
て
お
り
、
し
か
も
閣
議
決
定
の
あ
っ
た
十
月
二
日
は
た
ま
た
ま
金
曜
で
あ
っ
た

か
ら
、
そ
の
夜
青
山
が
大
隈
と
会
っ
た
可
能
性
は
い
た
っ
て
大
き
く
、
そ
の
際
大
隈
か
ら
直
接
伝
研
移
管
決
定
の
知
ら
せ
を
受
け
た
と
考
え
な

け
れ
ば
、
長
与
伝
の
記
事
（
資
七
）
は
理
解
し
が
た
い
も
の
と
な
ろ
う
。
従
っ
て
長
与
伝
の
い
う
「
十
月
に
は
い
っ
て
間
も
な
く
の
あ
る
日
」

は
、
お
そ
ら
く
十
月
三
日
（
土
）
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
「
非
常
に
乱
暴
な
こ
と
だ
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
じ
や
な
い
か
。
」
と
青
山
が
心
配
し
た
と
い
う
田
宮
の
追
憶
談
（
資
八
）

は
、
長
与
伝
の
記
載
と
相
応
し
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
は
「
問
題
に
な
ら
ね
ば
い
い
が
」
と
い
う
長
与
の
危
倶
（
資
七
）
を
、
お
そ
ら
く
は
そ
の

ま
ま
青
山
の
言
葉
の
中
に
含
ま
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
四
十
年
余
を
経
て
当
時
苦
境
に
あ
っ
た
青
山
を
回
想
追
慕
す
る
弟
子
の

真
情
が
、
お
の
ず
か
ら
こ
の
調
子
を
な
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
内
務
省
に
管
轄
さ
れ
る
よ
り
我
々
同
様
最
高
学
府
に
し
て
学
術
の
蒲
奥
を
極
む
る
を
目
的
と
す
る
帝
国
大
学
内
に
入
れ
ら
れ
る
事
は
強
ち

悪
い
事
で
は
あ
る
ま
い
し
又
便
利
な
事
だ
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
」
と
い
う
当
時
の
青
山
の
発
言
（
資
三
八
）
も
、
青
山
が
移
管
を
是
認
肯
定
し
て
い

た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
初
青
山
は
む
し
ろ
事
態
を
楽
観
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
北
里
も
、
門
下
も
、

共
に
辞
職
し
な
い
ょ
・
」
と
弟
子
た
ち
に
言
い
つ
づ
け
、
長
与
の
注
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
北
里
お
よ
び
一
門
の
辞
職
を
予
想
し
よ
う
と
し
な

３０

か
つ
た
・
」
（
三
田
村
篇
志
郎
）
。
「
北
里
は
や
め
る
に
は
お
よ
ば
ぬ
。
わ
れ
わ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
す
れ
ば
よ
い
」
と
青
山
は
た
び
た
び
医
局

４０

で
語
っ
て
い
る
（
今
村
荒
男
）
。
「
実
の
と
こ
ろ
青
山
学
長
は
こ
の
問
題
が
さ
う
紛
糾
に
陥
ら
う
と
は
予
想
し
て
ゐ
な
か
っ
た
ら
し
か
っ
た
。
」
一

と
言
っ
た
。
江
木
の
質
問
に
対
し
て
は
、
「
大
学
に
移
し
て
別
に
悪
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
其
の
所
管
が
い
づ
れ
に
あ
る
に
せ
よ
、
今
の
遣

方
に
は
改
革
を
加
へ
て
よ
さ
さ
う
に
思
ふ
。
」
と
答
え
た
（
資
三
）
。
「
特
に
熱
心
に
移
管
を
主
張
し
な
か
っ
た
」
と
し
て
も
、
伝
研
に
対
し
て

は
は
っ
き
り
と
批
判
的
な
意
見
を
も
ち
、
移
管
に
も
決
し
て
反
対
で
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
は
む
し
ろ
当
然
の
結
論
で
は
あ
る
ま
い
か
。

は

日は
ごつ

閣
議
決
定
後
の
青
山
の
態
度

（28）



方
青
山
は
、
「
或
は
、
北
里
博
士
だ
け
は
そ
の
立
場
上
辞
任
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
下
の
技
師
た
ち
は
同
時
に
大
学
へ
移
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
教
授
、
或
は
助
教
授
の
椅
子
に
坐
っ
て
、
従
来
通
り
伝
研
技
師
を
兼
務
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
へ
て
ゐ
た
」
（
長
与
伝
）
。
「
北
里
は
辞

任
し
な
い
」
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
青
山
の
希
望
で
あ
り
、
「
北
里
だ
け
は
辞
任
す
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
彼
の
認
識

で
あ
っ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
青
山
の
真
情
を
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
青
山
と
し
て
は
嘗
て
北
里
を
大

学
に
迎
え
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
（
北
島
）
、
伝
研
移
管
に
つ
い
て
も
閣
議
決
定
を
経
て
勅
令
と
し
て
公
布
さ
れ
れ
ば
、
結
局
は
北
里
も

大
学
に
来
る
と
楽
観
し
て
い
た
面
が
お
そ
ら
く
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
の
青
山
の
希
望
は
完
全
に
く
つ
が
え
さ
れ

た
。
十
月
七
日
に
は
北
里
は
内
務
次
官
に
今
回
の
件
に
つ
き
談
判
し
て
い
る
（
資
一
七
）
が
、
辞
職
の
決
意
が
す
で
に
固
ま
っ
て
い
る
以
上
、

「
談
判
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
単
な
る
相
談
と
は
解
し
が
た
く
、
お
そ
ら
く
政
府
に
対
す
る
非
難
と
、
彼
の
決
意
表
明
を
含
む
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
同
日
技
師
た
ち
は
殉
死
の
覚
悟
を
固
め
て
お
り
、
北
里
の
み
か
技
師
た
ち
全
員
の
辞
職
の
見
通
し
は
、
日
な
ら
ず
し
て
当
事
者
に

⑮

は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
長
与
が
十
月
十
日
に
北
里
に
会
っ
た
際
に
さ
え
「
今
社
会
は
殆
ど
北
里
博
士
の
辞
職
を
想
像
し
て
ゐ
る
」
（
長
与
伝
）

と
い
う
言
葉
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
も
お
よ
そ
察
知
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

青
山
と
し
て
は
早
く
か
ら
移
管
実
施
を
知
っ
て
い
た
だ
け
に
、
い
ま
と
な
っ
て
は
急
速
そ
の
対
策
に
腐
心
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
は
、

や
が
て
伝
研
を
引
き
つ
ぐ
べ
き
医
科
大
学
の
長
と
し
て
の
責
任
上
、
け
だ
し
当
然
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
彼
が
と
っ
た
最
初
の
処

置
は
、
十
月
十
日
北
里
に
縁
故
の
あ
る
長
与
を
呼
ん
で
、
北
里
が
文
部
省
ひ
い
て
は
大
学
に
転
ず
る
よ
う
斡
旋
を
依
頼
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
資

一
九
）
。
し
か
し
、
「
北
里
だ
け
は
辞
任
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
予
想
を
う
ち
に
秘
め
た
留
任
工
作
が
、
ど
れ
だ
け
切
実
な
勧
告
あ
る
い

は
慾
憩
た
り
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
従
っ
て
青
山
か
ら
斡
旋
の
依
頼
を
受
け
た
長
与
も
、
公
式
の
学
長
代
理
と
な
る
こ
と
を
拒
否
、
単
に
一
個
人

と
し
て
、
北
里
の
辞
任
の
決
意
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
を
た
し
か
め
る
以
上
の
こ
と
ば
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
長
与
伝
）
。

そ
し
て
伝
研
移
管
は
一
つ
の
勅
令
で
あ
っ
た
。
す
で
に
勅
令
が
出
た
、
勅
令
は
背
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
ｌ
青
山
が
当
初
北
里
は
辞

職
し
な
い
と
考
え
、
政
府
も
ま
た
こ
の
点
に
つ
い
て
楽
観
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
の
一
部
は
勅
令
に
対
す
る
当
時
の
時
代
意
識
の

中
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
北
里
一
門
の
辞
職
は
、
そ
の
意
味
で
は
大
学
派
の
人
々
に
と
っ
て
は
重
大
な
国
家
的
背
反
で
あ
り
、
結
局
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と
い
う
よ
う
な
青
山
、
賀
古
、
鴎
外
ら
の
既
往
の
言
論
活
動
か
ら
も
、
伝
研
移
管
問
題
を
受
け
と
め
た
鴎
外
、
賀
古
の
態
度
は
お
よ
そ
推
測
さ

れ
る
。
高
木
兼
寛
、
長
谷
川
泰
、
長
与
専
斉
、
佐
藤
進
等
の
指
導
で
明
治
二
十
六
年
結
成
さ
れ
た
大
日
本
医
会
は
明
治
三
十
一
、
二
年
ご
ろ
も

っ
と
も
活
躍
し
た
が
、
恰
も
こ
の
時
、
東
京
大
学
出
身
者
を
中
心
と
す
る
明
治
医
会
が
、
青
山
胤
通
、
賀
古
鶴
所
、
川
上
元
治
郎
、
遠
山
椿

吉
、
田
代
義
徳
、
入
沢
達
吉
ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
医
師
法
制
定
を
は
じ
め
と
し
て
事
毎
に
大
日
本
医
会
と
対
立
し
た
。
北
里
は
明
治
三
十

四
年
以
来
大
日
本
医
会
の
一
分
身
で
あ
る
東
京
医
会
の
会
長
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
呼
応
し
た
関
西
連
合
医
会
が
相
提
携
し
て
、
明
治
三
十
六

年
帝
国
聯
合
医
会
が
組
織
さ
れ
る
と
、
北
里
は
そ
の
会
長
に
推
さ
れ
、
つ
ね
に
明
治
医
会
と
反
目
す
る
立
場
に
置
か
れ
た
。
大
学
側
の
攻
撃
が

北
里
に
集
中
し
た
の
も
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
も
伝
研
移
管
当
時
鴎
外
は
陸
軍
医
務
局
長
、
軍
医
総
監
の
要
職
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ

の
日
の
鴎
外
、
賀
古
の
面
談
は
、
も
ち
ろ
ん
直
接
青
山
の
依
頼
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
断
定
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
少
く
と
も
賀
古
は
内
面

的
に
は
大
学
側
の
意
向
を
代
弁
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
す
ぐ
翌
日
の
鴎
外
及
び
西
沢
、
八
木
沢
に
よ
る
伝
研
移
管
問
題
討
究
と
無
関
係
と

許
す
べ
か
ら
ざ
る
行
為
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
（
後
述
）
。
そ
し
て
辞
職
必
至
の
情
勢
を
見
る
や
、
青
山
が
具
体
的
な
動
き
を
み

せ
る
よ
り
ま
え
に
、
大
学
側
に
早
く
も
こ
れ
に
対
処
す
る
活
溌
な
動
き
が
出
て
来
て
い
る
の
は
、
こ
こ
に
そ
の
原
因
の
一
端
が
あ
ろ
う
。
私
は

⑯

青
山
が
長
与
に
斡
旋
を
依
頼
す
る
前
日
の
十
月
九
日
、
伝
研
移
管
と
並
べ
て
賀
古
鶴
所
の
来
話
を
書
き
と
め
て
い
る
鴎
外
口
記
（
資
一
八
）
に

注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
賀
古
と
鴎
外
が
伝
研
移
管
に
つ
い
て
語
り
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
青
山
の
立
場
な
り
大
学
全
体
の
意
見
な
り

が
、
そ
の
ま
ま
鴎
外
に
通
じ
た
と
し
て
何
の
不
思
議
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑰

そ
の
こ
ろ
「
あ
ざ
み
」
と
い
う
雑
誌
が
出
て
お
っ
た
。
こ
れ
は
非
常
に
粗
末
な
体
裁
の
雑
誌
で
あ
っ
た
が
…
…
。
：
そ
の
時
代
の
風
潮
と
し

て
と
か
く
北
里
攻
撃
が
主
に
な
る
。
何
で
も
時
事
の
こ
と
を
書
い
て
、
変
な
悪
口
を
書
い
た
り
批
評
し
た
り
す
る
こ
と
が
そ
の
雑
誌
の
主
た

る
眼
目
で
あ
っ
た
。
…
…
…
初
め
は
東
大
の
若
い
者
が
書
い
て
お
る
の
だ
な
と
思
っ
て
お
っ
た
が
調
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
決
し
て
そ
ん
な

に
若
い
人
の
や
っ
て
お
る
こ
と
で
は
な
い
。
青
山
先
生
の
一
派
と
陸
軍
の
有
名
な
人
、
つ
ま
り
小
池
だ
と
か
、
賀
古
鶴
所
だ
と
か
、
森
鴎
外

と
か
い
う
よ
う
な
陸
軍
の
主
た
る
人
が
連
合
で
つ
く
っ
て
お
る
雑
誌
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
私
ら
も
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
た
（
北

島
伝
）
。
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長
与
伝
の
述
べ
る
ご
と
く
、
青
山
が
北
里
だ
け
は
辞
任
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
事
実
で
あ
り
、
青
山
自
身
が

長
与
を
動
か
し
て
引
留
め
を
策
す
一
方
で
は
、
賀
古
の
協
力
を
得
て
早
く
か
ら
鴎
外
と
密
に
連
絡
を
保
ち
、
北
里
辞
職
後
の
事
態
に
そ
な
え
て

い
た
と
考
え
る
に
十
分
な
理
由
が
あ
る
。
賀
古
と
青
山
と
の
密
接
な
関
係
を
み
て
も
、
賀
古
が
青
山
の
意
を
帯
し
て
行
動
し
た
と
考
え
る
の
は

決
し
て
不
当
な
解
釈
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
も
青
山
が
長
与
に
依
頼
す
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
鴎
外
に
委
嘱
す
る
に
せ
よ
、
問
題
を
教
授
会
に

は
か
っ
た
形
跡
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
そ
の
点
「
教
授
会
の
存
在
を
無
視
す
る
も
の
な
り
。
」
と
の
非
難
（
前
述
を
想
起
せ
し
め
る
一
面
の
あ
る

点
は
否
定
で
き
な
い
。
後
に
述
べ
る
ご
と
く
血
清
製
造
の
成
否
が
最
高
学
府
と
し
て
の
大
学
の
権
威
を
失
唯
さ
せ
る
と
い
う
以
上
に
、
何
ら
教

授
会
に
は
か
る
こ
と
な
く
、
医
科
大
学
長
の
一
存
で
、
軍
医
の
協
力
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
危
機
を
切
抜
け
た
こ
と
自
体
が
大
学
の
真
の
権
威
失

墜
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
改
め
て
問
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

は
、
い
か
に
も
考
え
が
た
い
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

⑱

十
月
十
五
日
に
は
、
鴎
外
は
小
池
正
晁
を
通
じ
て
北
島
の
説
得
を
試
み
、
か
つ
そ
の
結
果
を
直
接
に
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
賀
古
を
介
し
て

青
山
に
通
知
し
て
い
る
（
資
三
一
）
が
、
こ
れ
も
鴎
外
、
賀
古
、
青
山
の
本
問
題
に
関
す
る
密
接
な
関
係
を
具
体
的
に
示
唆
す
る
も
の
で
あ

十
月
十
日
、
本
来
移
管
問
題
に
は
直
接
関
係
の
な
い
は
ず
の
鴎
外
が
、
移
管
後
の
伝
研
に
お
い
て
血
清
分
野
を
担
当
し
て
重
要
な
役
割
を
果

⑲

し
た
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
、
西
沢
行
蔵
、
八
木
沢
正
雄
の
二
人
と
と
も
に
「
伝
染
病
研
究
所
問
題
を
討
究
」
し
て
い
る
（
資
二
○
）
の
は
、
ま

さ
に
注
目
す
べ
き
事
実
と
見
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

西
沢
自
身
の
懐
旧
談
に
よ
れ
ば
、
十
月
末
に
八
木
沢
と
共
に
鴎
外
を
た
ず
ね
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
止
む
を
得
ず
資
料
と
し
て
は
十

月
末
の
部
（
資
六
四
）
に
掲
げ
た
が
、
そ
の
内
容
は
明
ら
か
に
は
じ
め
て
鴎
外
か
ら
伝
研
移
管
を
聞
き
、
血
清
製
造
を
引
受
け
る
よ
う
指
令
さ

れ
、
「
全
く
夢
想
だ
も
し
た
こ
と
の
な
い
意
外
の
こ
と
で
、
唯
萢
然
と
し
て
。
：
：
…
・
」
と
当
時
の
驚
き
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
十
月
十
日
す
で

に
鴎
外
と
伝
研
問
題
を
討
究
し
た
二
人
（
賢
二
ｇ
が
、
十
月
末
に
改
め
て
鴎
外
か
ら
ま
た
話
を
聞
き
萢
然
と
す
る
と
は
、
如
何
に
も
脈
に
落

る
0

凹
森
鴎
外
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
西
沢
が
十
月
末
と
記
し
た
出
来
事
（
資
六
四
）
は
、
鴎
外
日
記
（
資
二
○
、
四
○
、
四
二
、
四
七
等
）
の
示
唆
す
る
如
く
、
お

そ
ら
く
十
月
十
日
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
す
れ
ば
、
「
千
思
万
考
二
日
」
の
後
、
「
奮
励
努
力
す
る
」
旨
返
答

し
た
の
は
十
月
十
二
日
と
な
り
、
大
学
と
交
渉
を
開
始
し
て
、
青
山
、
林
、
長
与
に
連
絡
し
、
交
渉
の
た
め
幾
回
も
大
学
に
往
復
し
、
総
長
に

も
会
い
、
血
清
製
造
申
継
の
諸
準
備
を
整
え
る
の
に
十
分
な
時
間
的
余
裕
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
軍
医
総
監
た
る
鴎
外
が
、
早

く
か
ら
伝
研
移
管
問
題
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
漏
れ
れ
ば
社
会
的
に
問
題
と
な
る
公
算
が
大
き
い
の
で
、
十
月
末
に
至
っ
て
や
む
を
得
ず
し

て
動
い
た
と
す
る
形
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
月
十
四
日
、
青
山
が
鴎
外
を
訪
ね
、
「
依
嘱
す
る
所
」
が
あ
っ
た
時
（
資
二
五
）
に
は
、
す
で
に
長
与
を
通
じ
て
北
里
の
辞
意
の
固
い
こ

と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
（
資
一
二
）
反
面
、
北
里
を
大
学
に
迎
え
よ
う
と
す
る
青
山
の
努
力
に
並
行
し
て
（
お
そ
ら
く
は
青
山
の
了
解
を
得

た
賀
古
、
鴎
外
の
協
力
に
よ
る
裏
面
工
作
に
よ
っ
て
）
軍
の
協
力
を
得
て
伝
研
移
管
を
遂
行
す
る
見
通
し
が
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
青
山
が
医

科
大
学
長
と
し
て
正
式
に
依
嘱
す
る
た
め
の
い
わ
ば
公
的
訪
問
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ち
な
い
。
ま
た
少
く
と
も
鴎
外
日
記
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
西
沢
八
木
沢
が
二
人
そ
ろ
っ
て
鴎
外
に
会
う
の
は
、
十
月
十
日
（
資
二
○
）
、
を
別
と

す
れ
ば
十
月
二
十
五
日
（
資
四
七
）
以
外
に
な
く
、
「
朝
西
沢
八
木
沢
研
究
所
に
行
き
て
帰
途
来
訪
す
」
と
あ
る
の
も
、
血
清
製
造
を
は
じ
め

て
鴎
外
か
ら
指
令
さ
れ
た
は
ず
の
二
人
が
、
そ
の
ま
え
に
伝
研
に
立
寄
る
と
は
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
す
で
に
準
備

成
っ
て
「
余
等
は
移
管
に
先
立
ち
養
生
園
に
北
里
先
生
を
訪
問
し
、
涙
を
振
っ
て
別
離
を
告
げ
」
と
西
沢
懐
旧
談
に
あ
る
日
に
該
当
し
、
そ
の

帰
途
報
告
の
た
め
に
鴎
外
の
も
と
に
立
寄
っ
た
と
解
す
る
の
が
最
も
穏
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
十
月
二
十
四
日
の
鴎
外
日
記
に
、
福
原
文
部
次
官
よ
り
大
嶋
陸
軍
次
官
宛
の
手
紙
が
、
西
沢
八
木
沢
の
伝
研
任
用
に
触
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
（
資
四
二
）
の
は
、
そ
の
前
日
に
鴎
外
が
福
原
次
官
と
伝
研
問
題
に
つ
い
て
話
し
た
（
資
四
○
）
そ
の
内
容
の
一
部
を
示
唆
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
す
で
に
西
沢
、
八
木
沢
の
承
諾
を
得
て
、
そ
の
伝
研
任
用
が
決
っ
て
い
た
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
じ
二
十

四
日
「
西
沢
を
呼
び
て
諭
す
所
あ
り
」
（
資
四
二
）
と
あ
る
の
も
、
十
月
末
に
西
沢
八
木
沢
が
鴎
外
か
ら
は
じ
め
て
血
清
製
造
の
指
令
を
受
け

た
と
は
納
得
し
が
た
い
点
で
あ
る
。
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伝
染
病
を
中
心
と
し
た
衛
生
業
務
が
軍
陣
医
学
に
お
い
て
占
め
る
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
の
で
、
す
で
に
世
界
大
戦
に
参
戦
し
て
い
る
立

場
か
ら
も
軍
が
伝
研
の
事
業
の
中
断
を
お
そ
れ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
こ
の
軍
の
動
き
は
、
能

う
か
ぎ
り
内
密
に
は
こ
ば
れ
た
印
象
が
深
く
、
西
沢
八
木
沢
の
就
任
も
十
月
二
十
七
日
は
じ
め
て
新
聞
紙
上
に
報
道
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。
し

か
も
事
実
は
す
で
に
十
月
十
日
、
鴎
外
が
西
沢
八
木
沢
と
と
も
に
伝
研
問
題
を
討
究
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
論
及
し
た

”

と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
に
残
る
問
題
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
い
ま
、
こ
の
問
題
に

こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
鴎
外
の
心
理
を
何
と
か
辿
り
、
そ
の
動
機
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
で
あ
る

鴎
外
は
青
山
と
「
頗
る
親
交
の
間
柄
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
目
山
先
生
の
困
惑
を
援
け
て
や
ろ
う
と
の
先
生
の
侠
気
」
が
働
い
た
こ
と
に
不

思
議
は
な
く
、
「
青
山
先
生
が
思
い
も
よ
ら
な
い
も
の
を
引
受
け
て
公
人
と
し
て
困
っ
て
い
る
の
を
、
多
年
の
盟
友
と
し
て
座
視
す
る
に
忍
び

な
い
」
と
し
て
動
い
た
の
で
あ
る
と
い
う
（
西
沢
懐
旧
談
）
。
し
か
し
時
間
的
に
は
、
青
山
や
政
府
が
社
会
的
非
難
を
あ
び
て
窮
地
に
立
つ
よ

り
よ
ほ
ど
ま
え
か
ら
、
鴎
外
の
具
体
的
行
動
は
は
じ
ま
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
表
面
に
立
た
ぬ
と
は
い
え
、
動
き
は
か
な
り
積
極

的
で
あ
る
。
し
か
も
現
職
の
軍
医
で
あ
る
西
沢
八
木
沢
ら
を
伝
研
に
送
り
こ
む
こ
と
は
、
単
な
る
個
人
的
友
誼
だ
け
で
許
さ
れ
て
よ
い
性
質
の

も
の
で
な
い
の
は
余
り
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
十
月
十
五
日
一
木
文
相
と
面
談
し
て
い
る
点
（
資
三
一
）
を
み
て
も
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
鴎
外

の
軍
医
総
監
と
し
て
の
公
け
の
立
場
に
お
い
て
遂
行
し
た
人
事
で
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
「
現
職
で
、
陸
軍
大
臣
の
命

令
に
依
て
、
文
部
省
の
伝
染
病
研
究
所
の
技
師
の
仕
事
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
な
憐
む
く
き
有
様
に
な
っ
て
居
る
。
：
：
…
・
陸
軍
省
に

さ
う
云
ふ
冗
員
が
沢
山
あ
れ
ば
も
う
些
と
行
政
整
理
を
や
っ
た
な
ら
ば
宜
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
現
職
の
儘
で
伝
染
病
研
究
所
の
仕
事
を
さ
せ

る
と
云
ふ
が
如
き
は
、
殆
ど
職
司
素
乱
で
あ
る
。
」
（
八
木
逸
郎
、
議
会
質
問
演
説
ｌ
医
海
時
報
、
大
正
三
年
十
二
月
十
九
日
）
と
い
う
当
然
の
批
判

る
と
云
ふ
が
如
き
は
、
殆
芯

鴎
外
は
明
治
十
四
年
医
科
大
学
を
卒
業
し
て
陸
軍
入
り
を
し
た
が
、
同
級
生
中
鴎
外
と
同
時
に
陸
軍
に
入
っ
た
小
池
、
賀
古
、
谷
口
、
江
口

ら
六
名
は
す
べ
て
陸
軍
の
給
費
生
で
あ
り
、
鴎
外
だ
け
が
そ
う
で
な
か
っ
た
。
彼
は
卒
業
後
た
だ
ち
に
文
部
省
の
官
費
留
学
生
と
な
る
こ
と
を

き
Ｏ

高
ノ
ー
刀

を
招
き
も
し
た
の
で
あ
る
。
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希
望
し
、
自
ら
運
動
も
し
た
の
で
あ
る
が
、
成
績
が
二
十
八
名
中
八
番
で
、
留
学
生
は
三
名
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
医
学
部
長
の
三
宅
秀

か
ら
洋
行
は
断
念
せ
よ
と
申
し
わ
た
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

鴎
外
の
陸
軍
入
り
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
鴎
外
よ
り
賀
古
宛
の
手
紙
に
「
．
：
…
然
し
ハ
矢
張
双
親
共
ノ
意
二
遵
上
陸
軍
省
二
出
仕
ノ

帥

外
ハ
無
御
座
候
」
と
そ
の
事
情
を
伝
え
て
い
る
点
は
や
む
な
く
両
親
の
意
向
に
従
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
一
方
同
じ
賀
古
は

「
卒
業
す
る
前
に
陸
軍
か
ら
成
績
の
好
い
の
を
七
人
ば
か
り
来
て
く
れ
と
云
ふ
話
が
あ
っ
た
。
本
も
沢
山
買
っ
て
く
れ
る
し
、
洋
行
も
さ
し
て

⑫

く
れ
る
、
馬
に
も
乗
れ
る
と
云
ふ
の
で
森
な
ど
も
喜
ん
で
行
っ
た
」
と
書
い
て
お
り
、
文
部
省
の
留
学
を
断
念
し
た
鴎
外
に
と
っ
て
、
当
時
の

軍
は
他
の
官
職
、
た
と
え
ば
大
学
の
助
手
な
ど
に
比
べ
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
待
遇
が
よ
か
っ
た
こ
と
、
研
究
や
留
学
を
保
証
し
た
こ
と
、
ま
た

鴎
外
自
身
の
中
に
軍
の
力
を
借
り
て
政
治
的
に
活
動
し
た
い
意
志
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
鴎
外
が
衛
生
学
と
い
う
政

治
や
経
済
の
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
学
問
を
専
攻
し
た
の
も
こ
の
意
志
の
反
映
で
あ
る
（
唐
木
順
三
）
。
森
於
菟
の
「
父
は
政
治
家
の
方
に

向
ふ
野
心
を
か
な
り
持
っ
て
ゐ
た
、
」
鴎
外
自
身
の
「
良
相
と
な
ら
ず
は
良
医
と
な
れ
」
の
言
葉
も
そ
れ
を
う
ら
書
き
し
て
い
る
。

軍
医
鴎
外
は
洋
行
の
実
現
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
明
治
十
六
年
三
月
、
欧
州
出
張
の
陸
軍
病
院
長
橋
本
綱
常
に
随
行
を
志
願
し
て
容
れ
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
六
月
に
軍
備
拡
張
に
伴
う
留
学
を
上
申
し
、
翌
十
七
年
に
は
小
池
、
谷
口
ら
に
一
歩
先
ん
じ
待
望
の
留
学
を
実
現
さ
せ
て
い

る
。
陸
軍
々
医
と
し
て
は
四
人
目
の
留
学
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
公
私
と
も
に
は
な
や
か
な
四
年
間
の
留
学
生
活
を
ド
イ
ツ
で
す
ご
し
た
の
で
あ

る
が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
は
も
と
よ
り
医
学
水
準
は
日
本
よ
り
は
る
か
に
高
く
、
し
か
も
細
菌
学
の
成
果
も
め
ざ
ま
し
く
、
実
験
的
医
学
こ
そ
医

学
の
本
道
で
あ
る
と
の
認
識
を
彼
に
う
え
つ
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
鴎
外
に
与
え
ら
れ
た
の
は
軍
医
学
校
教
官
の
職
で
あ
り
、
箱
口
令
に
ひ
と
し
い
待
遇
で
あ
っ
た
。
当
時

の
陸
軍
部
内
に
は
第
一
線
の
実
験
医
学
的
研
究
を
推
進
す
る
素
地
は
ま
だ
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鴎
外
の
衛
生
学
上
の
純
業
績
は
、
欧

鋤

洲
留
学
の
四
年
間
と
其
前
後
の
わ
ず
か
な
期
間
に
の
み
限
ら
れ
て
い
る
（
森
於
菟
）
。
や
が
て
う
っ
積
し
た
鴎
外
の
ヱ
ネ
ル
ギ
ー
の
は
け
口
は
戦

闘
的
啓
蒙
活
動
、
西
洋
医
学
一
元
論
を
た
て
と
す
る
多
く
の
医
事
評
論
か
ら
医
事
論
争
へ
と
展
開
さ
れ
、
つ
い
に
は
自
ら
を
傍
観
機
関
と
な

し
、
医
界
の
中
心
勢
力
で
あ
っ
た
元
老
た
ち
、
直
接
の
上
司
石
黒
忠
惠
を
老
策
士
と
見
立
て
る
論
争
に
ま
で
及
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
後
年
の
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鴎
外
に
見
る
こ
と
の
で
き
ぬ
、
み
ず
み
ず
し
い
勇
気
を
感
じ
と
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
幕
末
よ
り
明
治
に
か
け
て
西
洋
医
学
の
紹
介
普
及
に
大

柚
な
貢
献
を
し
た
先
輩
を
一
括
し
て
反
動
と
き
め
つ
け
る
あ
た
り
歴
史
的
理
解
に
も
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
軍
職
の
ゆ
え
に
、
彼
の
い
わ
ゆ

る
「
真
学
者
」
た
る
の
道
を
そ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
鴎
外
の
心
理
の
屈
曲
を
見
の
が
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
明
治
三
十
四
年
十
月
十
八
日
、
賀
古
宛
の
手
紙
に
は
注
目
す
べ
き
次
の
一
文
が
あ
る
。
「
：
。
…
小
生
ガ
入
ル
ト
ィ
フ
事
モ
ァ
ラ
バ
小

剛

生
モ
一
番
新
規
蒔
直
シ
ニ
衛
生
学
ノ
大
勉
強
ヲ
ヤ
ラ
ネ
、
ハ
ナ
ル
マ
イ
ト
存
候
。
」
こ
れ
は
鴎
外
の
小
倉
左
遷
当
時
、
お
そ
ら
く
親
友
の
青
山
あ
た

り
が
東
大
に
彼
を
迎
え
入
れ
よ
う
と
働
ら
き
、
賀
古
を
介
し
て
内
意
を
さ
ぐ
っ
た
の
に
対
す
る
鴎
外
の
返
答
で
あ
る
が
、
迎
え
ら
れ
れ
ば
応
ず

る
用
意
の
あ
る
胸
の
う
ち
を
物
語
っ
て
い
る
。
東
大
に
は
青
山
の
ほ
か
義
弟
の
小
金
井
良
精
、
同
期
の
三
浦
守
治
ら
も
お
り
、
結
局
実
現
は
し

な
か
っ
た
も
の
の
、
鴎
外
を
迎
え
入
れ
る
地
盤
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

”

「
森
と
い
う
人
は
お
そ
ろ
し
く
出
世
し
た
い
根
性
の
人
だ
っ
た
」
（
幸
田
露
伴
）
。
陸
軍
に
あ
っ
て
軍
医
総
監
、
医
務
局
長
の
最
高
地
位
に
進

ん
だ
鴎
外
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
真
学
者
の
位
置
を
退
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
真
学
者
の
最
高
権
威
で
あ
る
官
学
教
授

の
地
位
に
も
執
着
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
残
年
ま
で
帝
室
博
物
館
総
長
、
図
書
頭
を
勤
め
た
鴎
外
の
在
野
期
間
は
、
陸
軍
の
要
職
を
ひ

い
た
大
正
五
年
か
ら
六
年
に
至
る
わ
ず
か
二
年
足
ら
ず
で
あ
る
。
・
移
管
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
せ
ず
自
ら
野
に
下
っ
た
北
里
と
、
小
倉
へ
の
左
遷

を
あ
え
て
耐
え
し
の
ん
で
中
央
に
復
帰
し
た
鴎
外
と
に
は
、
明
治
期
に
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
ま
さ
に
対
照
的
な
二
つ
の
典
型
を
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

鋤

こ
の
鴎
外
に
権
威
と
い
う
も
の
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
の
あ
っ
た
の
は
否
定
で
き
ず
曾
木
順
三
）
、
ま
た
大
学
を
偏
重
す
る
考
え
の

あ
っ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
正
規
の
課
程
、
高
校
ｌ
帝
大
ｌ
と
い
っ
た
系
統
だ
っ
た
学
問
を
経
て
い
な
い
学
者
に
対
す
る
不
信
は
抜
き
が

た
い
も
の
で
あ
り
、
「
例
え
ば
開
業
試
験
を
経
た
医
者
、
国
家
医
学
の
一
斑
を
講
習
し
た
医
者
は
鴎
外
に
と
っ
て
は
信
用
が
お
け
な
い
」
反
面

で
は
、
帝
大
出
の
あ
る
不
良
軍
医
の
罷
免
に
つ
い
て
の
相
談
に
対
し
、
「
君
、
あ
れ
は
系
統
だ
っ
た
学
問
を
し
て
き
た
男
だ
か
ら
ね
」
と
答
え

「
学
閥
か
ら
一
歩
も
ぬ
け
出
し
て
い
な
か
っ
た
」
一
面
を
示
し
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
伝
研
が
明
治
二
十
一
年
以
来
研
究
志
望
者
の
入

所
を
許
し
、
三
ケ
月
を
一
期
と
し
て
細
菌
学
の
大
要
を
知
得
せ
し
め
、
わ
が
国
の
術
生
行
政
の
発
達
に
貢
献
し
た
こ
と
は
多
大
で
あ
る
が
、
お
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義
名
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
結
局
は
技
術
的
に
も
た
だ
ち
に
引
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
お
そ
ら
く
真
相
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
し
血
清
製
造

が
中
断
さ
れ
れ
ば
、
衛
生
行
政
に
重
大
な
破
綻
を
来
す
ば
か
り
で
な
く
、
時
の
政
府
、
さ
ら
に
「
最
高
学
府
」
と
し
て
の
大
学
の
権
威
を
ま
で

失
墜
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
事
態
を
座
視
す
る
に
忍
び
な
い
と
い
う
の
が
、
青
山
の
友
人
鴎
外
と
し
て
以
上
に
、
公
人
と
し
て
の
鴎
外
の
大

も
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

西
沢
に
対
し
て
鴎
外
は
「
研
究
所
員
は
総
辞
職
を
す
る
と
い
ふ
の
で
、
今
後
の
血
清
を
引
受
け
る
も
の
が
こ
ち
ら
に
な
い
。
緒
方
は
出
来
ぬ

と
い
ふ
の
で
青
山
も
ハ
タ
と
困
っ
た
が
今
更
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ぬ
。
ソ
コ
デ
陸
軍
か
ら
君
達
を
出
す
こ
と
に
し
た
い
の
で
あ
る
。
」
と
言

っ
た
（
資
六
四
）
。
当
時
衛
生
学
教
授
で
あ
っ
た
緒
方
が
血
清
を
引
受
け
る
こ
と
が
出
来
ぬ
と
言
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
北
里
や
伝
研
に
対
す
る

”

道
義
的
理
由
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
「
実
は
そ
の
当
時
大
学
で
は
血
清
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
細
菌
学
で
は
聞
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
内
科

学
、
臨
床
方
面
で
は
誠
に
軽
ん
じ
て
お
っ
た
と
い
っ
て
は
お
か
し
い
で
す
け
れ
ど
、
ど
う
も
余
り
重
き
を
お
か
な
か
っ
た
気
味
が
あ
り
ま
し

た
。
自
分
の
不
明
を
申
す
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
血
清
と
ワ
ク
チ
ン
と
は
一
体
ど
ん
な
差
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
そ
の
当
時

の
若
い
連
中
は
言
い
合
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。
で
す
か
ら
こ
れ
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
首
脳
者
の
苦
心
と
い
う
も
の
は
大
変
な
こ
と
で
あ

い
鋤

っ
た
ろ
う
と
思
う
の
で
す
」
（
宮
川
米
次
）
ｃ
北
里
の
名
を
不
朽
に
と
ど
め
た
血
清
療
法
を
大
学
側
が
こ
と
さ
ら
軽
視
し
た
印
象
は
否
め
な
い
の
で

あ
る
が
、
ま
た
、
衛
生
学
教
室
の
改
造
を
謀
る
べ
し
と
青
山
が
他
に
漏
ら
し
た
の
を
、
「
緒
方
が
手
厳
し
く
詰
」
っ
た
よ
う
な
事
情
（
前
述
）

理
解
し
が
た
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
ら
く
こ
れ
も
、
た
と
え
ば
研
究
生
の
資
格
そ
の
他
に
つ
き
鴎
外
の
よ
し
と
せ
ざ
る
一
面
を
免
れ
な
か
っ
た
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
ま
た
鴎
外

に
は
人
間
的
好
悪
が
相
当
は
げ
し
く
、
北
里
の
大
家
た
る
こ
と
を
認
め
て
も
、
「
反
動
の
た
め
に
か
つ
が
れ
て
い
る
事
を
い
ま
し
め
た
文
章

師

や
、
北
里
の
業
績
に
つ
い
て
論
ず
る
あ
た
り
…
．
：
…
何
と
な
く
冷
た
い
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
」
（
河
村
敬
吉
）
。
緒
方
正
規
を
日
本
の
ペ
ッ
テ
ン

コ
オ
フ
ヱ
ル
、
北
里
を
コ
ッ
ホ
に
た
と
え
な
が
ら
、
前
者
を
豪
傑
、
後
者
を
才
子
と
評
す
る
あ
た
り
に
も
、
間
接
的
に
北
里
に
対
す
る
評
価

”
”

が
う
か
が
え
る
。
要
す
る
に
「
人
間
は
青
山
の
方
が
正
直
だ
か
ら
な
ァ
・
」
と
の
鴎
外
の
言
（
山
田
弘
倫
）
も
、
彼
の
好
悪
の
念
を
別
に
し
て
は
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す
な
わ
ち
、
青
山
に
対
す
る
鴎
外
の
援
助
は
、
彼
の
侠
気
の
み
で
説
明
し
得
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
こ
に
鴎
外
の
「
自
信
力
と
決
断

力
の
非
凡
」
を
見
る
（
西
沢
）
こ
と
は
見
る
人
の
自
由
で
あ
る
と
し
て
も
、
彼
の
北
里
に
対
す
る
人
間
的
好
悪
の
念
と
、
官
学
中
心
の
思
想
が

少
な
か
ら
ぬ
動
機
を
な
し
て
、
陰
密
に
、
し
か
も
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
鴎
外
を
動
か
し
た
も
の
と
覚
し
く
、
こ
こ
に
む
し
ろ
軍
医
鴎
外
の
人

“

間
性
に
お
け
る
一
つ
の
限
界
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ひ
と
た
び
伝
研
移
管
問
題
が
起
る
や
、
鴎
外
と
し
て
は
当
然
自
明
の
態
度
を
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
動
き
は
表
面

的
に
は
消
極
的
で
あ
り
、
や
む
を
得
ず
力
を
貸
し
た
ご
と
く
に
見
え
る
が
、
お
そ
ら
く
は
早
く
か
ら
青
山
ら
の
相
談
に
の
り
、
こ
の
好
機
を
と

ら
え
て
、
彼
の
信
ず
る
と
こ
ろ
の
反
動
の
道
を
封
じ
、
大
学
強
化
の
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
鴎
外
の
積
極
的
な
関
与
な
し
に
は
、
政
府
あ

る
い
は
大
学
側
が
窮
地
に
立
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
明
ロ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
改
め
て
さ
ら
に
深
く
、
彼
の
立
場
を
究
明
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

註
⑩
江
木
翼
は
、
文
部
省
の
舅
父
を
以
っ
て
目
せ
ら
れ
官
学
擁
護
の
強
い
主
張
者
と
し
て
知
ら
れ
た
後
の
枢
密
顧
問
官
江
木
千
之
の
養
子
で
、
明
治
三
十
年

東
京
大
学
法
科
卒
業
後
、
神
奈
川
県
事
務
官
、
法
制
局
参
事
官
、
拓
植
局
次
長
を
歴
任
、
第
三
次
桂
、
第
二
次
大
隈
、
お
よ
び
第
一
次
加
藤
内
閣
の
書
記

官
長
を
つ
と
め
、
後
に
民
政
党
の
知
恵
袋
と
い
わ
れ
た
能
吏
で
あ
っ
た
。

②
医
海
時
報
は
北
里
を
崇
拝
す
る
田
中
義
一
に
経
営
さ
れ
、
主
筆
は
内
ケ
崎
騰
次
郎
で
、
移
管
当
時
の
論
調
か
ら
み
て
も
、
北
里
系
の
新
聞
と
解
し
て
差

③
医
海
時
報
（
大
正
三
年
十
月
十
七
日
）
は
発
議
者
を
大
隈
と
見
な
し
、
閣
議
後
「
数
日
を
出
で
ず
し
て
（
文
相
が
）
山
川
総
長
、
青
山
学
長
等
を
招
致

し
て
転
管
沙
汰
を
相
伝
ふ
る
と
共
に
其
経
営
の
任
に
堪
ふ
る
や
否
や
を
確
め
た
り
」
と
述
べ
、
更
に
「
閣
議
の
当
日
、
文
相
は
突
然
松
浦
専
門
学
務
局
長

を
首
相
官
邸
に
招
い
て
血
清
痘
苗
の
こ
と
に
つ
い
て
聴
聞
す
る
と
こ
ろ
あ
り
し
が
、
局
長
は
其
意
の
何
た
る
か
を
解
す
る
に
苦
め
り
と
い
ふ
・
」
と
伝
え

㈲
「
北
里
研
究
所
五
十
年
誌
」
八
一
○
頁
、
北
里
研
究
所
、
昭
和
四
十
一
年
。

⑤
一
木
喜
徳
郎
は
明
治
二
十
年
東
京
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
、
一
時
内
務
省
に
入
り
、
ド
イ
ツ
留
学
を
果
し
て
明
治
二
十
七
年
法
科
大
学
教
授
と
な
り
、

そ
の
後
内
務
書
記
官
を
も
兼
任
し
、
明
治
三
十
五
年
に
は
法
制
局
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
官
界
と
学
界
の
双
方
に
ま
た
が
る
活
動
を
つ
づ
け
、
明
治
三
十
九
年

に
は
大
学
教
授
を
辞
し
て
純
然
た
る
官
僚
と
な
り
、
第
二
次
桂
内
閣
（
明
治
四
十
一
’
四
年
）
当
時
は
平
田
東
助
内
相
の
下
で
内
務
次
官
を
つ
と
め
た
。

こ
の
経
歴
よ
り
み
て
も
、
大
学
の
事
情
に
明
る
い
の
み
な
ら
ず
、
内
務
省
ひ
い
て
は
伝
研
の
実
情
に
も
通
じ
た
人
物
は
、
当
時
の
閣
僚
中
一
木
の
他
に
は

支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

て
い
る
。
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求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
一
木
に
は
官
僚
と
し
て
の
「
保
身
に
汲
々
」
た
る
一
面
が
あ
り
、
法
学
者
の
立
場
に
も
怯
儒
な
後
退
の
見
ら

れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
家
永
三
郎
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
家
永
三
郎
、
「
日
本
近
代
憲
法
思
想
史
研
究
」
、
一
四
○
’
一
五
○
頁
、
岩
波
書
店
昭
和

四
十
二
年
。
）
な
お
伝
研
移
管
の
閣
議
決
定
は
、
十
月
六
日
の
紙
上
報
ぜ
ら
れ
た
が
、
七
日
一
木
は
記
者
に
対
し
、
「
閣
議
決
定
の
み
な
ら
ず
其
の
議
の

問
題
に
上
れ
る
こ
と
す
ら
之
を
聞
か
ず
何
等
か
の
錯
誤
に
に
出
づ
る
誤
伝
な
ら
ん
」
と
て
、
一
言
の
も
と
に
否
定
し
た
（
日
本
医
事
週
報
、
大
正
三
年
十

月
十
日
）
。
当
初
政
府
が
秘
匿
に
つ
と
め
た
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

⑤
明
治
二
十
三
年
六
月
←
一
十
六
日
内
務
省
官
制
（
勅
令
第
一
○
八
号
）
に
よ
れ
ば
、
「
内
務
大
臣
ハ
地
方
行
政
、
議
員
選
挙
、
警
察
、
監
獄
、
土
木
衛

生
、
地
理
気
象
、
社
寺
出
版
、
版
権
、
戸
籍
賑
伽
及
救
済
二
関
ス
ル
事
務
ヲ
管
理
シ
、
中
央
衛
生
会
、
警
視
総
監
及
地
方
官
ヲ
監
督
ス
」
と
あ
る
。

、
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
、
第
三
七
九
号
、
附
録
第
三
十
二
次
総
会
記
事

⑧
青
山
徹
蔵
、
佐
藤
三
吉
、
入
沢
達
吉
、
稲
田
竜
吉
、
真
鍋
嘉
一
郎
、
坂
口
康
蔵
、
林
春
雄
、
長
与
又
郎
、
木
下
正
中
他
。

⑨
佐
藤
三
吉
は
青
山
伝
の
稿
本
朗
読
会
に
参
加
し
て
お
り
、
従
っ
て
青
山
伝
の
こ
の
記
事
は
佐
藤
の
承
認
を
得
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
明
治
十
四
年
六
月
十
五
日
太
政
官
を
以
て
文
部
省
所
轄
官
立
学
校
図
耆
館
教
育
博
物
館
職
制
が
改
定
さ
れ
、
東
京
大
学
職
制
に
も
大
改
正
が
行
わ
れ
た

が
、
同
年
七
月
二
十
九
日
に
は
東
京
大
学
事
務
章
程
が
定
め
ら
れ
、
八
月
二
十
日
増
補
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
大
学
諮
狗
会
が
設
置
さ
れ
た
、
こ
れ
が
大
学

評
議
会
の
前
身
に
あ
た
る
。
つ
い
で
明
治
十
九
年
三
月
一
日
勅
令
第
三
号
帝
国
大
学
令
が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
東
京
大
学
は
東
京
帝
国
大
学
と
な
り

諮
狗
会
は
評
議
会
に
改
め
ら
れ
、
評
議
官
は
文
部
大
臣
及
び
各
分
科
大
学
教
授
よ
り
各
二
名
を
特
選
し
て
之
に
充
て
、
任
期
は
五
年
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

明
治
二
十
五
年
九
月
八
日
勅
令
第
七
十
五
号
を
以
て
帝
国
大
学
令
第
八
条
及
び
第
九
条
が
改
正
さ
れ
、
評
議
官
は
各
分
科
大
学
長
（
法
科
大
学
長
を
除

く
）
、
法
科
大
学
教
頭
及
び
各
分
科
大
学
教
授
各
一
名
（
互
選
）
を
以
て
充
て
、
任
期
は
二
年
に
改
め
ら
れ
た
。
当
時
は
帝
国
大
学
総
長
は
法
科
大
学
長

の
職
務
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
六
年
八
月
十
日
勅
令
第
八
十
二
号
を
以
て
再
び
帝
国
大
学
令
が
改
正
さ
れ
、
評
議
官
は
評
議
員
に
改
称
さ
れ
た
が
、
そ
の

の
職
務
で
あ
っ
た
。
叩

⑪
各
分
科
大
学
に
は
じ
め
て
教
授
会
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
六
年
の
帝
国
大
学
令
改
正
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
「
分
科
大
学
ノ
学
科
課
程
二
関

ス
ル
件
、
学
生
試
験
ノ
件
、
学
位
授
与
資
格
ノ
審
査
、
其
他
文
部
大
臣
又
ハ
帝
国
大
学
総
長
ヨ
リ
諮
詞
ノ
件
」
を
審
議
す
る
の
が
主
な
任
務
で
あ
っ
た
。

⑫
こ
の
医
海
時
報
の
記
事
を
引
用
し
て
、
日
本
医
事
週
報
（
大
正
三
年
十
一
月
七
日
）
は
、
「
三
大
学
十
二
三
の
専
門
学
校
を
見
渡
し
て
も
現
今
の
各
部

長
の
足
許
に
寄
り
つ
く
程
の
者
は
な
い
。
」
赤
痢
の
志
賀
氏
、
サ
ル
バ
ル
サ
ン
の
秦
氏
等
、
「
三
大
学
各
専
門
学
校
の
教
授
惰
々
多
士
な
り
と
云
へ
ど
も
一

人
と
し
て
如
比
名
声
あ
る
医
学
者
を
持
っ
て
居
ら
ぬ
じ
ゃ
な
い
か
」
、
と
反
論
し
て
い
る
。

⑬
「
思
い
出
の
青
山
胤
通
先
生
」
、
一
七
六
頁
、
青
山
先
生
生
誕
百
年
祭
準
備
委
員
会
、
昭
和
三
十
四
年
。

⑭
「
医
学
者
十
話
㈲
」
、
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
、
東
京
毎
日
。

構
成
に
変
化
は
な
い
。
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⑮
こ
の
言
葉
の
中
の
「
社
会
」
と
い
う
字
は
い
さ
さ
か
お
か
し
い
。
と
い
う
の
は
新
聞
の
報
道
が
十
月
十
五
日
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
、
ま
だ

社
会
一
般
は
十
分
に
こ
の
事
件
を
知
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
社
会
と
は
具
体
的
に
は
む
し
ろ
、
長
与
あ
る
い
は
青
山
ら
の

大
学
派
の
人
々
や
政
府
当
事
者
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑯
賀
古
鶴
所
は
、
明
治
十
四
年
大
学
卒
業
後
、
緒
方
正
規
に
師
事
し
て
細
菌
学
を
研
究
し
、
の
ち
軍
医
学
校
で
は
じ
め
て
こ
れ
を
講
じ
た
経
歴
が
あ
る
。

明
治
二
十
六
年
渡
独
し
て
耳
鼻
咽
喉
科
学
を
学
び
、
帰
朝
後
陸
軍
々
医
学
校
で
耳
鼻
咽
喉
科
学
を
講
ず
る
傍
ら
、
日
本
赤
十
字
社
病
院
に
於
て
耳
鼻
咽
喉

科
外
来
診
療
を
は
じ
め
た
、
こ
の
方
面
で
の
開
拓
者
で
あ
る
。
晩
年
は
「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
」
の
編
纂
に
尽
痒
し
、
大
学
の
事
情
に
精
通
し
て
い

た
。
青
山
と
も
「
頗
る
親
交
の
間
柄
」
で
あ
っ
た
が
、
森
鴎
外
と
は
同
級
で
あ
り
心
同
じ
陸
軍
で
働
い
た
関
係
も
あ
っ
て
、
「
無
二
の
親
友
」
で
あ
り
、

⑰
実
在
し
た
雑
誌
で
あ
ろ
う
が
、
資
料
と
し
て
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

⑱
小
池
正
晁
は
男
爵
陸
軍
々
医
中
将
小
池
正
直
（
鴎
外
の
前
任
医
務
局
長
）
の
長
男
。
明
治
十
七
年
生
、
明
治
四
十
二
年
九
月
九
州
帝
大
医
学
部
を
卒

業
、
陸
軍
に
入
っ
た
。
北
島
多
一
の
義
兄
に
あ
た
る
。

⑲
西
沢
は
明
治
三
十
五
年
、
八
木
沢
は
明
治
三
十
九
年
東
大
出
身
の
軍
医
で
、
伝
研
で
指
導
を
受
け
、
北
里
の
門
下
生
で
も
あ
っ
た
。

”
た
と
え
ば
、
鴎
外
か
ら
賀
古
宛
の
手
紙
は
す
べ
て
大
切
に
保
存
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
伝
研
移
管
前
後
の
鴎
外
日
記
に
み
て
も
、
九
月
二
十
八

日
、
十
月
十
日
、
十
月
十
五
日
付
の
記
事
に
相
応
す
る
賀
古
宛
書
簡
は
な
ぜ
か
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
の
事
例
は
他
に
も
あ
る
（
「
鴎
外
」
、
第
二

号
、
二
七
頁
、
森
鴎
外
記
念
会
、
昭
和
四
十
一
年
）
。
単
な
る
散
逸
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

鋤
長
谷
川
泉
、
「
森
鴎
外
」
、
四
九
頁
、
明
治
書
院
、
昭
和
四
十
年
よ
り
引
用
。

⑫
「
唐
木
順
三
全
集
」
、
第
二
巻
、
二
五
五
頁
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
二
年
よ
り
引
用
。

卿
森
於
菟
、
「
森
鴎
外
」
、
二
七
四
頁
、
養
徳
社
、
昭
和
二
十
一
年
。
な
お
衛
生
学
に
つ
い
て
鴎
外
は
於
菟
に
、
「
己
は
陸
軍
に
入
る
時
に
将
来
予
防
医

学
の
必
要
を
思
っ
て
衛
生
学
を
選
ん
だ
。
然
し
為
事
を
し
て
み
る
と
衛
生
学
は
純
正
な
独
立
し
た
科
学
で
な
い
。
少
し
く
委
し
く
入
ら
う
と
す
る
と
忽
ち

化
学
、
細
菌
学
、
病
理
学
の
範
囲
に
及
ぶ
。
お
前
は
基
礎
医
学
の
中
で
も
外
の
も
の
を
す
る
が
よ
か
ら
う
。
」
と
語
っ
た
（
同
書
、
二
八
一
頁
）
。

“
「
鴎
外
全
集
著
作
篇
」
、
第
三
十
三
巻
、
一
二
○
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
八
年
。

”
小
林
勇
、
「
蝸
牛
庵
訪
問
記
」
、
七
三
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
一
年
。

鋤
唐
木
順
三
、
「
森
鴎
外
の
人
と
作
品
」
、
二
八
八
頁
、
学
習
研
究
社
、
昭
和
三
十
九
年
。

⑰
河
村
敬
吉
、
「
森
鴎
外
性
欲
雑
説
」
、
四
○
三
’
四
頁
、
日
本
医
事
新
報
出
版
部
、
昭
和
二
十
四
年
。

“
ド
イ
ツ
留
学
中
の
ノ
ー
ト
に
、
「
欧
洲
医
学
ノ
受
売
ト
買
出
シ
ハ
可
嫌
也
。
」
と
し
、
「
研
究
ノ
成
果
ヲ
教
ル
ノ
期
ハ
去
し
り
。
研
究
ヲ
教
ユ
ベ
シ
。
」

終
生
水
魚
の
交
を
結
ん
だ
。
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剛
「
円
本
医
事
新
報
」
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
一
日
、
第
一
八
○
一
号
、
二
一
頁
。

⑫
こ
れ
は
ま
た
、
緒
方
が
明
治
二
十
二
年
、
「
炭
疽
熱
に
天
然
免
疫
あ
る
動
物
の
血
清
を
以
て
炭
疽
に
感
受
性
を
有
す
る
動
物
に
注
射
せ
ば
該
病
を
予
防

し
目
つ
治
療
し
得
る
の
実
験
」
を
発
表
し
、
こ
れ
を
独
訳
し
ド
イ
ツ
誌
に
掲
載
せ
ん
が
た
め
、
原
稿
を
在
独
中
の
北
里
に
送
附
し
た
と
こ
ろ
、
北
里
が
こ

の
原
稿
を
握
り
潰
し
未
発
表
に
終
っ
た
（
緒
方
規
雄
、
「
北
里
柴
三
郎
略
伝
」
、
医
学
史
研
究
、
第
一
巻
、
二
一
○
頁
、
昭
和
三
十
七
年
）
と
い
う
よ
う
な

事
情
も
介
在
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

㈱
「
学
東
西
を
兼
ね
、
識
古
今
を
貫
い
た
鴎
外
も
、
お
の
れ
の
所
属
す
る
階
級
の
倫
理
を
超
え
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
：
．
…
。
：
鴎
外
の
限
界
は
要
す
る
に
彼

の
思
想
を
規
定
す
る
階
級
道
徳
の
限
界
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
．
：
．
：
そ
れ
は
時
代
の
せ
い
だ
け
で
な
く
、
彼
の
立
場
か
ら
来
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
立
場
は
、
近
代
精
神
の
本
脈
と
は
頗
る
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
（
家
永
三
郎
、
「
日
本
近
代
思
想

史
研
究
」
、
三
○
九
三
二
頁
、
東
京
大
学
出
版
、
昭
和
二
十
八
年
）
。
「
長
与
専
斉
、
後
藤
新
平
、
長
谷
川
泰
な
ど
の
医
療
問
題
ぜ
ん
た
い
に
た
い
す

る
、
い
く
ば
く
か
の
開
明
的
、
在
野
的
姿
勢
は
、
は
じ
め
て
正
規
の
外
国
教
育
を
う
け
た
東
大
卒
業
者
に
よ
っ
て
、
否
定
さ
れ
よ
う
と
す
る
。
．
：
。
：
：
現

在
の
日
本
の
医
学
界
に
巣
く
っ
て
い
る
権
威
主
義
事
大
主
義
の
形
成
に
は
た
し
た
鴎
外
の
役
割
は
相
当
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
」
（
川
上
武
、
「
日
本
医

療
の
課
題
」
、
三
一
五
頁
、
頸
草
書
房
、
昭
和
四
十
二
年
・
）

と
記
し
た
鴎
外
は
、
ペ
ッ
テ
ン
コ
オ
フ
ェ
ル
の
壮
大
な
理
論
構
成
に
長
ず
る
包
括
的
、
哲
学
的
頭
脳
よ
り
も
、
ゴ
ッ
ホ
の
着
実
な
材
料
蒐
集
に
も
と
づ
く

冷
静
確
実
な
真
理
把
握
の
態
度
を
高
く
評
価
し
て
、
「
日
本
に
お
け
る
医
学
の
発
展
の
た
め
に
は
、
能
う
限
り
多
く
の
ゴ
ッ
ホ
の
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
ｌ
ペ
ッ
テ
ン
コ
ォ
フ
ェ
ル
の
如
き
人
は
必
ず
し
も
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
生
松
敬
三
、
「
森
鴎
外
」
、
五
一
’

三
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
三
十
三
年
）
・
帰
国
後
の
鴎
外
に
は
こ
の
評
価
が
逆
転
し
た
と
見
ら
れ
る
一
而
の
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

⑲
山
田
弘
倫
、
「
軍
医
と
し
て
の
鴎
外
先
生
」
、
一
七
三
頁
、
医
海
時
報
社
、
昭
和
九
年

⑩
緒
方
博
士
は
妓
初
か
ら
あ
ま
り
進
ま
な
い
や
う
で
あ
る
、
そ
れ
も
其
の
筈
、
文
部
省
で
研
究
所
を
分
捕
ふ
な
ど
と
云
ふ
こ
と
ば
博
士
に
は
ま
る
で
寝
耳

に
水
で
あ
っ
た
ら
ふ
。
博
士
は
、
学
門
上
に
於
て
は
北
里
博
士
と
其
の
根
底
の
因
源
を
異
に
し
て
ゐ
る
し
、
又
た
多
少
北
里
博
士
に
含
む
と
こ
ろ
あ
る
も

事
実
で
あ
る
、
私
行
上
に
於
て
は
、
北
里
を
同
郷
の
後
進
と
し
て
引
き
立
て
た
の
で
、
北
里
も
毎
に
緒
方
先
生
と
尊
称
し
て
、
在
職
廿
五
年
祝
賀
の
時
に

は
、
た
し
か
門
人
総
代
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
と
記
憶
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
く
ら
ゐ
だ
か
ら
、
学
問
上
に
於
て
こ
そ
相
争
ふ
が
、
あ
ん
な
事
を
し
て
、

北
里
に
一
ト
泡
吹
か
せ
て
や
ら
ふ
な
ど
と
は
恐
ら
く
考
へ
て
居
ら
れ
な
ゐ
で
あ
ら
ふ
。
左
れ
ぱ
、
誰
が
し
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
北
里
の
研
究
所
に
対
し

て
あ
ん
な
事
を
し
た
に
就
て
却
て
不
快
の
念
こ
そ
懐
い
て
届
れ
決
し
て
愉
快
は
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
ふ
。
さ
う
云
ふ
関
係
で
あ
る
か
ら
、
北
里
を
追

放
し
た
ア
ト
釜
に
据
っ
て
温
く
ノ
、
し
て
ゐ
る
な
ど
と
云
ふ
事
は
、
あ
の
刻
命
な
緒
方
博
士
に
は
出
来
な
か
ら
ふ
（
日
本
医
事
週
報
大
正
三
年
十
二
月
五

日
C

、一
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１
緒
言

筆
者
は
弘
前
藩
士
比
良
野
貞
彦
の
模
写
す
る
と
こ
ろ
の
人
体
解
剖

比
良
野
貞
彦
と
解
剖
図
譜

の
“
ユ
い
ず
房
○
国
時
四
国
○
四
国
』
三
助
シ
ロ
呉
ｇ
ａ
ｓ
一
○
｝
国
風

弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
学
教
室
松
木
明

図
譜
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
写
真
で
紹
介
す
る
と

共
に
比
良
野
貞
彦
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
。

な
お
本
稿
は
津
軽
医
史
第
二
十
九
号
に
相
当
す
る
。

シ
医
８
日
○
冨
胃
閏
】
産
〉
冒
．
口
。

己
①
冨
風
目
①
昌
旦
シ
ロ
め
い
牙
①
巴
○
一
○
ｍ
固

の
○
ず
○
○
］
○
帛
夛
目
①
〔
］
』
○
目
国
①
》
串
閂
胃
○
印
画
一
色
〔
「
ロ
』
ぐ
．

蕊鳶蕊

知

（41）



こ
の
解
剖
図
譜
は
現
在
、
弘
前
市
の
竹
内
重
夫
氏
が
所
蔵
し
て
い

る
。
縦
一
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
横
四
一
・
二
セ
ン
チ
の
大
い
さ
で
軸

と
し
て
表
装
さ
れ
て
い
る
。
右
側
面
か
ら
人
体
と
し
て
胸
腹
部
の
臓

器
を
画
い
た
も
の
で
あ
る
。
（
写
真
Ｉ
）

図
譜
は
臓
器
別
に
色
彩
が
施
し
て
お
り
、
主
な
臓
器
に
つ
い
て
記

す
と
、
心
Ⅱ
赤
、
隔
膜
Ⅱ
赤
、
脾
Ⅱ
黄
、
肝
Ⅱ
緑
、
脂
膜
Ⅱ
桃
、
腎

Ⅱ
灰
、
大
腸
Ⅱ
灰
、
小
腸
Ⅱ
赤
で
衣
は
藍
で
あ
る
。

図
の
上
方
と
左
右
に
各
臓
器
に
つ
い
て
の
解
説
文
が
記
載
し
て
あ

る
。
左
に
全
文
を
掲
げ
る
。

心
者
君
主
之
官
神
明
出
焉
其
形
如
末
開
蓮
花
居
肺
下
隔
上
附
若
於

脊
之
第
五
椎
重
十
二
両
中
有
七
孔
三
毛
盛
精
汁
三
合
属
離
火
主
蔵

肺
者
相
傅
之
官
治
節
出
焉
其
形
六
葉
両
耳
四
垂
如
差
附
着
於
脊
之

第
椎
中
有
二
十
四
空
行
列
分
布
諸
臓
清
濁
之
気
為
五
蔵
華
蓋
也
重

三
斤
三
両
属
乾
金
主
蔵
聰
其
管
有
九
節
懸
蔵
而
在
上
管
中
有
二
道

即
咽
與
喉
也
滑
伯
咽
所
以
嚥
物
者
居
喉
之
前
至
胃
長
一
尺
六
寸
為

冑
系
又
名
胃
院
也
喉
乃
呼
吸
之
門
通
子
心
以
帰
千
蔵

２

解
剖
図
譜
に
つ
い
て

腎
者
作
強
之
官
伎
巧
出
焉
其
蔵
有
両
枚
状
如
石
卵
附
脊
之
第
十
四

椎
重
一
斤
二
両
属
炊
水
主
蔵
精
與
志
難
経
云
其
左
者
為
腎
右
者
為

命
門
命
門
者
諸
神
精
之
所
舎
原
気
所
繋
也
男
子
以
蔵
精
女
子
以
繋

胞
膀
胱
者
州
都
之
官
津
液
藏
焉
為
腎
之
府
居
大
腸
之
前
有
下
口
無

上
口
其
重
九
両
二
鉢
縦
横
九
寸
盛
溺
九
升
九
合
小
腸
者
受
盛
之
官

所膜神
以外中
遮袰出
隔者三
濁心系
気之前
不包脾
便絡系
上也後
窯心為
於下肝
心横系
肺膜腎
之附系
分於心
也脊在
至之中
是第而
為七其
上椎位

薫者端
謂正
之突
隔有
膜胎

粁
曲
屈
伸
二
尺
六
寸
大
一
尺
五
寸
重
二
斤
一
両
盛
穀
二
斗
水
一
斗

五
舛
其
上
口
名
噴
門
当
上
院
下
口
即
小
腸
上
口
名
幽
門
当
下
院
也

至
是
為
巾
焦

脾
者
諫
議
之
官
知
用
出
焉
其
形
如
刀
鎌
與
胄
同
膜
而
能
消
磨
水
穀

附
着
於
脊
之
第
十
一
椎
重
二
斤
三
両
扁
廣
三
寸
長
五
寸
中
有
散
膏

半
斤
属
坤
土
主
蔵
意
胃
者
倉
廩
官
五
味
出
焉

肝
者
将
軍
之
官
謀
慮
出
焉
其
為
藏
如
木
葉
左
三
右
四
着
於
脊
之
第

九
椎
重
二
斤
四
両
属
巽
木
主
蔵
脈
者
中
正
之
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最
後
に
「
享
保
十
四
年
仲
冬
之
吉
養
庵
服
粛
敬
之
甫
識
」
と
あ
る

の
を
見
れ
ば
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
記
載
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
、
こ
れ
よ
り
少
し
以
前
に
図
譜
が
模
写
さ
れ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

図
の
左
下
部
に
「
埜
貞
彦
写
」
と
あ
り
比
良
野
貞
彦
の
こ
と
で
あ

る
。

図
槐
に
「
難
経
云
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
「
難
経
」
な
ど

か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
養
素
庵
服
崩
敬
之

に
つ
、
い
て
は
全
く
知
｜
わ
。
こ
ろ
が
な
い
。

化
物
出
焉
為
心
之
府
其
形
如
譽
繩
當
膳
上
左
廻
十
六
曲
大
二
寸
半

経
八
分
分
之
少
半
長
三
丈
二
尺
重
二
斤
十
四
両
受
穀
二
斗
四
升
水

六
升
三
合
合
之
大
半
其
下
口
名
閾
門
當
水
分
穴
至
是
而
泌
別
清
濁

水
液
彦
入
膀
胱
津
稜
流
入
大
腸
也
大
腸
者
伝
道
之
官
変
化
出
焉
為

肺
之
府
當
隣
廻
曲
同
乎
小
腸
突
其
大
四
寸
経
一
寸
寸
之
少
半
長
二

丈
一
尺
重
二
斤
十
二
両
受
穀
一
斗
水
七
升
半
大
腸
之
末
節
各
直
腸

及
出
津
械
之
路
大
八
寸
経
二
寸
寸
之
大
半
長
二
尺
八
寸
受
穀
九
升

三
合
八
分
合
之
一
難
経
云
肛
門
十
二
両
是
也

享
保
十
四
年
仲
冬
之
吉
養
素
庵
服
雨
敬
之
甫
識

ｕ

「
脂
鰻
」
に
つ
い
て
は
「
華
佗
内
照
図
」
や
「
類
経
図
翼
」
な
ど
に

も
全
Ｋ
同
じ
部
位
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
‐
い
わ
ゆ
る
五
臓
六
脈
の
中

図
譜
お
よ
び
図
説
共
に
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
も
の
と
大
差
が
認

め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
脾
の
下
、
胃

の
中
に
「
脂
鰻
」
な
る
蔵
器
が
画
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
写

真
Ⅱ
）
・
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
説
明
は
な
に
も
な
い
。

可

》

１

や

＄
妃
通
母
墹
熟
睡
涯
蕊

串

（43 ）



３
渋
江
抽
斎
と
比
良
野
貞
彦

２

弘
前
藩
の
江
戸
定
府
医
官
で
あ
る
渋
江
抽
斉
を
記
し
た
史
伝
「
渋

江
抽
斉
」
は
数
多
い
森
鴎
外
の
著
作
の
中
で
も
傑
作
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
て
い
る
。

鴎
外
は
抽
斉
を
叙
す
る
に
当
っ
て
、
単
に
抽
斉
の
み
ら
ず
広
く
遠

戚
に
ま
で
及
ん
で
こ
の
事
蹟
を
記
し
た
。

抽
斉
は
生
涯
に
四
人
の
妻
を
要
っ
た
。
尾
嶋
、
比
良
野
、
岡
西
お

よ
び
山
内
の
四
氏
で
あ
る
。

比
良
野
氏
威
能
の
祖
父
は
こ
の
図
譜
を
模
写
し
た
貞
彦
で
あ
る
。

８

鴎
外
は
、
貞
彦
に
つ
い
て
、
渋
江
抽
斉
（
そ
の
二
十
六
）
」
の
中
で
「
比

良
野
氏
は
武
士
気
質
の
家
で
あ
っ
た
。
文
蔵
の
父
、
威
能
の
祖
父
で

あ
っ
た
助
太
郎
貞
彦
は
文
事
と
武
備
と
併
せ
有
し
た
豪
傑
の
士
で
あ

る
。
外
浜
又
嶺
雪
と
号
し
、
安
永
五
年
に
江
戸
藩
邸
の
教
授
に
挙
げ

ら
れ
た
。
画
を
善
く
し
て
、
外
浜
画
巻
及
善
知
烏
画
軸
が
あ
る
。
剣

術
は
群
を
抜
い
て
い
た
。
壮
年
の
頃
村
正
作
の
刀
を
侃
び
て
本
所
割

に
も
入
っ
て
お
ら
ず
こ
れ
ま
で
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
そ
の
画
が
か
れ
て
い
る
位
置
と
「
脂
慢
」
と
い
う
字
か
ら
、

こ
れ
が
現
在
わ
れ
わ
れ
の
い
う
「
膵
臓
」
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る

が
、
詳
細
は
後
日
を
期
し
た
い
。

下
水
か
ら
大
川
端
辺
ま
で
の
間
を
栃
復
し
て
辻
斬
し
た
。
千
人
斬
ろ

う
と
思
ひ
立
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
抽
斉
は
此
事
を
聞
く
に
及
ん

で
歎
思
し
て
己
ま
な
か
っ
た
。
そ
し
て
自
分
は
医
薬
を
以
っ
て
千
人

を
救
は
う
と
云
ふ
小
願
を
発
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。

③
「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
に
も
左
に
示
す
よ
う
に
画
人
の
部
に
貞
彦

の
名
が
見
え
、
谷
文
晁
、
伊
勢
貞
丈
と
親
交
が
あ
っ
た
と
伝
え
て
い

る
。

比
良
野
助
太
郎
貞
彦
（
初
房
之
助
）
江
戸
定
府
之
士
な
り
。
寧
親
公

（
弘
前
藩
第
九
代
藩
主
ｌ
筆
者
）
御
代
江
戸
御
留
主
居
と
な
る
。

剣
術
に
熟
練
し
安
永
五
年
よ
り
江
戸
藩
邸
の
教
授
せ
り
。
貞
彦
画

を
善
く
し
、
号
二
外
浜
人
一
、
嶺
雪
一
年
公
の
駕
に
従
て
津
軽
に
下
る
。

数
旬
間
暇
を
乞
て
、
山
野
河
海
を
践
渉
し
て
、
其
見
る
所
を
図
し

て
、
一
巻
と
し
外
浜
画
巻
と
云
。
山
崎
道
沖
、
伴
建
尹
、
沢
元
榿

の
序
践
あ
り
、
又
善
知
烏
を
数
羽
模
し
て
、
一
軸
と
し
、
夫
に
雑

話
を
添
え
て
一
冊
を
著
ハ
し
た
り
。
記
中
橘
嘉
樹
（
大
塚
市
郎
右

衛
門
、
字
敏
郷
号
二
蒼
梧
亭
一
）
伊
勢
貞
丈
等
の
門
答
を
載
せ
た
り
、

又
江
戸
よ
り
津
軽
ま
で
の
道
中
記
に
山
川
、
地
理
以
下
の
図
及
び

記
を
載
せ
て
一
冊
と
せ
り
、
貞
彦
常
々
谷
文
晁
、
伊
勢
貞
丈
等
に

交
り
、
名
江
湖
の
間
に
顕
は
る
閏
と
云
。
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比
良
野
貞
彦
、
御
国
へ
下
り
し
時
、
画
人
毛
内
雲
林
、
松
宮
保

一
等
、
貞
彦
に
従
ひ
唐
画
を
穿
鑿
し
、
是
津
軽
に
て
唐
画
の
権
興

な
り
と
云
。

比
良
野
貞
彦
、
信
明
公
（
弘
前
藩
第
八
代
藩
主
ｌ
筆
者
）
の
御
近

習
を
勤
め
し
か
天
明
八
年
八
月
十
五
日
、
公
御
近
習
を
御
供
に
て
、

西
の
郭
へ
被
』
為
し
入
月
見
可
』
被
』
遊
と
し
て
、
御
側
一
統
思
ひ

ノ
、
に
吟
詠
い
た
し
処
、
甚
御
機
嫌
に
て
助
太
郎
貞
彦
も
致
せ
よ

と
の
御
事
な
る
に
、
強
て
御
辞
退
申
し
上
し
に
、
御
側
よ
り
も
相

進
め
候
処
、
貞
彦
左
様
な
ら
ハ
恐
入
可
レ
奉
申
上
と
て

御
家
中
は
雨
漏
る
家
に
月
見
か
な

公
御
聞
被
レ
遊
助
太
郎
ハ
よ
し
に
致
す
へ
し
の
御
訶
に
て
、
御

帰
被
レ
遊
け
る
と
な
り
（
比
頃
凶
荒
の
余
に
て
、
御
家
中
難
渋
を
極
め
け

る
な
り
）

４

津
軽
地
方
を
頻
回
に
襲
っ
た
飢
饅
の
中
で
も
天
明
の
飢
饅
は
殊
に

非
惨
を
極
め
、
餓
死
や
病
死
し
た
者
は
八
万
余
人
に
及
び
、
こ
れ
は

領
内
の
人
口
の
三
分
の
一
に
当
る
と
い
う
。
右
の
一
句
は
彼
の
豪
放

で
且
つ
細
心
な
性
格
を
よ
く
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

貞
彦
は
単
に
武
芸
に
秀
い
出
た
藩
士
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

「
貞
丈
雑
記
」
「
安
斎
随
筆
」
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
勢
貞
丈

や
南
画
、
大
和
絵
に
加
え
て
洋
画
の
技
法
も
能
く
し
た
谷
文
晁
と
親

交
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

と
く
に
絵
画
に
つ
い
て
は
谷
文
晁
の
影
響
が
少
く
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
、
そ
の
手
法
が
貞
彦
に
よ
っ
て
津
軽
地
方
へ
伝
え
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

⑤

彼
に
は
右
に
述
べ
た
著
述
の
ほ
か
に
「
奥
民
図
彙
」
が
あ
る
。
本

書
は
背
江
真
澄
の
遊
覧
記
と
と
も
に
津
軽
の
民
俗
志
の
二
大
隻
壁
で
、

寛
政
年
間
彼
が
藩
主
に
従
っ
て
弘
前
に
滞
在
中
、
そ
の
見
聞
し
た
こ

と
を
多
数
の
挿
画
と
と
も
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

比
良
野
氏
は
も
と
も
と
近
江
の
出
身
で
、
初
代
の
勘
助
は
延
宝
五

年
（
一
六
七
七
）
十
一
月
に
「
勘
定
之
者
」
と
し
て
四
代
藩
主
津
軽

信
政
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

信
政
の
時
代
に
は
各
分
野
の
指
導
者
が
多
数
各
地
よ
り
招
膀
さ
れ

た
が
、
比
良
野
勘
助
も
こ
の
中
の
一
人
で
あ
り
、
「
解
体
新
書
」
の

６

訳
述
に
参
加
し
た
桐
山
正
哲
の
祖
、
初
代
桐
山
正
行
や
渋
江
抽
斉
の

祖
渋
江
道
陸
も
こ
の
期
に
招
塒
さ
れ
た
。

以
後
代
々
比
良
野
家
は
定
府
の
藩
士
と
し
て
仕
え
た
が
、
五
代
の

比
良
野
房
之
助
が
本
稿
で
論
じ
て
い
る
貞
彦
で
あ
る
。

７

弘
前
藩
の
定
府
藩
士
の
由
緒
書
を
集
大
成
し
た
「
御
家
中
明
細
書
」

４
比
良
野
貞
彦
と
そ
の
世
代
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か
ら
比
良
野
氏
の
項
を
左
に
抄
出
し
て
お
く
。

三
代
比
良
野
助
三
郎
勘
助
養
子
実
山
川
源
吾
弟

享
保
二
十
一
年
四
月
十
五
日
養
子

元
文
三
年
三
月
六
日
御
小
姓
組

元
文
三
年
十
二
月
二
十
六
日
跡
式

初
代
比
良
野
勘
助
御
国
近
江

延
宝
五
年
十
一
月
三
日
勘
定
之
者

元
禄
一
・
年
十
二
月
二
十
三
日
勘
定
小
頭

元
禄
四
年
九
月
一
口
御
蔵
奉
行

宝
永
六
年
七
月
二
日
病
死

一
代
比
良
野
小
三
次
勘
介
悴

元
禄
十
年
五
月
九
日
御
目
見

宝
永
六
年
九
月
十
六
円
跡
式

宝
永
七
年
十
二
月
二
十
八
日
若
殿
様
御
小
姓
組

宝
永
八
年
六
月
十
三
日
近
習
小
姓

享
保
六
年
十
二
月
二
十
六
日
御
部
屋
様
御
中
小
姓
支
配
方

元
文
三
年
七
月
一
日
病
死

五
代
比
良
野
房
之
助
後
改
介
三
郎
、
助
太
郎
実
助
太
郎

実
子

宝
暦
四
年
九
月
二
十
二
日
家
名
相
続

宝
暦
四
年
十
二
月
十
五
日
御
目
見

宝
暦
五
年
二
月
晦
日
月
並
出
仕

宝
暦
六
年
三
月
九
日
御
馬
廻

明
和
七
年
二
月
二
十
九
日
助
二
郎
と
改
名

天
明
四
年
一
月
十
一
日
御
徒
頭

寛
政
三
年
七
月
九
日
助
太
郎
と
改
名

寛
政
四
年
一
月
十
一
日
御
小
姓
組
頭

寛
政
十
年
五
月
三
日
病
死

四
代
比
良
野
小
三
次
助
三
郎
末
期
養
子
実
勘
助
養
子

後
州
碓
男
子

寛
保
二
年
二
月
九
日
助
三
郎
跡
式
御
留
守
居
組

宝
暦
四
年
九
月
二
十
二
日
病
身
助
三
郎
実
子
房
之
助
家
督

相
続

寛
保
元
年
十
一
月
二
十
六
日
病
死
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六
代
比
良
野
文
蔵
助
太
郎
末
期
聟
養
子
実
大
屋
但
馬
守

・
様
御
家
来
波
多
野
平
内
四
男

寛
政
十
年
七
月
二
十
八
日
跡
式

寛
政
十
一
年
六
月
一
日
御
目
見
二
十
歳

寛
政
十
一
年
六
月
十
五
日
月
並
出
仕

文
化
三
年
四
月
二
十
三
日
御
目
付

文
化
十
一
年
十
二
月
十
一
日
御
徒
頭

文
化
十
三
年
十
月
二
十
六
日
御
中
小
姓
頭
格

文
政
十
三
年
十
月
一
日
御
取
次
格

天
保
四
年
正
月
十
一
日
江
戸
足
軽
頭

天
保
十
四
年
正
月
十
一
日
大
寄
合
格

⑧

嘉
永
三
年
四
月
二
十
四
日
病
死

９

七
代
比
良
野
助
太
郎
文
蔵
悴

文
政
四
年
四
月
一
日
御
目
見

文
政
十
二
年
六
月
十
七
日
御
広
間
詰
番
御
雇

文
政
十
三
年
十
一
月
二
十
日
御
手
廻
組

天
保
七
年
四
月
十
一
日
御
使
番

天
保
八
年
七
月
二
十
六
日
不
調
法
之
儀
ｌ
減
俸

天
保
十
年
六
月
二
十
日
御
手
廻
組
韮

本
稿
で
は
弘
前
藩
の
江
戸
定
府
藩
士
比
良
野
貞
彦
が
模
写
し
た
人

体
解
剖
図
譜
に
つ
い
て
こ
れ
を
紹
介
し
、
併
せ
て
比
良
野
貞
彦
と
そ

の
世
代
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

⑤ ④ ①③②

５
結
語

天
保
十
三
年
五
月
千
五
日
御
使
番

弘
化
五
年
三
月
十
五
日
御
徒
頭
格
御
留
守
居
介

嘉
永
三
年
二
月
一
日
御
留
守
居

嘉
永
三
年
七
月
一
日
跡
式

嘉
永
三
年
十
二
月
二
十
八
日
奥
通

安
政
三
年
正
月
十
一
日
物
頭
格

安
政
五
年
七
月
二
十
日
諸
手
足
軽
頭
格

註
渡
辺
幸
三
現
存
す
る
中
国
近
世
ま
で
の
五
臓
六
冊
図
の
概
説
日

本
医
史
学
雑
誌
第
七
巻
第
一
’
三
号
、
昭
和
三
十
一
年
九
月

森
鴎
外
渋
江
抽
斉
（
岩
波
文
庫
）
岩
波
書
店
昭
和
十
五
年
八
月

み
ち
の
く
双
書
第
五
集
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
、
昭
和
三
十
三

年
六
月

弘
前
史
編
纂
委
員
会
弘
前
市
史
（
藩
政
編
）
弘
前
市
、
昭
和
三

十
八
年
十
月

松
木
明
津
軽
方
言
書
誌
（
津
軽
語
彙
第
六
編
）
昭
和
三
十
三
年

十
月
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呈
吾
①
Ｈ
①
ロ
①
の
○
吋
』
５

日
彦
勝
ら
犀
胃
→

ケ
ロ
ロ
〕
四
目
」
誘
い
①

○
宮
口
①
滞
日
昂
一

■

門
口
画
目
胃
ご
○
』
冒
芹
の

国
月
色
邑
○
（
や

。
①
ｍ
○
国
ず

（
や

弓
辱
①
ｎ
ｏ
ざ
巨
昂
ロ
｛
狩
匡
愚
．
届
膀
、
す
ぐ
と
函
月
口
営
日
興
国
の
日

■

甲

■
■

切
届
伊
三
ご
動
、
ｎ
ｏ
己
尉
些
す
］
の
四
四
幽
苛
一
弄
○
串
園
Ｈ
ｍ
ｐ
○
四
ヶ
○
口
詫
胃
『
い
ゆ
（
』
心
岸
旨

冒
の
胃
呉
嗣
〕
○
ず
○
）
．
四
目
』
胃
誌
岸
①
民
亘
四
目
胃
５
口
の
号
○
員
２
号

●

○
月
館
卸
国
の
②
い
》
〕
①
四
ユ
申
｝
ロ
ロ
ぬ
い
》
里
Ｃ
Ｈ
ｐ
四
○
彦
写
目
目
骨
①
ｍ
宮
口
①
の
四
口
旦
斥
営
堅
目
①
］

Ｐ
ｐ
Ｏ
屋
四
目
呉
自
己
８
｝
｛
三

］
ロ
計
Ｈ
Ｏ
竺
匡
○
①
且
』
ロ
《
ず
勝
己
四
℃
①
月 ｛】

⑥③⑦⑨

①
』
Ｏ
ｐ

ｍ
ｅ
犀
四
Ｈ
詳
云
曼
四
、

胃
竺
』
め
い
①
○
言
○
口
い

■

ｍ
①
日
〕
①
』
旨
一
口
①

松
木
明
知
「
蘭
東
事
始
」
覚
え
書
（
其
ご
ｌ
桐
山
正
哲
永
世
を
中

心
と
し
て
蘭
学
資
料
研
究
報
告
第
一
七
三
、
一
七
六
、
一
八
○

号
。
一
九
六
五
年
九
月
、
十
二
月
、
一
九
六
六
年
四
月

弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。
慶
応
三
年
。

森
鴎
外
の
「
渋
江
抽
斉
」
（
そ
の
三
十
九
）
に
「
五
百
の
仮
親
比
良

野
文
蔵
の
残
し
た
の
も
、
同
じ
年
（
嘉
永
三
年
筆
者
注
）
の
四
月

二
十
二
日
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
「
御
家
中
明
細
書
」
の

二
十
二
日
で
あ
る
」
と
記
さ

森
潤
三
郎
の
校
勘
記
に
よ
れ
ば
残
し
た
の
は
明
治
九
年
（
一
八
七
七
）

十
月
二
十
一
日
で
あ
る

記
載
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る

、
ｌ
房
『
＠
ｍ
）

目
Ｃ
寺
門
ロ
四
口
①
四
ｍ
骨
彦
①

ご
巨
計
○
口
津
〕
①
弓
画
め
厨

ぐ
二
〕
胃
彦
ご
く
凹
め
｛
煙
門

二

尋
囲
い
⑤
毎
口
関
口
四
目
具
吾
①
国
胃
○
困
産

唾
冒
再
弓
同
弓
韓
吋
］

ぬ
匡
司
①
○
【
《
ず
①
彦
巨
肖
昌
幽
口
ず
Ｃ
』
琶
呈
ご
画
、

Ｈ
①
の
ロ
岸
○
用
己
Ｈ
四
○
画
○
四
一

○
烏
侍
医
①
《
吋
國
竺
詳
一
○
国
由
一

帛
門
○
口
】
庁
彦
①
焦
四
○
庁
』
旨

。

｛
①
色
些
堅
巳
四
目
暫
色
冒
空
貴
国
印
四
門
目
口
降
の
吋
嬰
署
○
吋
』
、
吋
巨
釦
口
》
ず
巨
庁
色
目
○
岸
①
』

も
色
目
群
①
Ｈ
“
印
封
吊
一
］
．

■

目
行
尉
．
面
○
ヨ
弓
①
ご
①
目
〕
Ｈ
①
頤
門
①
茸
の
匹
詳
ず
ゅ
骨
昇
署
の
壷
い
く
①
ロ
○
』
旨
｛
Ｏ
Ｈ
ｐ
〕
画
‐

、

言
○
口
煙
ず
○
口
庁
許
可
①
○
国
ｍ
一
口
画
一
陣
曲
巨
Ｈ
①
望
①
計
．

（48）



歴
史
の
研
究
上
、
そ
の
歴
史
主

言
論
が
賀
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
歴
史
を

先
賢
学
者
に
は
等
身
の
著
述
を
残
し
て
お
る
の
も
あ
る
が
少
い
の
も
あ
り
、
学
者
以
外
の
も
の
即
ち
遺
著
の
な
い
者
は
消
息
即
ち
手
紙
の
断

簡
で
も
、
そ
の
筆
者
の
言
論
意
志
延
い
て
は
そ
の
性
格
を
知
る
重
要
資
料
と
な
る
。
こ
の
手
紙
の
耆
字
は
勿
論
昔
の
書
体
、
即
ち
ク
ズ
シ
字
で

あ
っ
て
、
鉛
筆
や
ペ
ン
が
汎
用
さ
れ
用
筆
が
少
く
な
っ
た
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
実
に
隔
世
の
感
が
あ
っ
て
、
時
に
は
外
国
文
以
上
に
読
解
が
難

義
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
に
困
っ
た
こ
と
で
、
近
々
百
年
、
ワ
レ
ラ
の
父
、
祖
父
の
時
代
の
遣
書
手
紙
の
類
が
何
が
書
い
て
あ
る
か
わ
か
ら

義
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
に
困
っ
た
←

こ
れ
ら
の
読
解
に
つ
い
て
は
学
園
に
於
て
古
文
書
学
科
が
あ
る
が
、
短
時
間
の
講
義
で
は
、
全
く
の
糸
口
で
あ
り
、
実
際
は
糸
口
を
把
む
事

も
至
難
で
、
要
す
る
に
こ
れ
は
学
問
で
な
く
、
広
く
見
る
こ
と
そ
の
多
年
の
注
意
経
験
の
集
積
に
俟
つ
外
な
い
の
で
あ
る
。

今
、
学
者
、
僧
侶
、
公
卿
武
人
と
い
っ
た
医
学
史
研
究
上
必
要
か
と
思
は
れ
る
各
層
人
に
つ
い
て
そ
の
手
紙
の
現
物
を
提
示
し
そ
の
一
端
を

説
明
す
る
。
先
づ
近
頃
、
大
阪
で
顕
彰
さ
れ
た
医
学
兼
天
文
学
者
豊
後
国
（
現
大
分
県
）
人
麻
田
剛
立
書
状
全
文
を
文
末
に
あ
げ
る
。
こ
れ
は

東
大
史
料
編
サ
ン
所
の
複
写
写
真
の
引
用
で
あ
る
。
剛
立
が
七
曜
暦
の
製
版
及
び
製
本
を
山
本
彦
九
郎
に
注
文
し
そ
の
代
金
を
高
橋
、
三
宅
、

ぬ
と
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
実
情
で
あ
る
。

わ
が
国
近
世
の
手
紙
の
読
み
方

国
９
こ
８
宛
①
且
］
§
色
目
①
ｍ
①
Ｆ
①
耳
①
尉
旦
号
①
両
日
辱
冨
ｃ
号
日
、
園
日
①

つ
く
る
人
物
の
正
し
い
伝
記
を
知
る
事
は
緊
喫
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
こ
れ
は
そ
の
人
の
著
書
や

羽

倉
敬
尚

〆
田
島
○
国
色
斥
匡
国
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山
片
、
及
び
自
分
化
〈
四
人
に
て
負
担
し
よ
う
と
大
防
城
代
の
下
、
定
番
（
譜
代
の
小
藩
）
の
下
僚
同
心
の
高
橋
に
云
ひ
送
れ
る
状
、
高
橋
は
門

弟
で
汁
一
才
年
少
で
あ
る
が
役
職
ゆ
え
文
丁
重
で
あ
る
。
天
明
年
間
の
も
の
。
更
に
こ
の
文
を
通
読
す
る
と
、
そ
の
行
文
を
通
じ
筆
致
頗
る
懇

切
周
到
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
筆
者
剛
立
の
几
丁
面
な
性
格
が
遺
憾
な
く
表
れ
て
を
り
、
こ
の
綴
密
さ
が
彼
れ
の
学
問
研
究
に
一
貫
し
た
態
度

で
あ
り
、
碑
文
等
で
窺
は
れ
る
彼
の
暦
学
医
学
両
部
門
の
客
観
的
記
述
の
苦
辛
探
究
の
史
実
が
裏
書
き
実
証
さ
れ
る
か
の
様
で
あ
る
。

実
は
剛
立
も
著
録
は
今
日
伝
う
る
も
の
少
な
い
。
天
文
暦
学
で
は
幸
い
に
門
人
山
片
蟠
桃
、
あ
て
名
の
高
橋
東
岡
、
間
長
涯
等
の
俊
才
に
依

っ
て
伝
わ
る
が
、
医
学
に
於
て
は
近
年
、
大
阪
懐
徳
堂
碩
儒
中
井
履
軒
、
同
郷
の
同
学
二
一
浦
梅
園
の
著
聿
白
に
依
て
紹
介
さ
れ
た
。
履
軒
は
「
越エ

ソ

ソ
ロ
ウ

俎
弄
筆
」
ｌ
近
年
、
東
京
の
日
本
医
歯
薬
出
版
Ｋ
・
Ｋ
に
て
翻
刻
出
版
ｌ
で
剛
立
の
人
体
解
臓
の
卓
見
を
紹
介
し
た
。
履
軒
は
今
ま
で
動
も
す

ロ
ケ
〆

れ
ぱ
固
晒
、
聿
白
麓
に
籠
居
し
て
経
書
の
訓
。
研
究
に
没
頭
し
た
頑
儒
の
様
に
見
ら
れ
て
お
っ
た
（
西
村
天
囚
の
「
懐
徳
堂
考
」
等
）
が
こ
の
著

に
は
序
文
は
漢
文
で
解
剖
の
説
明
は
片
カ
ナ
書
下
シ
文
で
文
字
も
ク
ズ
サ
ズ
現
代
の
誰
れ
に
で
も
読
み
易
く
書
い
て
お
る
、
後
世
を
洞
察
し
て

お
る
か
の
如
く
、
そ
の
用
意
の
程
が
感
嘆
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
依
っ
て
履
軒
の
学
が
淵
博
で
近
代
科
学
を
も
理
解
し
、
特
に
医
学
に
関

心
が
深
か
っ
た
と
い
ふ
達
識
の
程
が
窺
は
れ
る
。

書
字
の
話
に
う
つ
る
が
、
履
軒
の
善
は
懐
徳
堂
の
能
筆
第
一
人
者
の
先
輩
三
宅
万
年
（
学
堂
初
代
学
主
、
医
家
で
な
い
が
「
医
事
傍
観
」
の

著
あ
り
）
の
塁
を
磨
す
る
も
の
で
純
日
本
式
独
特
の
ク
ズ
シ
方
、
筆
聿
国
草
行
に
も
長
じ
頗
る
気
品
が
あ
る
。
和
文
の
著
も
あ
り
和
歌
に
も
秀
詠

あ
り
そ
の
点
、
兄
の
碩
儒
竹
山
以
上
の
博
識
と
い
う
も
過
言
で
な
い
。

カ
グ
ア
ヅ
マ
マ
ロ

消
息
手
紙
に
つ
い
て
、
他
に
学
者
の
荷
田
東
丸
、
公
卿
の
能
筆
近
衛
信
尹
、
僧
侶
の
東
本
願
寺
宣
如
法
主
（
石
川
丈
山
あ
て
）
、
武
人
黒
田
如

水
（
孝
高
）
の
も
の
を
現
物
に
つ
い
て
そ
の
読
解
を
説
明
し
た
、
将
来
若
し
参
考
の
端
緒
と
も
な
ら
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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幸■■ 日 LP 寺■L■

ｙ
〃
鼻
１
４
，
獄
・
＃
冬
Ｊ
説
〃
噌
？
舛
但
・
舞
餓
龍
狐

ド

I
i

一一一

ネ

取
り
遣
（
リ
）
ノ
書
状
、
直
段
付
（
ヶ
）
等
入
二
御
覧
一
候
是
ハ
セ
曜
暦
お
返
し
の
節
一
所
一
一
お
返

し
可
レ
ヒ
レ
下
候

コ
ノ
ゴ
ロ

近
日
は
不
し
勝
の
天
気
（
二
）
御
ざ
候
、
餘
寒
未
不
レ
消
候
得
ど
も
愈
と
御
安
健
可
レ
ヒ
レ
成
二
御
坐
一

ネ

と
奉
』
賀
候
、
然
者
七
曜
暦
去
ル
十
五
日
彦
九
郎
殿
よ
り
到
来
仕
候
、
存
（
ジ
）
の
外
二
高
金
二
相

成
（
リ
）
迷
惑
仕
候
、
此
義
二
付
キ
候
而
は
最
初
よ
り
山
本
氏
殊
の
外
の
世
話
二
而
京
師
江
府
迄
も

耆
状
取
（
リ
）
遣
り
有
』
之
殊
二
京
都
江
ハ
応
復
数
度
二
及
候
義
故
彦
九
郎
殿
ヘ
ハ
此
割
賦
を
ぱ
懸

ヶ
申
間
敷
哉
ト
ハ
小
子
は
存
（
シ
）
候
二
付
三
宅
意
庵
一
一
も
談
じ
候
処
此
仁
も
許
容
二
而
御
座
候
、

左
候
へ
ぱ
御
手
前
様
三
宅
意
庵
舛
屋
七
郎
エ
門
（
注
山
片
）
小
拙
四
人
の
割
賦
二
仕
り
候
へ
ぱ
御

ネ

一
人
前
南
錬
壱
片
二
相
成
候
、
甚
高
料
い
か
が
一
一
御
座
候
得
ど
も
三
宅
（
ガ
）
小
子
へ
ヒ
レ
頼
候
二

付
小
子
よ
り
彦
九
郎
一
一
頼
（
ミ
）
候
義
故
外
二
相
手
無
之
候
得
ば
小
子
三
宅
両
人
二
而
相
弁
（
ジ
）
候

ネ

モ
ジ
ヤ

様
可
吟
仕
と
兼
而
存
罷
在
候
最
初
（
ノ
）
お
や
く
そ
く
よ
り
高
料
二
相
成
候
故
若
屋
い
ら
ざ
る
事
御

無
用
と
も
可
レ
ヒ
｜
一
忠
召
一
候
は
ｆ
少
も
無
二
御
延
慮
一
可
レ
ヒ
ニ
仰
下
一
侯
、
若
又
御
写
し
も
可
レ
ヒ
レ
成

御
思
召
（
二
）
候
は
雫
割
賦
銀
適
而
御
忠
召
し
可
レ
ヒ
レ
下
候
尤
此
割
賦
銀
（
ハ
）
五
月
節
季
二
而
も
盆

に
而
も
よ
ろ
し
く
差
急
候
事
は
無
し
之
候
、
此
段
も
御
同
志
の
小
子
御
心
易
（
キ
）
任
せ
不
し
顧
二
失

敬
一
申
上
候
事
二
御
座
候
、
と
か
く
御
互
少
も
無
二
御
隔
意
一
と
奉
レ
存
早
と
申
入
候
問
猶
又
御
心
に

叶
（
ダ
）
申
候
様
、
い
か
様
と
も
可
ニ
ヒ
レ
成
候
、
未
（
ダ
）
舛
屋
江
も
遣
し
不
』
申
候
問
御
写
し
可
レ
ヒ

レ
成
候
は
ｆ
何
と
ぞ
は
や
く
御
写
し
可
レ
ヒ
レ
下
候
、
三
宅
殿
（
ハ
）
端
故
此
間
（
｜
ｃ
早
そ
く
三
宅
へ

遣
（
シ
）
候
、
昨
夜
帰
り
候
故
今
日
為
』
持
進
シ
申
候
、
万
と
期
二
貴
面
之
時
一
候
、
頓
首
敬
白

二
月
廿
日

麻
田
剛
立

高
橋
作
左
エ
門
様

七
曜
暦
井
別
書
添
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ニ
ジ
ェ
ム
ス
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
小
川
鼎
三
氏

・
ハ
ー
キ
ン
ソ
ン
（
嵜
日
の
“
思
弄
言
い
。
Ｐ
ご
認
ｌ
届
隠
）
の
生
涯
と
業
蹟

の
大
要
を
左
記
の
文
献
に
基
づ
い
て
述
べ
た
。
一
七
八
四
年
か
ら
彼
の
名
が

ロ
ン
ド
ン
の
外
科
医
組
合
の
名
簿
に
で
て
い
る
。
そ
の
翌
年
に
は
ジ
ョ
ン
・

ハ
ン
タ
ー
の
外
科
講
義
を
き
い
た
。
そ
の
聴
講
ノ
ー
ト
（
速
記
に
よ
る
）
が

十
一
月
例
会
十
一
月
二
十
五
日

於
慶
応
大
学
北
里
図
書
館
会
議
室

一
、
明
治
十
一
年
の
東
京
大
学
の
図
書
目
録
に
つ
い
て
酒
井
シ
ヅ
氏

こ
の
目
録
は
、
今
度
出
版
さ
れ
た
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
の
中
に
採
録

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
書
名
と
部
数
か
ら
、
そ
の
頃
の
東
京
大
学
医
学

部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
本
の
種
類
と
部
数
を
分
類
、
整
理
し
て
、
同
時
に
、

順
天
堂
大
学
図
書
館
の
山
崎
文
庫
に
あ
る
東
京
大
学
医
学
部
第
五
年
報
と
東

京
大
学
医
学
部
一
覧
ｌ
明
治
十
年
ｌ
を
合
せ
て
検
討
し
て
そ
の
頃
の
医
学
数

育
の
一
端
を
窺
っ
た
。

要
す
る
に
、
明
治
十
一
年
は
ド
イ
ツ
医
学
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
既
に
七
年

を
経
た
結
果
、
蔵
書
中
、
ド
イ
ツ
書
が
圧
倒
的
に
多
い
。
又
、
予
備
教
育
が

合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
た
め
、
医
学
専
門
書
以
外
の
も
の
が
全
体
の
部

数
の
約
七
八
％
も
占
め
て
い
る
。

ド
イ
ツ
書
に
次
い
で
英
書
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
医
学
採
用
以

前
に
英
書
に
よ
る
医
学
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
等

の
所
見
を
述
べ
た
。

－

十
Ｉ

参
考
文
献

］
）
Ｆ
の
．
宛
９
母
国
茸
①
①
”
盲
目
①
“
勺
國
島
旨
８
口
．
国
巳
庁
日
〕
旦
昏
①
き
｝
〕

易
四
○
℃
宮
易
西
○
⑫
回
国
一
．
ぐ
巳
．
鴎
》
思
届
．
で
ロ
麓
１
余
．

ご
両
吋
耳
鼻
〕
同
ず
い
房
旨
皿
］
嘩
日
①
ｍ
も
閨
，
西
口
切
○
目
《
叩
両
閉
凹
冨
Ｃ
巨
昏
①
ゆ
ず
四
冨
邑
輯

冨
一
遇
．
届
冒
①
巨
匡
ざ
唱
嘩
で
匡
の
ｇ
①
ｚ
ｇ
旨
．
ｚ
の
匡
目
］
Ｃ
唱
胃
｝
吊
切
○
の
ロ
‐

再
四
』
ず
］
四
茸
．
四
房
．
］
鹿
安
叶
い
‘
旨
や
］
い
の
．
』
画
』
ｌ
唖
画
据

後
に
彼
の
息
子
で
医
業
の
後
継
者
］
・
冒
言
三
旨
目
汽
の
淵
閻
鳥
冒
切
。
昼
に

よ
り
公
表
さ
れ
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
は
一
七
九
○
年
代
に
英

国
内
の
社
会
改
革
の
た
め
に
○
匡
国
目
①
耳
と
い
う
変
名
で
激
し
い
文
筆

活
動
を
し
た
。
そ
の
た
め
に
捕
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
獄
中
の
同
志
や

そ
の
家
族
の
世
話
を
熱
心
に
や
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
に
啓
蒙
的
な
医

書
あ
る
い
は
衛
生
書
を
次
々
に
だ
し
た
。

ヘ
ル
ニ
ヤ
帯
の
改
良
（
一
八
○
二
）
、
痛
風
の
本
態
と
治
療
（
一
八
○
五
）

を
著
わ
し
て
い
る
。
化
学
便
覧
（
一
七
九
九
）
、
化
石
の
研
究
（
一
八
○
四
’

一
八
二
）
も
彼
の
著
書
で
あ
り
、
そ
の
博
識
は
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
ら

に
化
石
の
本
○
昌
冒
①
切
具
Ｏ
ｑ
ｏ
旦
○
喝
が
一
八
二
二
年
に
出
版
さ
れ
た
。

こ
れ
は
後
に
三
版
ま
で
版
を
重
ね
た
。
精
神
病
者
の
取
扱
い
の
問
題
で
ひ

ど
く
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

彼
の
名
を
不
朽
に
し
た
段
幽
置
眉
國
］
遇
の
論
文
は
一
八
一
七
年
、
六

二
才
の
と
き
で
あ
る
。
虫
垂
炎
が
死
の
原
因
に
な
る
こ
と
を
一
八
一
二
年
に

発
表
し
た
が
、
こ
れ
は
息
子
の
ジ
ョ
ン
と
の
共
著
と
い
う
べ
き
も
の
ら
し

い
。
彼
は
ま
た
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
で
あ
っ
た
。
肖
像
は
残
っ
て
い

な
い
。
時
と
し
て
同
名
別
人
（
歯
科
医
で
彼
よ
り
後
の
人
）
の
が
そ
れ
と
さ

れ
て
い
る
か
ら
注
意
を
要
す
る
。
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ｅ
国
①
匡
冒
頤
国
．
⑦
胃
風
い
○
口
岨
Ｐ
目
目
貫
ａ
巨
只
ざ
ｐ
８
チ
①
国
尉
さ
弓

○
串
夛
自
①
ｇ
Ｃ
旨
①
．
幹
①
ｇ
》
勺
冨
宮
口
①
甘
冨
四
，
Ｆ
○
口
」
○
口
．
骨
④
四
』
．
（
己
画
一
《
《
’

一
一
ｍ
）

ら
Ｐ
一
時
巴
］
．
○
ｍ
昏
里
日
閂
叩
鈩
邑
同
、
ｍ
昌
○
ロ
チ
①
ゆ
ず
鼻
言
い
勺
巴
遇

す
〕
言
日
①
、
弔
冑
底
目
、
○
口
〉
冨
．
。
．
》
旨
①
日
ご
閂
Ｏ
｛
夢
①
両
○
胃
一
○
巳
’

一
侭
①
ａ
の
匡
侭
ｇ
巳
の
》
葛
己
冒
釦
匡
匡
さ
唱
國
ご
富
。
ご
Ｃ
扇
吾
①
【
①
○
弓
．
シ
局
‐

ｏ
ぽ
ぐ
鵬
具
ｚ
の
巨
ｇ
さ
い
〕
色
白
竺
勺
遇
。
三
日
ｑ
，
ぐ
２
．
国
思
侭
、
己
己
誇
？

『
』
つ
。

ｓ
国
匡
５
輌
昌
ロ
罫
胃
ゴ
①
の
Ｆ
①
〆
房
○
口
』
胃
写
閂
く
ｃ
Ｈ
３
碗
の
ロ
号
旨
津
愚
息
．

国
巳
鰐
岳
箇
）
ｚ
ｍ
ｇ
島
巨
烏
ご
急
）
．
命
．
忠
？
臼
ｅ

ｅ
冒
幽
ａ
Ｏ
自
画
匡
○
国
冨
室
①
瀞
ヨ
ョ
一
国
日
国
．
冨
○
富
⑥
ロ
①
日
昌
・
岡
目
口
巳
吻

〕
冨
．
”
・
夛
国
庁
ケ
①
》
勉
巨
』
］
．
⑦
○
号
呂
旨
⑦
局
四
〕
画
①
匡
酌
盲
日
①
い
も
弾
『
置
巨
‐

の
ｏ
ヨ
口
司
ｍ
ｍ
ｌ
胃
函
い
←
）
．
Ｆ
ｏ
昌
旦
ｃ
Ｐ
骨
の
、
、
．
己
や
』
ｌ
い
つ
鈩

己
鄙
詳
蕊
汁
呂
“
盲
目
閂
闘
詩
冒
吻
○
口
（
弓
韻
ｌ
岳
隠
）
．
尊
顔
翠
醍
の

慌
蹄
〕
拙
い
味
．
談
今
叩
．
弱
曽
藍
掎
（
屋
宅
）
．
弓
．
］
ム
．

三
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
原
書
よ
り
豊
倉
康
夫
氏

盲
目
⑲
唖
顧
門
産
ロ
“
○
口
（
弓
韻
１
房
鷺
）
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
関
す
る
論
文

（
ジ
ロ
蜀
閉
畠
Ｃ
ｐ
ｓ
①
ｍ
ぽ
い
匿
巨
輌
弓
昌
遇
》
の
常
Ｈ
言
Ｃ
Ｏ
鼻
ｚ
①
①
与
陣
］
○
口
①
の

○
○
．
、
屍
弓
）
を
発
表
し
て
か
ら
本
年
（
岳
亀
）
は
丁
度
一
五
○
年
目
に
当

る
。
こ
の
原
本
は
既
に
一
九
世
紀
末
頃
か
ら
非
常
に
入
手
困
難
な
珍
本
で
あ

っ
た
が
、
両
言
蔚
冒
（
ご
届
）
及
び
○
の
吾
①
冒
閂
（
岳
隠
）
の
し
ら
べ
た
所

に
よ
れ
ば
、
英
国
に
三
冊
（
ロ
ン
ド
ン
の
宛
（
営
昌
○
昌
侶
①
鼻
の
ロ
畠
①
○
口
め

図
書
館
、
エ
ジ
ン
・
ハ
ラ
の
詞
昌
巳
○
呂
の
鴨
且
弓
ご
里
。
田
口
“
図
書
館
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
巨
四
目
号
①
黒
角
冨
①
会
⑦
匙
ｇ
ｏ
篇
ｑ
図
書
館
）
と
米
国

に
二
冊
（
ワ
シ
ン
ト
ン
の
⑳
自
侭
①
○
口
・
ｏ
ｇ
９
巴
図
書
館
、
シ
カ
ゴ
の
己
旬
．

、
〆
ロ
言
の
個
人
蔵
書
）
の
計
五
冊
の
原
本
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
の
み
で

あ
る
。
演
者
は
シ
制
号
．
ｚ
①
自
○
一
．
陣
Ｆ
清
屋
鼻
・
首
ふ
望
．
岳
隠
．
に
再

録
さ
れ
て
い
る
原
著
に
擁
っ
た
。

論
文
は
五
章
に
分
れ
、
第
一
章
で
は
疾
患
の
定
義
、
自
然
史
に
つ
づ
い
て
六

例
の
症
例
呈
示
が
あ
る
。
第
二
章
で
は
疾
患
特
有
の
症
候
と
し
て
不
随
意
の

振
戦
胃
①
Ｂ
ｏ
ｎ
８
月
日
の
）
と
小
走
り
の
歩
行
異
常
ａ
ｏ
①
胃
旨
胃
庁
豊
ロ
，

四
回
印
）
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
以
下
、
鑑
別
診
断
（
第
三
章
）
、
病
因

第
四
章
）
、
治
療
法
に
関
す
る
考
察
（
第
五
章
）
と
続
く
。
論
文
全
体
を
通

じ
自
然
史
と
疾
患
特
有
の
症
候
に
関
す
る
記
述
が
白
眉
で
あ
り
、
こ
の
慢
性

進
行
性
の
疾
患
を
一
つ
の
新
し
い
疾
患
単
位
と
し
て
確
立
す
る
に
至
っ
た
彼

の
方
法
論
は
後
世
の
模
範
と
な
っ
た
。

彼
の
記
載
の
中
で
筋
固
縮
（
Ｈ
侭
己
ご
）
、
無
表
情
な
顔
貌
、
調
節
輻
轆
異

常
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
本
症
に
お
け
る
基
本
的
な
臨
床
症
候
に
つ

い
て
は
殆
ど
完
壁
に
近
い
。
以
下
に
挙
げ
る
症
候
論
は
す
べ
て
彼
の
記
載
し

て
い
る
所
で
あ
る
。
①
多
く
は
五
○
才
以
上
の
老
年
に
発
病
、
②
徐
々
に

発
症
、
軽
過
は
慢
性
進
行
性
、
③
静
止
時
の
振
戦
で
あ
り
、
企
図
運
動
で

軽
減
す
る
、
例
最
初
半
側
に
起
り
、
後
に
他
側
に
も
及
ぶ
⑤
体
の
前

屈
姿
勢
⑥
小
刻
み
の
小
走
り
歩
行
、
早
口
の
一
言
語
、
㈹
運
動
の
振
幅

が
小
さ
い
、
⑧
前
方
突
進
症
状
と
転
倒
し
易
い
傾
向
、
⑨
唾
液
が
た
ま

り
易
い
こ
と
、
⑩
便
秘
⑪
脳
卒
中
に
よ
る
振
戦
の
停
止
と
麻
癖
回
復

後
の
振
戦
再
現
⑫
知
能
障
害
、
知
覚
障
害
を
欠
く
こ
と
。

十
一
一
月
例
会
（
蘭
学
資
料
研
究
会
合
同
主
催
）

十
二
月
十
六
日
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於
東
大
医
学
図
書
館
三
○
二
号
室

一
、
京
都
の
蘭
学
に
つ
い
て

ｌ
研
究
の
回
顧
と
展
望
Ｉ
山
本
四
郎
氏

は
じ
め
に
研
究
の
回
顧
を
小
石
元
俊
（
京
都
小
石
家
）
・
三
伯
系
の
藤
林

普
山
（
京
都
田
辺
郷
土
史
）
・
小
森
玄
良
（
京
都
小
森
・
大
垣
大
橋
両
家
、

史
料
散
逸
の
状
況
）
・
辻
蘭
室
（
京
大
・
横
浜
辻
家
）
・
新
宮
涼
庭
（
京
大
）

に
つ
い
て
述
べ
、
蘭
学
者
の
地
位
を
小
石
Ⅱ
京
都
古
医
方
と
江
戸
蘭
学
の
交

会
点
・
藤
林
と
小
森
Ⅱ
反
訳
と
治
療
に
よ
る
発
展
・
辻
Ⅱ
各
国
語
と
諸
学
科

に
わ
た
る
広
般
（
た
だ
し
初
歩
的
の
も
の
多
し
）
な
関
心
・
新
宮
Ⅱ
技
術
と

教
育
お
よ
び
経
済
活
動
、
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
、
そ
の
時
代
的
背
景
に
ふ

れ
る
。
未
着
手
は
小
石
元
瑞
、
史
料
的
に
京
都
に
お
け
る
活
躍
の
発
掘
不
足

な
い
し
不
詳
の
も
の
と
し
て
三
伯
・
日
野
鼎
哉
・
広
瀬
元
恭
な
ど
は
今
後
の

研
究
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
京
都
の
み
で
な
く
、
全
国
的
は
、
藺
学
史
、
医
学
史
の
研
究
と

も
に
、
時
代
の
な
か
に
従
来
の
研
究
成
果
を
い
か
に
位
置
づ
け
、
文
化
の
形

態
・
交
流
の
状
況
を
描
き
、
問
題
点
を
見
出
す
か
、
つ
ま
り
、
伝
記
的
、
書

誌
学
的
研
究
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
を
ふ
み
こ
え
た
包
括
的
な
研
究
（
一
部
着

手
さ
れ
つ
つ
あ
る
）
を
す
る
必
要
を
説
く
。

付
Ⅱ
演
者
の
研
究
成
果
は
『
藤
林
普
山
先
生
』
・
『
小
石
元
俊
』
・
「
新
宮
涼

庭
伝
』
（
近
刊
）
・
「
小
森
玄
良
伝
研
究
」
・
「
辻
蘭
室
」
（
近
刊
の
論
文
集
所

収
）
参
照
。

二
和
蘭
医
話
の
版
本
に
つ
い
て

近
く
本
誌
に
原
著
発
表
予
定
。

石
原
明
氏

万
』

』
一

三
、
近
世
日
本
の
手
紙
の
読
み
方

本
文
参
照
。

一
九
七
○
年
度
国
際
医
史
学
会

会
長
ポ
ロ
ガ
教
授
（
卑
旦
．
厚
一
○
彊
）

開
催
地
ル
ー
マ
ニ
ヤ
国
ブ
カ
レ
ス
ト
市
届
巨
ｏ
肖
作
“
ｃ

期
日
未
定
（
一
九
七
○
年
九
月
の
予
定
）

主
題一

、
医
学
的
義
務
論
の
歴
史

’
九
六
八
年
度
国
際
医
史
学
会

会
長
パ
ッ
チ
ニ
教
授
（
酎
昌
唇
闇
目
）

開
催
地
イ
タ
リ
ー
国
シ
エ
ナ
市
（
陸
ｇ
画
）

期
日
一
九
六
八
年
九
月
二
二
’
二
八
日

主
題一

、
ト
ス
カ
ナ
医
学
の
中
世
医
学
へ
の
貢
献

二
、
中
世
に
お
け
る
医
学
と
芸
術

三
、
歴
史
に
お
け
る
イ
タ
リ
ー
と
他
国
家
と
の
間
の
医
学
上
の
関
連

四
、
医
学
革
命
、
特
に
過
去
百
年
間
に
お
け
る
病
理
学
、
病
理
学
的

機
転
及
び
特
異
性
の
概
念
に
つ
い
て

五
、
歯
科
技
術
の
革
新

六
、
そ
の
他

使
用
国
語
英
、
独
、
仏
、
伊
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
各
語

国
際
医
史
学
会
の
お
知
ら
せ

羽
倉
敬
尚
氏
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投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

原
稿
形
式
日
本
文
の
表
題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
、
英
文
表
題
ロ
ー
マ
字
著

者
名
を
記
し
本
文
の
終
り
に
留
日
目
陛
昌
と
書
い
て
英
文
抄

録
を
添
え
て
下
さ
い
。

原
稿
枚
数
表
題
、
著
者
名
、
本
文
、
表
、
図
版
等
を
あ
わ
せ
て
三
印
刷
ペ

ー
ジ
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
大
体
七
枚
）
ま
で
は
無
料
で
掲

載
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
一
印
刷
ペ
ー
ジ
当
り
一
五
○
○
円
の

実
費
を
頂
き
ま
す
。

校
正
・
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
の
著
者
校
正
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の

他
の
場
合
は
な
る
べ
く
編
集
部
に
お
ま
か
せ
下
さ
い
・

別
刷
投
稿
者
に
は
論
文
掲
載
誌
を
五
部
無
料
贈
呈
し
ま
す
。
特
に
別

刷
希
望
の
方
に
は
実
費
を
頂
い
て
五
十
部
単
位
で
作
成
致
し
ま

す
。
こ
の
場
合
に
は
表
紙
に
表
題
、
著
者
名
な
ど
を
印
刷
し
ま

す
ｃ

原
稿
送
り
先
原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ノ
ー

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
教
授
室
内
日
本
医
史
学
会

四
、
歴
史
に
お
け
る
ル
ー
マ
ニ
ヤ
と
他
国
家
と
の
間
の
医
学
上
の
関

連

五
、
そ
の
他

使
用
国
語
英
、
独
、
仏
、
伊
、
露
、
ル
ー
マ
ニ
ヤ
の
各
語

四 三二
℃ 、 、「

日
本
医
史
学
雑
誌
」
投
稿
規
定

民
間
医
学
の
科
学
的
意
義

ロ
ー
マ
帝
国
諸
領
域
の
医
学

I

往
年
の
中
外
医
事
新
報
に
は
、
内
外
の
秀
れ
た
文
献
が
抄
録

の
形
で
載
せ
ら
れ
、
会
員
の
便
に
供
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
皆

様
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
今
回
再
び
こ
の
欄
を
復
活
す

る
こ
と
と
し
、
早
速
御
覧
の
よ
う
な
第
一
号
を
小
川
先
生
か
ら

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
号
よ
り
漸
時
本
欄
の
拡
充
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
御
投
稿
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

さ
し
あ
た
っ
て
、
論
文
一
篇
に
つ
き
四
○
○
’
八
○
○
字
の

抄
録
と
し
、
日
本
医
史
学
会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

「
論
文
抄
読
」
欄
へ
の
お
願
い

＊

苫に

＊

（55 ）



InJapanthisdrugcame inuseagainstsyphilisby theendof the l6th

century, althoughit isnotexactlyknownwhenandbywhomthe indi-

cationofthisdrugwasfirstsystematicallydescribed.

ThisdrugwasreintroducedintoJapaninthel7thcenturybysuchEu-

ropeanphysiciansasAllmansKatZ,DanneI Busch, StevenandWillemten
Rhvne.

茸

AmongmanyJapaneseauthors, whohavewrittenon syphilis and its

treatment intheTokugawaperiod徳川時代(1603-1867),theworksofthe

followingtwopersonshavespeciallyinterestedthepresentauthor.

ShutokuKagawa香川修徳(1683-1755) describedthediagnosisandpro_

gnosisofsyphilis indetail inhispublication :6IppondoGyoyoigen''一本堂

行余医言andtheusageoiTuFuLing土筏苓inG<IppondoYakusen''一本

堂薬選．

DokushoanNagatomi永富独輔庵(1732-1766) publishedabook ;GBaiso

Kuketsu''徽瘡口訣andgavethegeneraldescriptionofsyphilis, explaining

howtouseTuFuLing土挟苓．

(15)
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Summary

TuFuLing土筏苓(Chinaroot),aChinesedrug,was first reportedin

6fBenCaoGangMu''本草綱目ofLiShiZhen李時珍．Thisplanthadbeen

mistakenlyspokenunderthenamesof twodifferent plants, BiXie草解

andBaQi溌葵The identificationof thesethreeplantsonthebasisof

modernbotanical taxonomywasmadebyaJapanesebotanist,Tomitaro

Makino牧野富太郎, asfollows :TuFuLing土筏苓isSmilaxglabraRoxb.;

BiXie草解SmilaxstenopetalaA.GreyorDioscoreatenuipesFranch. et

Sav.; andBaQi羨葵SmilaxChinaL.. Atpresent,however, it isusually

believed, thatBiXie草解isnotSmilaxstenpetalaA.Grey,butDioscorea

tenuipesFranch. etSav.,

BiXie草騨andBaQi溌葵werereportedintheearlierChineseherb-

als, :&ShenNongBenCaoJing''神農本草経and:GMingYiBieLu''名医別

録, respectively, andaccording to their descriptionsBiXie稜解was

chiellyused forpainsand stiffnessof "thebackandloin; disordersofthe

joint; paralysiscausedbycoldnessandwetness ; hardlycurablemalignant

ulcers; andtheheatedpneuma; andBaQi羨葵forpainsofthebackand

loincausedbycoldness, paralysiscausedbythewind, disfunctionsof the

hlood, andtheexcessiveurinaryexcresion.

Afterthe invasionofsyphilisfromAmericaintoEuropeandAsia,TuFu

Ling土筏苓becameknownasausefulmedicine against syphilis all over

theworld.

Thefirstepidemicofsyphilis inEuropebrokeout inl493and that in

Chinabeforel505andinJapaninl512.Thefirstapplicationof this drug

asanantisyphiliticwasattributedto theChinesebefore l521, and this

experiencewas introducedintoEuropeaboutl533vialndia.

Thefirstdescriptionof thisdrugasanantisyphiliticwasgiveninChina

byWangJi汪機inhispublication:6ShiShanYiAn''石山医按, and in

EuropebyAndreasVesalius inhis @GLetteronChinaroot''.

（〃）



ToyoYamawaki山脇東洋

TuFuLing土筏苓5Sen銭, ChuanQiong川言(Cnidiirhizoma) 5

Bu分,DaHuang大黄(Rhei rhizoma)5Bu分,JingJie荊芥(Ne-

petaeherba)6Bu分, JiCai叢菜(Houttuyiniaeherba)6Bu分

undJinYinHua金銀花(Loniceraeflos) 1Sen銭.(Sen銭undBu

分sindGewichtseinheiten.)

MankochediegegebenenArzneienin2TeetassenWasser,bisdie

Hilftedavonausgekocht ist.

SchlussWOrt6

TuFuLing土扶苓isteinederwenigenDrogen, die immedizinischen

VerkehrzwischenWestenundOsteneinegrosseRollegespielthaben.AIs

einunwillkommenesNebenproduktdergrossartigenLeistungvonColumbus

wurdcSyphilis, dieursprUnglicheineendemischeKrankheitgewesenwar，

amEndedesl5.JahrhundertsinEuropaundunmittelbardaraufinSUdost-

sowieOstasieneingefijhrt.

TuFuLing土筏苓galtfrUheralseinegew6hnlicheDrogeinOstasien,

undfandbeiderBehandlungvonGelenkschmerzen, Blatternunddurch

KalteundFeuchtigkeitverursachtenKrankheitenVerwendung.Nachdem

erst inChinabekanntwurde, dassdiesesMittel gegenSyphiliswirksam

ist,wurdeesgleichinEuropaeingeftihrt, undderdamalsmachtigsteKai-

serinEuropa,KarlV.,verwendetediesefremdeDrogebeiderBehand-

lungseinerGichtmitErfolg. Seitdemwurde sie inEuropa eineZeitlang

hochangesehen. 1nfolgedessenwurdedieseDrogevonmehrerenArzten,

dieiml7. JahrhundertnachJapankamen,hierwiedereingefiihrt.

UntervielenjapanischenAutoren, die inderPeriodeTokugawa徳川時

代（1603-1867) iiberSyphilis undderenBehandlunggeschriebenhaben,

wurdenhierzweiAutoren,ShutokuKagawa香川修徳undDokushoanNa-

gatomi永富独哺庵,genanntundihreMeinungenwurdendargestellt,

DerAutorfUhltsichverpflichtetseinemLehrerHerrnProf. Dr.Teizo

OgawaderJuntendoUniversitat fUrdiewertvollenRatschlage soiwedie

standigeAnregungzudieserArbeitseinenherzlichstenDankauszusprechen.

FrauDr.CorneliaZielinskiKanokogi sei fUrdieliebenswUrdigeKorrek-

turdesdeutschenTextesundFrauProf.Dr.ErnaLeskyderUniversitat

(1.3)



G･IppondoYakusen
ﾌﾜ

rungderDiagnoseundPrognosevonSyphilisundin

-本堂薬選beschreibterdieAnwendungvonTuFuLing土扶苓，

ShutokuKagawa香川修徳sagt : ((TuFuLing土扶苓isteinunentbehr-

lichesMittelgegenSyphilis. Auchwennmandieses eine lingereZeit

undingrosserDosisnimmt, bringtesnurGutesundschadetgarnicht.Al-

lerleidurchSyphilishervorgerufeneBeschwerdenwerdendadurchbeseitigt.

Quecksilberprtiparatewirken zwar auch, aber nurkurzfristig. DasGift

wirdallmahlichmanifest,undmehrereBeschwerden tretennachtraglich

auf.NurTuFuLing上沃苓bewirktdie vollstandigeBeseitigungdesGif-

tes, alsosollmanesbeiallenPatientenanwenden,obessichumErwach-

sene, Kinder, ManneroderFrauen,odersogarsolche, diedieKrankheit

geerbthaben, handelt.Ergibt aucheinpaarmitTuFuLing土挟苓er‐

folgreichbehandelteBeispiele.

11. DokushoanNagatomi永富独哺庵undseinWerk:GBaisoKuketsu''

徽瘡口訣

DokushoanNagatomi永富独嚥庵(1732-1766) gilt ebenfalls fUr einen

grossenArztderPeriodeTokugawa徳川時代(1603-1867).

InseinemWerk@@BaisoKuketsu''徽瘡口訣(einewichtigeLehre iiber

Syphilis)sagtDokushoanNagatomi永富独嚥庵: ((DieseKrankheit (Syp-

hilis) istseitderfr(ihestenZeit oft laienhaft behandeltworden. Daher

sindvielePatientendurchQuecksilbervergiftung inhoffnungslosenZustand

gekommen. .…..…DiemeistenPatientenhaltenihreKrankheitgeheimund

benutzenverschiedeneSalbenodersiebeeilensichm6glichst friihTuFu

Ling土校苓zunehmen,umdadurcheinezeitweiseGenesungzuerreichen.

AberdasGiftarbeitet indenPatientenlangsamweiter,sieleidendannan

Knochenschmerzen,Augen-undOhrenbeschwerden.DievonNaturstarken

PatientensollenzunichstDangGui当帰(Lingustiradix),ChuanQiong川

=(Cnidiirhizoma),DaHuang大黄(Rheirhizoma),LianQiao連翅(Fo-

rsythiaefructus)undJinYinHua金銀花(LoniceraefIos)u. dgl. nehmen,

wodurchdasGift langsamausgeschiedenwird.UndmanverwendeTuFu

Ling土校苓erstwenndieKrankheitnicht inihremAnfangsstadiumist.

DokushoanNagatomi永富独噸庵gibtu. a. folgendesRezept, daservon

seinemLehrerToyoYamawaki山脇東洋erfahrenhat.Das ist :

Rp.GomotsuGedokuTo五物解毒湯vonmeinemverehrtenLehrer

(12)



inderZweitenHilftedesselbenwurde aber dieseDrogevonEuropaern

wieder insMorgenlandundzwarhauptsachlichinJapaneingefilhrt.Nach

derBeschreibungvon ･f16SeikiNichi-OKotsushi noKenkyu''十六世紀日

欧交通史の研究(Uberdenjapanisch-europaischenVerkehr im16. Jahrhun-

dert)vonYoshitomoOkamoto岡本良知gibteinespanischeMitteilungUber

ExportnachJapanausdemHafenMakaoEndcdes l6. Jahrhundertseine

ListederExportartikel,unterdencnauchTuFuLing土挟苓zufindenist.

Seitdeml7. JahrhundertkamenvieleHollanderundwenigerzahlreiche

andereEuropiernachJapan, undUbteneinenerheblichenEinflussaufdie

japanischeMedizinaus.

In &GZenseishitsulwa''繕生室医話, einemvonKuninoriKatsuragawa桂

川邦教ver{asstenWerk, sindvieleeuropaischeRezeptegegeben, dieTu

FuLing土挟苓enthalten. SiestammenvonAllmansKatz (1661-1662 in

Japan),DannelBusch(1662-1665 inJapan),Steven(1672inJapan),Willem

tenRhyne (1674-1677inJapan)ua..

Engell)ertKaempfer, eindeutscherArzt, der von l690-1692 in Japa'1

wohnte,gibt inseinemimJahrel712ver6ffentlichtenWerk@:Amoenitaturn

exoticarum'' eineausfUhrlicheErklirungvonTuFuLing土荏苓mit einer

Abbildung, allerdingsmachterhierbei einenkleinenFehler, d. h., eine

VerwechselungvonTuFuLing土筏苓miteineranderenPflanzeBaQi

叛葵．

5. Zwei japanischeBeitrggeiiberSyphilis inderPeriodeTokugawa

徳川時代

I. ShutokuKagawa香川修徳, seineBeitrggezUrUntersuchungVon

SyphilisundderenBehandlung

ShutokuKagawa香川修徳(1683-1755) isteinbedeutenderArzt inder

PeriodeTokugawa徳川時代(1603-1867),undermachteeinegenaueUn-

tersuchungUberSyphilisundderenBehandlung. Er ver6ffentlichteu. a.

zweigrosseWerke: $6IppondoGyoyoigen''一本堂行余医言(Medizinische

Lehrevonlppondo-本堂) und ､ IppondoYakusen-本堂薬選(Arznei-

kundevonlppondo-本堂). Ippondo-本堂isteinandererNamevon

ShutokuKagawa香川修徳．

In ;6lppondoGyoyoigen''一本堂行余医言gibt eseineausfUhrlicheErkli-

（〃）



Ling土筏苓erwahnen.

｡6SankiChOkuShihO''三喜直指方erschienl785.DerHerausgeberNanyo

Hara原南陽behauptet, dasBuchseiursprUnglichvonSankiTashiro田代

三喜(1465-1537)geschrieben. IndiesemBuchfindetsichdieBeschreibung

vonYobaiso楊梅瘡(die japanischeAussprachevonYangMei Chuang

楊梅瘡) sowieeinRezeptnamensSofuGedokuTo捜風解毒湯(die japani-

scheAussprachedesvonLiShiZhen李時珍SouFengJieDuTang捜風

解毒湯genanntenRezeptes),indemTuFuLing土筏苓dieHauptrolle

spielt.Es istaberdurchausunsicher, obdaswirklichvonSankiTashiroRJ

代三喜geschriebenwurde, undzwar ausfolgendemGrund, namlich:Die

ErklarungdesgenanntenRezeptesin G@SankiChokushiho''三喜直指方und

dieienige in !:BenCaoGangMu''本草綱目sind,wiediesauchanvielen

anderenErklarungenindenbeidenWerkenbemerkbarist,inhaltlichgenau

gleich. IndieserHinsichthatGenkanTaki多紀元簡(1732-1801)vollkommen

Recht, indemer imGeleitwortzurAusgabevon@GSankiChokushiho''三

喜直指方aussert ; ((DasBuch ;#SankiChokushiho''三喜直指方entnahm
siebenZehntel seineslnhaltesaus @:BenCaoGangMu''本草綱目，．……・・

DasBuchkannnichtalsOriginalwerkvonSankiTashiro田代三喜bezeichnet

werden.))G6GuanKuketsu''愚按口訣wurdevonDojuNagasawa長沢道寿(einem

SchiilervonDosanManase ll.二代目曲直瀬道三) ca. 1650verfasst und

wurde l672vonSanryuNakayama中山三柳(einemSchUler vonDoju

Nagasawa長沢道寿) revidiert,unddieserfiigtedabeimehrereSatzehinzu.

DasobengenannteRezept,SofuGedokuTo捜風解毒湯, findet sichnicht

unterdenRezeptenvonDojuNagasawa長沢道寿sondernunterdenjenigen

vonSanryuNakayama中山三柳hinzugefiigten.Dasweist daraufhin, dass

TuFuLing土筏苓inJapanschoniml6. Jahrhundert gebraucht, jedoch

erst iml7. Jahrhundert als das idealeMittel gegenSyphilis anerkannt

wurde.

4. WiedereinfiihrungvonTuFuLing土挟苓vomAbendland ins

Morgenland

Seitdeml6. Jahrhundertwurde derVerkehr zwischenWestenund

OstenvonTagzuTaglebhafter. TuFuLing上快苓wurdewiegesagt in

dererstenHalftedesl6. JahrhundertsvonChinanachEuropagebracht,

(I0)



Manasel.初代曲直瀬道三dieseKrankheitmitdemNamenvonYobaiso楊梅

瘡(diejapanischeAussprache vonYangMeiChuang楊梅瘡) undgibt

darUberErklarungen, aberessinddarinkeineRezepte zu finden, dieTu
FuLing土挟苓enthalten.

EinanderesWerkvondemselbenAutornamens4CNichiyoYakuseiNodoku''

日用薬性能毒erwahntnichtsvonTuFuLing土筏苓．

DosanManaselI.二代目曲直瀬道三, derNachfolgervonDosanManase

I.初代曲直瀬道三, hinterliessu. a. cGIgakuTenshoki''医学天禧記und$6Sai-

minki''済民記IndiesenbeidenWerkenisteineBeschreibungvonSyphi-

lisenthalten, aberkeineUberTuFuLing土扶苓．

YuFujikawa富土川瀞fUhrtedenfolgendenSatz auseineraltenHand-

schrift $6SuichikuoDomonsho''翠竹翁答問書(GeSprachmitSuichikuo翠竹翁）
an: ((EinMannnamensGenkaiNyudo源介入道litt seitFebruardes

letztenJahresanToSo唐瘡(Syphilis)undhattebereitsl4-15Kin斤(eine

Gewichtseinheit)vonSankirai山帰来(TuFuLing土扶苓) verwendet.))

Suichikuo翠竹翁isteinandererNamevonDosanManase l・初代曲直瀬道

三, dervonl507-15941ebte.Darausersiehtman,dassTuFuLing土扶苓

beiderBehandlungderSyphilisvorl594zurVerwendunggekommenist.

KeizoDohi土肥慶蔵sagt inGfSekaiBaidokushi''世界徽毒史(Geschichte

derSyphilis) folgendes :((DiegleicheBeschreibungwiedieobigeAnfUh-

rungvon@6SuichikuoDomonsho''翠竹翁答問書findetsichin#;DosanShitei

Mondo''道三師弟問答(GesprachzwischenDosanManase l.初代曲直瀬道

三undseinenSchiilern).))KeizoDohi土肥慶蔵findetindiesemManuskript

zweiDatierungen,namlichl563undl564,undsagt : ((Dasweistdaraufhin,

dassdieobigeklinischeErfahrungschonl563.1564vorgekommenist.))AIso

nachderMeinungvonKeizoDohi土肥慶蔵kamTuiFuLing土扶苓in

JapangegenSyphilisbisspatestensl564inGebrauch.

MerkwUrdigistes,dasswederDosanManasel.初代曲直瀬道三in ｡6Kei-

tekishu'' 啓廸集(seingr6sstesmedizinischesWerk in8Banden) und

G:NichiyoYakuseiNodoku'' 日用薬性能毒(UberVor.undNachteilevon

taglichenArzneien)nochseinNachfolger,DosanManasell.二代目曲直瀬

道三. in :6lgakuTenshoki''医学天正記(Sammlungvoneigenenklinischen

ErfahrungenwahrendderAraTensho天正bisKeicho慶長) und @$Sai-

minki''済民記(einmedizinischesWerk in3Banden) etwas vonTuFu
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satzu''dFistelnwiderdasPodagramundGesUchtundLahmederGlieder,

zudemSteinundwideralleSchwachheit, sovonkaltenFliissenverursacht

werden, auchwideralleVerstopfungderLeberunddesMilzes, demkalten

iibeldauendenMagen. Und soll dienen zu solchen erzahltenGebrechen

einenjedenMenschen,wasserleiKomplexionoderAlterserseinmag.

DerGebrauchdieserWurzelnwird alsozubereitet:Mannimmt der

WurzelnfiinfLot, schneidet sie zukleinenScheiblein,weicht sie zw61f
StundeinvierPfundfri､hBrunnenwassers、und lasst es auf dieHalfte

einsieden、undvondiesemWassergibtmandesMorgens einenwarmen

TrunkzumSchwitztrankwievondemFranzosenholz, danachnimmtman

diegesotteneScheibenwiederum,undsiedet siewiedermit frischemWas-

ser,undhrauchtsolcheszueinemgemeinenTrank.

EshatdieseWurzel solcheKraftundArt insich, dass siedemWasser

einenlieblichenGeschmackundsch6neFarbegibt, wennsie schonzum

drittenundviertenMalwiederummitfrischemWassergesottenwird,gleich

alswenneseingesottenesZimtwasserware.))

AnschliessendfUgtLonicerus eineAnmerkungbei : ((Weitlaufighaben

vondemGebrauchdieserWurzelgeschrieben、AndreasVesalius,Hieronymus

Cardanus,undletztlich,J.PalmariusConstantinus,inlibro,delueVenerea.))
フフ

DieAnwendungvonTuFuLing土校苓wurde in$CWaiKeZhengZong

外科正宗und in <dWanBingHuiChun''万病回春ausfUhrlichdiskutiert.

Dasersterewurdel577vonChenShiGong陳実功unddas letztere l587

vonGongTingXian翼廷賢verfasst.

YuFujikawa富士川溝berichtet inseinemWerk(4Nipponlgakushi''日本

医学史(GeschichtederMedizin Japans) : ((Syphilis tritt inJapannach

C4Gekkairoku''月海録vonShukeiTakeda武田秀慶imJahrel512zumersten

Malauf, unddieseneueKrankheitwurdeToSo唐瘡(diechinesischege-

schwiirbildendeKrankheit)oderRyukyuSo琉球瘡(diegeschwijrbildende

KrankheitderlnselRyukyu琉球)genannt.))Soweit ichineinerpartiellen

Wiedergabevon<:Gekkairoku'' 月海録ineinerZeitschrift :GKanpo''漢方

gelesenhabe, fandichvieleSatze iiberSyphilis, aberkeine UberTuFu

Ling土筏苓．

EingrossesWerkvonDosanManaseI.初代曲直瀬道三namens 4#Keiteki-

shu''啓廸集erschien imJahre l574n.Chr.,DarinbezeichnetDosan

（ 8 ）



dassmandieseDrogegegenallem6glichenKrankheitenverwendet,nurum

aufdieseWeiseeingutesGeschaftzumachen.))

DerAutorverdanktdieobigeAnfUhrungvonAndreasVesaliusvorallem

derenglischenUbersetzungvonC.D.O'Malley,derl965einBuch$sAnd-

reasVesaliusofBrusselJver6ffentlichthat.

AusdemBriefvonA.Vesaliusersiehtman, dassKaiserKarlV. seine

GelenkschmerzenmitTuFuLing上筏苓mitErfolgbehandelte,Vesalius

selbst jejochscheintvonderdamalsetwasiibertriebengeschatztenWirkung

dieserDrogenichtganzUberzeugtgewesenzusein.

E.Bretschneider schreibt, dassGercia abOrta, der alsArzt fUrden

portuguisischenGeneralgouverneuretwa30Jahre inlndienwohnte,inseiner

Ver6ffentlichung (℃ologiosdossimplesetdrogasetc.; 1563'' u. a. UberTu

FuLing {荻苓sichwiefolgtausdrUckt : ((Radixchinae istwiemehrere

andere lleilkrauter inChinaheimischunddort als eine ausgezeichnete

ArzneigegenGeschlechts-undHautkrankheitenangesehen.DieseDrogekam

inlnjien imJahrel535erstmaligzurVerwendung. DieChinese', nennen

sieLampatam.))Manerinneresichdaran, dassTuFuLing土挟苓nachLi

ShiZl,en李時珍auchLengFanTuan冷飯団heisst! ()hneZweifel kommt

LampatamausLengFanTuan冷飯団．

NachBretschneiderschreibenauchfolgendeAutoreniiberTuFuLing土

校苓, dassindTrigault in <&DeChristianaExpesitioneapudSinas suscepta

abSoc. Jesu.ExP.MattaeiRicci commentariis,1615.'',AlvarusdeSemedo

G$RelationedellaGrandeMonarciadellaChina, 1643''in ;$RelationedellaGrandeMonarciadellaChina, 1643'' undMartinus

Martini in :CAtlasSinensis, 1655''.

DasKrauterbuchvonAdamusLonicerusberichtetauchiiberTuFuLing

土快苓.DiesesBucherschienl555 in lateinischerSprache, unddie erste

deutscheAusgabe erfolgte l578. Inder inmeinemBesitz befindlichen

AusgabevomJahrel679findetsichfolgendeBeschreibung,

((VoretlichenJahrenistdieseWurzelineinsolchLobundPreiskommen,

dasssie invielh6heremWertundRuhmalsdasFranzosenholz istgehalten

worden,undihrdieTugendzugeschrieben,dasssiealleb6seFeuchtigkeit

derGliederverzehre,undsolchedurchdenHarnunddurchdenSchweiss

ausfUhre. SollalsoeinbesondereArznei seinzuHeilungder unkeuschen

BlatternundallerUnreinigkeit (1esLeibs, altenSchalen, Riiuligkeit,Aus-
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dieBehandlungvonGichtunddieErhaltungder allgemeinenGesuniheit,

abermehrerespanischeEdelleute,dievonTuFuLing上伏苓begeistert

waren, empfahlenihmdieseneueingefiihrtechinesischeDroge zurProbe.

KarlV.liesssichschliesslichiiberreden, dieseDrogeeinmal anzuwenden,

weilmansagte,dassdieDroge,TuFuLing土筏苓, auchnachkurzfristiger

Anwendungwirksamgenugsei,undkeinestrengediiitetischeBeschrdnkung

wiebeidemGebrauchvonGuajakerforderlichist.NachdemKaiserKarlV.

TuFuLing土扶苓gebrauchthatte,gewanndieseDroge einen sohohen

Ruf，dassniemandandereDrogengebrauchenwollte.KaiserKarlV. nahrn

TuFuLing土校苓nurl4Tage, daherkannman indiesemFall nicht

beurteilen,wieweitTuFuLing土扶苓fiirGichtwirksamist・Aberesmuss

dochgesagtwerden,dass (lerKaiser, dernochvor einemJahrnurmit

grosserMiihedesMusculusdeltoidesseinenlinkenArmbewegenkonnte,

nachdemGebrauchvonTuFuLing七筏苓dabei keineSchwierigkeiten

mehrhatte.Ausserdemwurdeer vonhartnackigenSchmerzen imlinken

BeinnachdemGebrauchvonTuFuLing士筏苓befreit, dieSchmerzen

warenvoreinemJahrsoschlimmgewesen,dasserkaumgehenkonnte.))

UberdieHerkunftdesNamensderDroge @GChyna'' hatteA・ Vesalius

keinerichtigeKenntnis・Erschreibt :((IchkennedenwirklichenNamen

dieserDrogenicht,dieverschiedentlichwieChyna,Chynna,Chynna,Cyna

undeventuellauchEchinaundAchyanagenanntwird・DieserNamestammt

vondemNameneinesOrtesbzw, einer lnsel in lndienoder der neuen

Welt,vonwodieseDrogemit Pfeffer,Nagelein, Ingwerund.Zimt von

Portuguiesensowiekaiserlicher!Schiffsleutenhierhermitgebrachtwird.Man

sagt,dassdieDrogeamSeestrandgesammeltwird,unddasssiewahrscheinlich

anmarschigenStellenwachst.))

A.Vesaliusfiigtehinzu:((VonunseremgemeinsamanFreund,Gerard

vanVeltwvck. der sichfijrBotanik sehr interessiertun(1 versucht hat,
‐ '

wahrend seinesAufenthaltes inderTUrkei alsMissionarallem6gliche

InformationenUberdieseDroge zuerwerben, habe ichnurdas folgende

erfahren, namlich;DieDrogewird inKonstantinopel importiertundein

JudeverwendetsiebeiseinenPatientenmitgeringeremErfolgalserwartet.

Ich(GerardvanVeltwyck)erwarbvondenKaufleutenkeinelnformationen

alsdasssieamSeestrandwachst.EinigeKaufleutebehauptenmitUnrecht>
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Zi牽牛子(Pharbitidis Seman) undkoche sie in6TeetassenWasser,

bisdasWasserzurHalfteverdampft.Davo,Inehmemantaglichdreimal!

WennmandenDekokteinigeMalegenommenhat,wirddieKrankheit

gew6hnlichausgeheilt.))

GGWaiKeFaHui''外科発揮vonBi LiQi詳立斉erschien l528. Auch

darinwurde iiberdieneueKrankheitYangMeiChuang楊梅瘡berichtet,

undBiXie革解fandu. a. dabeiVerwendung. GGXuYiShuo''続医説von

YuBian愈辨erschienl545. DarinwurdedieseDrogewahrscheinlichzum

erstenMalTuFuLing士筏苓genannt,undiiberdieWirkunggegenSyphilis

wurdeberichtet.Syphiliswurdedamals inChinamitGuangDongChuang

広東瘡oderYangMeiChuang楊梅瘡bezeichnet. GuangDong広東ist
namlicheinestidostchinesischeProvinz,woSyphilis inChinazumersten

Malauftrat,undChuang瘡bedeutet etwaGeschwIir. DerNameYang
MeiChuang楊梅瘡kommtvonderAhnlichkeitzwischenderGestalt des

GeschwtirsundeinerFruchtnamensYangMei楊梅．

In @6BenCaoGangMu''本草綱目sagtLiShi Zhen李時珍:((Wahrend

derAraHongZhi弘治(1488.1505)bisZhengDe正徳(1506-1521) gabes

einegrosseEpidemievonYangMeiChuang楊梅瘡.)) Daraus ersieht

man, dassSyphilis insolcheinerkurzenZeit vonEuropa aus inChina

eindrang.Li Shi Zhen李時珍sagtweiter ; ((Zunachst verwendeteman

dabeiQingFen軽紛(einQuecksilberpraparat)miteinigemErfolg, jedoch
dieKrankheitblieb imK6rperverborgen und ergriff diePatienten an

MuskelnundKnochen,undsic littenschliesslichanhartnackigenschweren

Geschwijren・TuFuLing土扶苓kaminderZwischenzeitzurVerwendung

undgewanneinenvorziiglichenRuf.))

E・Bretschneiderschreibt in @6HistoryofEuropeanbotanifal discoveries

inChina'',dassTuFuLing土筏苓seitl535unterdeneuropaischenNamen

wieRedixchinae,Chinawurzel, Chinaroot,u. a. inEuropagrosseAner-
kennungfand.

DieerstegenaueeuropaischeBeschreibungiiberTuFuLing土扶苓erfolgte

vonAndreasVesalius imJahrel546. 1n{GEpistola,rationemmodumq;propin-

andiradicisChymaedecocti, quonuperinuictissimusCAROLUSV,Imperator

ususest,pertractanJberichtetA.Vesalius folgendes: ((DerKaiserdes

heiligenr6mischenReichs,KarlV. gebrauchtezunachst gerneGuajakfUr

r 々 、
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Jahrel493nachihrererstengrossenFahrtwiederinPalosein・Unmittel-

bardaraufbracheineEpidemieeinerbisherunbekanntenKrankheit aus.

<GTratadoIlamadoFrutodetodoslossantoscontraelmaldelalslaEspanola

HechopermaestreRodrigodelslacirujanovezinode lisboaparacomun

egeneralprovecchodelospacientesEnfermosdelasemejanteEnfermedad

quevulgarmenteellamadaBubaJvonRodrigoRuizDiazdelslaberichtet

((DieseKrankheitwarursprtinglichaufspanischenlnselnheimisch, einige

MitfahrervonColumbuswurdendort davonbefallen, undkaumhatte

ColumbusderK6niginlsabellatiberseineReise erzahlt, als bereitsviele

EinwohnervonBarcelonadieseneueKrankheitbekamen.))DieseAnfiih-

rungvonRodrigoRuizdelslawurdemirdurcheine frtihereAnftihrung

desselbenSatzesvonKeizoDohi土肥慶蔵inseinemWerk@@SekaiBaidoku-

shi''世界徽毒史(GeschichtederSyphilis)zuganglich.

KeizoDohi土肥慶蔵ftihrtein @:SekaiBaidokushi''世界徽毒史ause1nem

WerkvonN．A.Recchi einige inAmerikaeinheimischenBehandlungen

derSyphilisan.NachseinerBeschreibungkanntendieLeuteu.a.folgende

innereArzneien; Sarsaparille,Guajak, Sasafrasholz, Begoniabalmisiana,

TunaundMapuan.DieseBehandlungwurdegleich inEuropaeingeftihrt

undunterdiesenArzneienwurdeGuajakbesondersbevorzugt.

SeitdemEndedesl5. JahrhundertswurdederVerkehrzwischenWesten

undOstenlebhafter undauchdieseneueKrankheit verbreitete sich in

Indien,m(lStidwestasienunddanninS(idostchina.

DieerstechinesischeBeschreibungtiberSyphilisfindetsichin@CShiShan

YiAn''石山医按vonWangJi汪機. @GShi ShanYiAn''石山医按wurde

zwischenl520-1533verfas､DarinschreibtWangJi汪機: ((Inderletzten

Zeit littenvieleFrauenheldenanYangMeiChuang楊梅瘡.Siewurdenmit

QingFen軽粉(einQuecksilberpraparat) behandelt unddamit vorlaufig

geheilt.AberdieKrankheit tratwiederumauf.Wennsiechronischwurde,

littendiePatientenanhartnackigenschwerenGeschwtirenundderK6rper

wurdestarr.NachVerlaufvonmehrerenJahrenwurdensie zu lebenden

Leichen.))WangJi汪機fUgt hinzu: ((Mannehme 3Liang両(eine

Gewichtseinheit)vonTuBi Xie土革蘇(einandererNamevonTuFu

Ling土筏苓) undeventuelldazunochlQian銭(eineGewichtseinheit)

vonZaoJia早英(GleditschiaeFructuS) undlQian銭vonQianNiu

（ギ ）



2. MedizinischeAnwendungvonTuFuLing土挟苓und iihnlichen

Drogenvordeml5.Jahrhundert

TuFuLing士扶苓undahnlicheDrogengaltenvordeml5. Jahrhundert

alseinegew6hnlicheDrogeuntervielenanderen.EsgibtzwardieBeschrei

bungvonBiXie草解bereits in:!ShenNongBenCaoJing''神農本草経und

dahererfahrtman:((BiXie草解heiltSchmerzenundSteifigkeitvonLen-

den,Gelenkerkrankungen, durchKalteundFeuchtigkeit hervorgerufene

K6rperlahmungen, schwer heilbare, b6sartigeGeschwUre und erhitztes

Pneuma.))BaQi羨葵ist in $GMingYiBieLu''名医別録beschrieben,und

aus dieserBeschreibungerfahrtman: ((BaQi蒙葵heilt durchKalte

hervorgerufeneKOrperlahmungen, f6rdert dieFunktion desB1utes und

hemmtdasUbermassigeUrinieren.))Aber @6ShangHanLun''傷寒論und

@GJinKuiYaoLue''金置要略gebenkeinRezept, dasBiXie革蘇oderBa

Qi溌葵enthalt.DiesebeidenWerkesinddieiiltestensowiediewichtigsten

RezeptsammlungeninChina,dieumdasJahr200n.Chr.vonZhangZhong

Jing張仲景verfasstwordensind.AIsersterbeschreibt ::ZhouHouBei Ji

Fang''肘後備急方(RezeptefiirdringendeF訓e) vonGeHong葛洪ein

Rezept,dasBaQi羨葵enthalt.$$ZhouHouBeiJiFang''肘後備急方wurde

spatervonTaoHong Jing陶弘景revidiert, unddieser fUgtemehrere

Zusatzebei. Daherweissmannicht,obdiesesRezeptvonGeHong葛洪

oderTaoHongJing陶弘景stammt. DiesesRezept ist fiirGangst6rung

wirksam. Indenzwei grossenmedizinischenTexten aus derTang唐一

Dynastie, @fQianJinYaoFang’’千金要方und <fWaiTaiMiYao''外台秘

要undeinerumfangreichenRezeptsammlungaus derSong宋-Dynastie,

G6HeJi JuFang''和剤局方findensichverhaltnismassigvieleRezepte, die

BiXie革蕪enthalten, abernurganzwenige, dieBaQi茨葵enthalten.

DieseRezeptesindhauptsachlichfUrGelenk-undLendenschmerzen,Gang-

st6rung, Impotenz,Enuresis, u. 乱．wirksam.

3. MedizinischeAnwendungvonTuFuLing土挟苓iml6.

Jahrhundert

Es istbekannt, dassSyphilis amEndedes l5. Jahrhunderts

entdecktenFestlandAmerikaaus inEuropaeindrangundsich

ZeittiberganzEuropaverbreitete.ColumbusundseineMitfahrer

（ 3 ）
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DrogenamensYuYuLiang禺余糧,diein @cShenNongBenCaoJing $$神

農本草経undunterderenoberklassigenDrogenbeschriebenist. NachTao

HongJing陶弘景,derumdasJahr500n.Chr.$GShenNongBenCaoJing''

神農本草経revidierte, nanntemanseinerzeit inSUdchinadieWurzeleiner

BaQi羨葵且hnlichenPflanzeYuYuLiang禺余糧TaoHongJing陶弘景

sagt : ((YuYuLiang禺余糧wurdedeshalbsogenannt,weilderersteKaiser

vonderXia夏-DynastienamensYu禺wahrend seinerWanderung im

GebirgedieseWurzelalsNahrstoffgebrauchtundUberrestedavonwegge-

worfenhat.))YuYuLiang禺余糧bedeutet namlichSpeiserestevon禺．

EinigeandereobengenanntenNamenvonTuFuLing土沃苓wieCaoYu

YuLiang草禺余糧(vegetarischeSpeiserestevonYu禺),XianYiLiang仙

遺糧(phantastischeSpeisereste),LengFanTuan冷飯団(kalteKn6del),

YingFan硬飯(harteSpeise)undShanDiLi山地栗(Bergkastanien)stam-

menebenfallsausdieserUberlieferung.

VondengenanntendreiKrauternscheinenBiXie草解undBaQi羨莫

auchinJapaneinheimischzusein,wahrendTuFuLing土扶苓inJapan

nichtvorkommt.BiXie草蕊heisst inJapanTokoroところundBaQi羨葵

SarutOriさるとりoderSarutoriibaraさるとりいばら. DiebeidenPflanzen

wurdenoft inderaltenjapanischenLiteraturerwahnt.TuFuLing土扶苓

wurdeerst inderspaterenZeit inJapaneingefiihrt, undvondenJapanern

Sankirai山帰来genannt.NachderMeinungvonTomitaroMakino牧野富

太郎stammtdieserNameauseinemchinesischenWort, namlichShanQi

Liang山奇根, dasetwaeinenschatzenswertenNahrstoffimGebirgebedeutet.

NachRyoanTerajima寺島良安,derl713eineEnzyklopadienamens@GWakan

SansaiZuJ和漢三才図会(IllustrierteEnzyklopadievonJapanundChina)

verfasste, hatderNameSankirai山帰来denfolgendenUrsprung: ((Diean

schwererSyphilisLeidendenwurdenoft insGebirgegebracht unddort

ihremSchicksalUberlassen・ SpateraberasseneinigeAusgesetztenTuFu

Ling士挟苓imGebirgeunddadurchgelanges ihnen, ihreGesundheit

wiederherzustellenundnachHause zurijckzukornmen.)) San山bedeutet

namlichGebirgeundKirai帰来dieHeimkehr・ DaTuFuLing土挟苓in

Japannichtwachst,wurdeanStelledieserDrogeBagi溌葵oft verwen-

det.DaherwirdBaQi叢葵inJapanWanoSankirai和の山帰来(japan.

Sankirai山帰来)genannt.
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KurzeGeschichtevoneinemchineSischen

HeilkrautTuFuLing土荏苓(Chinawurzel)

VonYasuoOtsuka大塚恭男

1. Einleitung

DerNameTuFuLing土筏苓erschien inchinesischenKrauterbiichern

erstmaligin<:BenCaoGangMu''本草綱目(1590)vonLiShiZhen李時珍

(1518-1593).NachLiShiZhen李時珍verwechselteman friiherdiese

Drogemit denzwei anderenHeilkriiutern,BiXie革解undBaQi羨葵

BiXie草騨wurdebereits in:$ShenNongBenCaoJing''神農本草経, der

iiltestenchinesischenMateriamedica, undunterderenmittelklassigen

DrogenundBaQi羨葵in <6MingYiBieLu''名医別録(Erganzungvon

G6ShenNongBenCaoJing''神農本草経) undunterderenmittelklassigen

Drogenbeschrieben. 1n @6BenCaoGangMu''本草綱目 sagtLiShiZhen

李時珍:((DieheutigenLeutehaltenTuFuLing土筏苓ftirBiXie草蕪，

aberdas sindzwei verschiedeneDinge.))Weiter erklarteer: ((TuFu

Ling土筏苓, BiXie革解undBaQi羨実unterscheidensichin lhrem

Aussehen, jedochihreWirkungistahnlich.))TuFuLing土筏苓hatte

nachLiShiZhen李時珍verschiedeneNamenwiefolgt;TuBiXie土草薙

LaZhuLing刺猪苓, ShanZur､en山猪糞,CaoYuYuLiang草禺余糧，

XianYiLiangイl11余糧,LenFanTuan冷飯団,YingFan硬飯undShan

DiLi山地栗．

DieldentifizierungdieserdreiHeilkriiutermitdenmodernenbotanischen

NamenwurdevoneinemgrossenjapanischenBotanikerTomitaroMakino

牧野富太郎folgendermassengemacht :TuFuLing上筏苓istSmilaxglabra

Roxb.,BiXie革解istentwederSmilaxstenopetalaA.GreyoderDioscorea

tenuipesFranch. etSav. undBaQi茨葵istSmilaxChinaL._Heuteistes

aber imallgemeinenangenommen,dassBiXie革解nichtSmilaxstenopetala

A.Grev，sondernDioscoreatenuipesFranch. etSav. ist.
‐〃

WasdieGeschichtevonTuFuLing土挟苓nochkompliziertergemacht

hat, istdieVerwechselungvonTuFuLing土校苓miteinermineralischen
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